



























































ロード・エルメロイII世の冒険




５ 「錬金術師の遺産(下)」





















本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





この物語はフィクションであり、実在の人物・団体とは関係がございません。
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　アレクサンドリア大図書館。

　現代にも伝説として語られるそれではなく、プトレマイオス一世とアトラス院が協力して作り上げたという、もうひとつの大図書館。

「征服王を受け継ぐ者……イスカンダル様の息子……アレクサンドロス四世……！」

　その内側で、機プ械ト仕レ掛マけイのオ鳥スの声が響いたのだ。

　区画の中央に浮かび上がった、とある人物の幻像を見ての言葉だった。

　赤毛の若者である。

（エルゴ……！）

　古代の服装を身に纏っていること以外、謎の人物は、自分たちがともに旅をしてきた相手と酷似していた。

（酷似？）

　頭に思い浮かんだ言葉を、自分は反芻する。

　本当に、その言葉でいいのか？

　だって、エルゴは記憶を失っていたのだ。

　その失われたという記憶が──もしも、アレクサンドロス四世と繫がるものであったとしたら？

「…………」

　もちろん、そんなのは妄想だ。

　イスカンダルは西暦以前の大英雄。おおよそ二千三百年も昔の人間である。

　ならば、その息子だって同じようなものだろう。壮絶な時間の隔絶を飛び越えて、このふたりの相似は何を意味しているのか。

「ファラオ・プトレマイオス……」

　師匠が言った。

　その声が震えていた。

「本当に、彼が、アレクサンドロス四世だと……」

「吾あが見間違えるものか！」

　初めて、機械仕掛けの鳥が感情も露わに怒鳴りつける。

「吾あが、何度この方を迎え入れようとしたか！　どれほどに強く、我が土地でファラオとして君臨されることを望んだか！」

　状況はひどく差し迫っていた。

　今も、地響きのような足音が轟いている。

　アレクサンドリア大図書館の番人たちが暴走して、こちらへ迫っているのだ。

　それにも拘かかわらず、機械仕掛けの鳥も師匠も、振り返ることすらしなかった。

　遥かに重大な事柄が、この空間で起きていたからだ。

　たかが己の命など、これに比べれば塵じん芥かいに等しい。

　師匠にとっては、かつて人生を変えられた王の息子。

　プトレマイオスにとっては、かつてともに世界を制覇しようとした主君の継子。

「なのに……どうして吾あは何も覚えていない……。吾あは……ここで何をしていた……？」

　アトラス院との契約や、それにまつわる事項の記録は暗号化されていると、プトレマイオスは言っていた。

　この区画も、同類だったのだろう。

　しかし、だからといって受け容れられるとは限らない。

　むしろ、昔の己が為した事柄だから、なおさら痛切に機械の胸を叩いたかもしれない。

「……このデータには、何百もの防壁が仕掛けられていた」

　ふたりのやりとりを見ていた、ラティオが言った。

　彼女の腕に、ピアノの鍵盤のような物体が広がっていた。

　操作骨格エグゾフォルムによってつくられた、骨の楽器であった。

　その演奏を用いて、この区画に秘められた古代の情報から、彼女が幻影を引きずり出したのだった。

「ラティオにもすぐに認識できない──侵入してきた相手に忍び込む、隠密性のワームだった。現代ならばコンピュータウィルスというところだが、当時のアトラス院がすでにそのレベルで完成されていたんだろう」

「でも、それって……」

　つい、自分も口を出してしまった。

　アレクサンドリア大図書館とコンピュータウィルスという組み合わせは、いかにも奇妙に思えるが、確かにアトラス院ならばありえるだろう。

　しかし、それは同時に、もうひとつの事実も露わとする。

「同じアトラス院の錬金術師がハッキングすると、アレクサンドリア大図書館をつくった人間たちは、そう考えていたんですか？」

「……ラティオもその発想がなかったから、対処が遅れた」

　彼女の整った面持ちは、静かな緊張を湛えていた。

「強靱なプロテクトをかけることと、介入してきた相手に攻撃をしかけることは、論理として別物だ。それだけ、このデータが重要だったのもあるだろうが」

　重要。

　だが、それは誰にとってだろう。

　アレクサンドリア大図書館にとって？

　当時のアトラス院にとって？

　それとも──

「サイファも、これでやられた？」

　ぽつりと、彼女が呟いた。

　三年前、アレクサンドリアの海で死んでいたという、ラティオの弟。

「まだ、あるぞ」

　師匠が続けた。

「ラティオ。この壁画を解読したあなたが言ったんだ。ここを作ったアトラス院の錬金術師は、エルゴに喰らわせるため、複数の神の候補を用意していた。その四柱目は──すなわち、神を還す神であったと」

　自分たちにとっては、絶大な意味を持つ言葉であった。

　すなわち、旅の目的として。

　三柱の神を喰らい、記憶飽和を起こしてしまったエルゴを生き延びさせる手段として。

　しかし、それを考えるよりも早く、別の事態が生じた。

「ラティオお嬢さん！」

　区画のすぐ外で、雷鳴のような声が発したのだ。

　三メートル近い巨軀が、発信源だった。

　骨の巨人タンゲレである。

「そろそろもたねえぞ！」

　叫びながら、次々と襲ってくる番人たちを食い止め、薙ぎ倒している。

　その凄まじい剛力は、シンガポールで自分たちと戦ったときのままだった。

　当時の自分たちを戦慄させた、驚異的なタフネスとパワー。暴走スタンピードによって知性を失っているのか、番人たちの動きも最初に遭遇したときと比べると精彩を欠いてはいたが、それを加味しても、巨人の奮闘ぶりは尋常でない。

　しかし、その巨人ですら、この大群には分が悪いようだった。

　徐々に、徐々に押し込まれている。

　この区画に雪崩込まれたら、師匠なんかひとたまりもないだろう。

「助力します！」

　言って、地面を蹴った。

「第一段階応用限定解除！」

「イッヒヒヒヒ！　了解、グレイ！」

　指令コードによって、死神の鎌グリム・リーパーが巨大な戦槌へとカタチを変える。

　後方から魔力を噴射させ、一気に加速度を増大。

　十数メートルの距離を、コンマ数秒でゼロに。

　ロケットのごとく吼え猛る戦槌が、正面の番人──巨大な人蠍の顔面を粉砕する。その一撃で止まらず、自分はさらに中空を回転しながら、左右から襲いかかってくる番人たちを観察する。

　冷たい刃が、頰と首元を掠めた。

　紙一重。

　いいや、産毛が刈り取られる感触さえ、正確に知覚した。

　天井から、もうひとりの自分が見つめているように、どこか他人事のごとく状況を俯瞰してしまっている。右前方から迫ってくる七体の番人、左前方から押し寄せてくる五体の番人、さらに背後から水晶の破片を蹴散らしてくる二十六体の番人の、ひとつひとつの重心の変化まで、自分は完全に把握していた。

　まるで、手の平で金属の球体を転がしているようだ。

　その重み、その温度、その硬さを、ゆっくりと肌と骨で感じるのと同じに、自分はこの戦場に触れている。

　そんなことが、できるようになってしまっている。

（……三十五度）

　こちらの斜め後ろから番人の鎌が回り込んでくるとともに、戦槌の魔力放射を再点火。

　縦に二回転して回避。

　そのまま相手の肩部から胸部の奥深くまで、戦槌を抉り込み、爆砕する。

（いける──！）

　ひたすら、呼吸を意識した。

　呼吸を繰り返すたびに、自分の内側から魔力が横おう溢いつする。この数年で獲得してしまった、自分の能力。純粋な『強化』なら、時計塔の誰にだって負けやしない。

「ひゅう」

　タンゲレが口笛を吹くのと同時に、自分は区画の入り口に仁王立ちした。

「ここは、通しません！」

　精一杯の気迫を、瞳に込めた。

　心なき番人たちを威圧するためではなく、自分自身を鼓舞するために。

　タンゲレに四体。

　自分に二体の番人が肉薄する。

　巨大な犀さいのごとき番人だった。

　半端な回避も受け流しもできない。

　この距離でいなそうとすれば、間違いなく背後の区画が半壊するだろう。

　ならば、

「第一段階応用限定解除！」

　戦槌を大盾へと変形させて、番人たちの突撃を正面から迎え撃つ。

　一瞬、時間が停止したかと思った。

　次の刹那、番人たちの角が大盾へと激突した。

　凄まじい轟音とともに、戦車砲にも匹敵する衝撃が、全身をつんざいた。

「ああああああああああああっ！」

　後ろに引いた右足から盾へと、全力を注ぐ。

　足元の水晶の床に、大きなひびが走った。

　途轍もない負荷が、全身の筋肉と骨格とを痛めつける。

　構わない。

　こんな痛み、何ほどの意味もない。

　たかが苦痛程度で自分の守るべきものを守れるならば、いくらだって耐えられる。今にも砕けてしまいそうな骨の叫びも、限界を超えて『強化』を発動させ続けている魔術回路の悲鳴も、大したことじゃない。

「イッヒヒヒヒ！　こいつはきついな！　だいぶアレだな！」

　アッドの軽口が、鼓膜を滑っていく。

　唯一、これだけは胸の内で謝った。

　こんな無理をお願いできるのは、きっとこの旧友だけだから。

　愚かな自分を、愚かなままで笑い飛ばしてくれるのは、きっと彼だけだから。

　均衡は、はたして何秒のことだったか。

　大盾を挟み、番人たちと自分の間で拮抗していたベクトルがほんのかすかに揺らぎ、そのまま一気に片方へ傾いた。

　大盾に押され、犀のごとき二体の番人の体がまとめて宙に浮いたのだ。

「なん、と──」

　師匠の呻きが聞こえた。

「マジかよ……」

　自分以上の番人を食い止めているタンゲレまでも、目を見開いていた。

　さらに向こう側から迫ってくる番人たちの暴走さえ、つかの間呆然と停止したかのように見えたのは、錯覚だったろうか。

「アッド、魔力を！」

「おうとも！　いただくぜ！」

　再び変形した戦槌を、片手殴りに振り回す。

　容赦なく魔力を喰らった戦槌は意のままに巨大化し、破城槌バトリング・ラムと名付けたその威力のままに、中空で身動きが取れぬ番人たちの頭部を一息に破壊した。

　荒い息が、こぼれた。

　だけど、膝を突かず、視線をあげた。

　まだ、いくらでも番人たちは残っている。

　しかも、倒したはずの番人たちに起きている事態にも、自分は気づいてしまっていた。

（再生……してる……！）

　タンゲレや自分によって倒された番人たちは、刻一刻と自己修復していた。

　無惨にひびわれた装甲の破損部が急速に埋まり向こう側が見えるほどに貫通された部分さえ徐々に盛り上がって塞がれていく。

　おそらくは核を決定的に砕かない限り、何度でも蘇ってくるのだろう。

　恐るべきは、古代のアトラス院の使い魔。

　現代の魔術師の常識からは考えがたい性能も、当時の彼らからすれば至極当然のものだったのだろう。

　それが津波のごとく襲いかかってきた今、どうやれば凌ぎ切れるのか。

（聖槍なら──？）

　たとえば、白若瓏バイ・ルォロンの竜を封印した際の、新しい〈最果てにて輝ける槍ロンゴミニアド〉。あれならば、対抗し得るのか。

（……いや）

　あの槍の威力は、自分にとっても未知数だ。

　また、一体や二体打ち倒したところで、この状況を覆せはしない。

　ならば。

「このまま、何十体、だって──！」

　戦槌を握る手に、力を込めたときだった。

　背後から、鋭い影が飛び出したのだ。

「プトレマイオス！」

　区画の入り口から飛翔してきた鳥は、いつもの冷静さを失っていた。

　代わりにその小さな身体に満ちているのは、途轍もない憤怒であった。

　いくつもの鋼板が重なった翼を羽ばたかせ、その喉が怒号を叩きつける。

「いかなるものも、この墓を傷つけること許さじ！」

　怒りはそのまま、強烈な光となって周囲の全員へと叩きつけられた。

　ここに来た時と同じ、過剰出力でデータを叩きつける技──しかし、何度も使える手口じゃないと言ったのは、彼自身ではなかったか。

　しかし、番人たちがたじろいだ刹那、さらに別の異常事態が生じた。

【第一種秘匿事項についての要請を受信】

　そんな声を、聞いた気がした。

　物理的なものでは、おそらくない。

　稀に自分が聞き取ってしまう、霊的な──もしくは霊的な領域に達するほどの、極めて高度な技術による音声。

【第一種秘匿事項の要請を承認。番人の停止を要請。亜空間型通信機構を起動】

　プトレマイオスの光でたじろいだ番人たちが、今度は単なる金属の塊になったように停止した。

　そして、自分の振り返った先から、それらが溢れるように噴き出してきた。

（──通信機構？）

　自分が疑念を抱いたのも、無理はないと思う。

　泡であった。

　無数の泡が、師匠たちのいる区画から生まれていたのだ。

　水晶の丘が吐き出す、虹色の泡。

　その泡たちが、まるで意思を持つように流れ、こちらを取り囲んだのだ。

　ひどく幻想的な風景でありながら、決してそれに留まらぬ意味を秘めていた。

「────ッ！」

　息を止める。

　泡のひとつの表面に、思いがけない影が映っていたのであった。








２









　──ほんの少し、時間は遡さかのぼる。




　アレクサンドリア大図書館・第三層。

　グレイたちのいる地点から離れたエリアで、若者はドギマギしつつ、眼前の相手を見つめていた。

「あなたより、心臓の方が覚えている？」

　美しい女魔術師が、そっと柳眉を寄せたのだ。

　ルヴィアゼリッタ・エーデルフェルト。

　時計塔は現代魔術科、エルメロイ教室において、遠坂凛と一、二を争う相手だ──とはエルゴも聞いている。

　その上で、間近で見上げられると、妙に緊張してしまった。

　肢体の線も露わなジャンプスーツと、ひとつずつの仕草から覗く高貴さ。

　大胆な野性味と、貴族的な優雅さとが、ほとんど奇跡のような調和を果たしている。

　もちろん、エルゴが現代欧州の貴族を知るわけではない。彼女のあまりに無駄のない所作が、翻ひるがえって世界のどこにあっても通じる気品を表現しているということだ。日本の夜劫家の面々にも似た印象はあったが、これほど洗練されてはいなかった。

　今まで出会ってきた相手とは、まるで異なるタイプの女ひ性とだった。

　もう一度、彼女が口を開く。

「あなたの心臓が、この場所を覚えていると仰るの？」

「はい。おかしい、でしょうか」

　やや上ずった声で、エルゴが答える。

　胸をそっと押さえた。

　手の平の奥で、今も心臓は強く脈打っている。

　この場所こそはお前にとって特別な場所なのだ、と。

　若者の周囲には、何体もの機械仕掛けの番人たちが倒れ伏していた。

　水晶の樹木がそびえたち、何本も複雑に絡み合っている。その一本ずつが淡い不可思議な光を放っており、単に美しいだけの代物ではないと証明していた。

　アレクサンドリア大図書館・第三層。

　禁書庫、と呼ばれる階層だという。

　水晶の枝の下で、ルヴィアはそっとかぶりを振った。

「……いいえ、おかしくなんかない。むしろ逆ね。道理が合うから、引っかかったのよ。ええ、あなたの話は私わたくしも一応聞いていますもの」

「僕のこと、ですか」

「神を喰らった男」

　その言葉に、エルゴは小さく息を詰める。

　これまで何度となく言われてきた台詞であっても、この女性の麗しい唇から発せられると、また別の意味合いが付与されるように思えてならなかった。

「その心臓が語るのならば、決してただの妄想ではありえないでしょう。正直、この場で拘束して、私わたくしの屋敷に連れ帰りたいぐらい。とはいえ、そういう行為をあの指導役チューターが許すとは思えませんけれど」

「指導役チューターって、先生のことですよね」

「ええ、また新しい生徒を増やしたんですってね。見境なしと罵ののしりたいところですが、あの方、人を見る目だけは一流ですから」

「……で、ルヴィア。アンタが先祖の情報からここに来たのは分かったけれど」

　様子を見守っていた遠坂凛が、口を開く。

　かつて、このアレクサンドリア大図書館を盗掘したという魔術師が、ルヴィアの先祖だったというのだ。

　近くにわだかまった番人たちの残骸を足でつつきながら、凛が訊く。

「もう起き上がってこないわけ、これ」

「核を砕いてますので」

　ルヴィアが優美に微笑する。

「それも、先祖の知恵かしら」

「くわえて、現地での観察からですわね。アトラス院といえば、使い魔で有名ですもの。対策に力を入れて当然でしょう？　とはいえ、あなた方が動きを止めるまでは狙いようがなかったんですが」

「──確かに、情報核が砕かれています」

　証言したのは、近くにしゃがみこんでいたシオンであった。

　幼い少女の手の平と残骸の間で、きらりと光ったように見えたのは、エーテライトの糸を回収したものだろう。

　アトラス院の錬金術師として、遺跡を守ってきた番人たちの最後に思うところがあるのか、少女の表情には淡い影が落ちていた。

「私が確認しても、この番人たちは完全に停止しています。情報核の積載パターンも常に変化させていたはずなのですが」

「そういうのを探り出すのはこいつの得意技なのよ。ハイエナだものね」

「あら。さすがマラッカ海峡で海賊を率いていた方は、言うことが違いますわね」

　ルヴィアの返しに、凛が目を見張る。

「あ、アンタそれ誰から聞いたの！」

「もちろん、ライネスからですわ。いえ感心しましたのよ。ガサツ過ぎて同じ真似をする気にはなりませんが、実に効果的な手ですもの。次の時計塔の発表は海賊との共同作戦についてでいかがですか。神秘の隠匿から、法政科に目をつけられるかもしれませんが」

　情報戦で優位に立ったものならではの高慢を込めて、ルヴィアが唇を歪める。

　かあっと顔を赤くした凛が、思わず魔術刻印に魔力を込めかけたところで、

「ルヴィアゼリッタ・エーデルフェルト、私からもいくつか質問したい」

　と、シオンが持ちかけたのだ。

「どうぞ。アトラス院の錬金術師」

「私が情報を購入していた相手があなたなのは間違いないようだ。その上で、私たちが到着する直前に何があったのかを確認したい。とりわけ、この番人たちについて」

「暴走スタンピード、ですわね」

　ルヴィアが、短く言った。

「さっきも話しましたけれど、一応最深部近くまでは潜れてましたのよ。こちらの目的である管理部まで、あと一歩という状態でした。ところが、そこまで来たところで、突然番人たちの様子がおかしくなって、撤退を余儀なくされましたの。この辺りのセキュリティは番人たちと同期しているのか、撤退と同時に、最深部への扉も閉ざされてしまいました」

　ルヴィアの視線の延長線上に、水晶の樹木が何重にも絡み合っていた。

　この水晶樹の一本一本が書棚だとすれば、アレクサンドリア大図書館においては書棚自体が道を作り、扉ともなるのだった。

　その表面に触れて、ルヴィアが眉を寄せる。

「書棚のひとつずつこそが、アレクサンドリア大図書館の本体。だからこそ硬度も相当なものですわ。ある意味、さっきの番人よりもよほど頑丈なぐらい」

　手を離して、す、と人差し指を立てた。

　先ほど、凛が魔術刻印に魔力を回して発動しかけたのと、同じものだった。

　本来カタチをもたない呪いが、物理的な干渉力を持つレベルまで圧縮されていく。

　ガンド。

　その黒き呪いが、絡み合った水晶樹へと解き放たれ、何の爪痕も残せずに散った。

「この通りですわ」

　と、ルヴィアが肩をすくめた。

「特性として、複数の水晶樹が絡まり合うことで硬度を増す仕掛けになっているようですの。今回持ってきた宝石の大半を注ぎ込めば、一本や二本は破壊できるでしょうが、目的地までは到底辿り着けません。……そもそも、水晶樹自体がアトラス院の情報集積体である以上、その破壊は文化の消滅と同義ですものね」

　面差しに影が落ちて見えたのを、魔術師ならではの真摯さゆえととるべきか、はたまた盗掘者の強欲ゆえととるべきか。

「禁書庫としての防衛機能ですね」

　と、シオンが水晶樹の表面を撫でる。

　再び、キラキラとした光が少女の手の平から流れた。

「エーテライトからのコード入力も受け付けない状態です。……ですが、遺失物ロストナンバーになるぐらい眠っていた遺跡が、これほど過剰な防衛機構を発動させるのはやはり腑に落ちません。仮にあなたという侵入者を検知したところで、番人たちを暴走させたのでは、知識を安全に保管するという図書館本来の目的を達成できません」

「つまり、どう言いたいんですの」

「誰かが、意図的に防衛機構を発動させたのでは」

　シオンの言葉に、ふたりの女魔術師は小さく息を詰めた。

「今、このアレクサンドリア大図書館に潜っているのは、先生たちと──例の合同発掘調査団よね」

「時計塔と、アトラス院の、ですわね」

　凛が言い、ルヴィアが返す。

　普通ならば、まず組織されるはずもない合同発掘調査団。ある意味で現代の叡智を持ち寄った奇跡とも言えるだろう。

　だが、この状況下では別の意味が浮き出てしまう。

「ここに来る直前、シオンが言ってたわよね。合同発掘調査団のアトラス院に、裏切り者がいるかもしれないって」

「可能性は高い、と言わざるを得ませんね。だからこそ、私もここに来たんですから」

　と、シオンが言う。

　最初、凛とエルゴを襲ってまで、彼女がアレクサンドリア大図書館の情報を求めたのは、まさしくこの裏切り者を探すためであった。

「アトラス院の戒律ですか？　確か、自己の研究は自己にのみ公開する、とかいう」

「その通りです。アトラス院における地位に拘らず、これだけは絶対の戒律です。破る者がいるならば、ふさわしい懲罰を与えないわけにはいきません」

　十歳にも満たない少女の声は、氷のように冷えていた。

　聞いていたエルゴが、思わず二の腕を撫でてしまった。

　その低温にふさわしい懲罰を、彼女のエーテライトならば実行できるだろう。現実には体感不可能な地獄であろうが、脳神経を直接操作できる第五架空元素エーテルによる錬金術の糸にとってはたやすいことだ。

　彼女の糸によって拷問されたエルゴの身体は、その凄まじい苦痛を覚えていた。

「…………」

　一呼吸ほど考えてから、ルヴィアが口を開いた。

「だったら、私わたくしから話すことは、もうひとつありますわね。情報の売り買いをする際、相場を考慮するためにも、近年に類似のものがなかったか当然調べるようにしているのですが、今回はひとつ気になるものがありました。魔術世界の闇オークションに、とあるデータの噂が流れていたんです」

「とあるデータ？　何よそれ」

　凛が、瞬きした。

　すると、ルヴィアは「本来なら情報料をいただきたいところですが」と前置きしてから、続けた。

「サイファ・クルドリス・ハイラムの研究データです」

「……サイファ？　それって、三年前に、このアレクサンドリアの海で死んだっていうラティオの弟の？」

「あら、あなたもそれぐらいはご存じでした？　そういえば、ラティオとシンガポールで戦ったそうですわね。私わたくしもロンドンで情報を交換する機会を得ました」

（……ラティオ）

　エルゴも、思い出す。

　ラティオ・クルドリス・ハイラム。

　この若者に神を喰らわせたという、アトラス院の錬金術師の末裔だ。

　今はおそらく、エルメロイⅡ世とともに、合同発掘調査団としてこのアレクサンドリア大図書館を探索しているはずであった。

「元々、私わたくしがアレクサンドリア大図書館に潜入しようと思い立ったのも、ラティオとの情報交換の結果ですもの」

「……出し抜こうとしただけじゃないの」

「体裁の悪い物言いですわね。古代のアトラス院が放置したものなら、私わたくしが確保したところで、誰も文句を言える立場じゃないでしょう？」

　ジャンプスーツの胸を張ったルヴィアに、凛が軽く鼻を鳴らした。

「いいから、早く本題に入りなさいよ。そのサイファの研究データが一体どうだったっていうの？」

　数秒だけ、間があった。

　ちらっとシオンの方も見やってから、ルヴィアはこう言ったのだ。

「先ほどエーテライトからのコード入力、と仰ってましたね。サイファ・クルドリス・ハイラムの研究データには、アレクサンドリア大図書館に介入するための、裏コードが記されていた可能性がありえます」

「裏コード……」

「あくまで闇オークションのコメントに、事情を知ってる者ならそう受け取れなくもない文章が書かれていた、というだけですけれどね。ご存じかは分かりませんが、魔術世界の闇オークションでは、直截なコメントは嫌われる傾向にあります。神秘の隠匿の面もありますし、売却する人物や購入する人物のプライバシーを尊重するためでもあります。もちろん、そのせいでガラクタを摑まされることも良くありますが、それは自業自得と考えるのが、あの手のコミュニティの方針ですわね」

　魔術世界のオークションといっても、千差万別ではある。

　オークションとは名ばかりで、互いに儀式で余った品を融通し合う身近なものもあれば、現代からは消え失せて久しい幻想種の身体部位を売り捌くものもあるらしい。最高級のオークションとしては、魔眼を扱う魔眼蒐集列車レール・ツェッペリンなどが有名だろう。

　ルヴィアの話したような闇オークションは、魔術師でも一部の者だけに参加を許された、極めて機密度の高い類たぐいのものだ。

　単純に、額面の問題ではない。

　その内容として、魔術師ですら倫理的に眉を顰めるようなものや、時には戦争に繫がりかねない情報を扱ったりするからだ。

　ゆえに、参加者にも相応の信用や家系などのブランドが要求される。

　極東出身の遠坂凛が傑出した才能を発揮しようとも、一朝一夕には食い込めないジャンルであり、ルヴィアゼリッタ・エーデルフェルトからすれば歩くよりも早く身につけた事柄であった。

「ルヴィアゼリッタ、もうひとつ訊かせてほしい」

　と、シオンが呼びかけた。

「何なりとどうぞ」

「その研究データには買い手がいたんですか」

「おそらく、いたんでしょうね。噂だけが残ったというのは、誰かが購入して、闇オークションの履歴から抹消されたということですもの」

「誰が買ったかは想像がつきますか」

「いいえ。範囲が広すぎます。そこの極東の田舎者はともかくとして、アトラスの六源や時計塔の貴族以上の家系なら、誰でも参加することができたでしょう」

「…………」

　しばし、シオンが沈黙する。

　またひとつ、事件に奇怪な条件が追加されたのを、誰もが感じていた。

　アトラス院の裏切り者に、サイファの研究データ──アレクサンドリア大図書館に介入できるという裏コード。

　このふたつがどう繫がっているのか。はたまた関係のない別々の事象なのか。

　思いを巡らせるように目を細めてから、ルヴィアは自らの手を撫でた。

「いずれにせよ、今の私わたくしたちが考えるべきは、この立ち往生をどうすればいいかですわ」

　見つめたのは、水晶樹の絡みあった壁であった。

　壁に囲まれた空間は、ほぼ行き止まりの状態になっている。

　空間を歪めて、ここへやってきた道も、すでに閉ざされていた。行くにせよ戻るにせよ、今のままでは如何いかんともしがたい。

「水晶樹ごと破壊するんだったら……」

　と、凛が言いかけた時だった。

「僕が触っても、いいですか」

　遠慮気味に、エルゴが口を挟んだのだ。

　全員の視線が、赤毛の若者に集中した。

「何か、アイディアがありまして？」

「多分ですけど、分かると思うんです」

　若者の背中から、半透明の腕が生えていた。

　六本。

　東方の凶猛なる神格・阿修羅のごときその威容に、ルヴィアは目を見張った。

「それも、あなたの心臓が訴えていますの？」

「かもしれません」

　うなずいて、エルゴは水晶樹が絡みあった壁の前に立った。

（……なんだろう）

　ルヴィアたちの話を聞きながら、エルゴは己の内側のさざなみを思った。

　このアレクサンドリア大図書館に対する、奇妙な親近感──としか言いようのない感覚だった。

　思えば、アレクサンドリア大図書館にやってくる前、この空間へと繫がっていた遺跡を降りていたときから、その感覚は胸を叩いていた。

　たとえば、黄昏たそがれ時に子どもが帰路につくときのような。

　たとえば、街を歩いているときに嗅いだ、なんてことはない夕ゆう餉げの香りのような。

「…………」

　黙ったまま、エルゴは水晶樹へと幻手を伸ばした。

　破壊するのではない。

　ただ、そっと触れただけ。

　半透明の皮膚に、幾筋かの光が流れた。

　それは、彼の幻手に秘められた、新たな性能チカラであったろうか。

（──セト）

　神の名を、思う。

　砂柩戦神。

　アトラス院によって用意された神の骸は、おそらく、かつてこのアレクサンドリア大図書館に収蔵されていた。

　この胸にざわついている想いは、かの神によるものなのか。

　それとも、もっと別の理由があるのか。

　水晶樹が、反応するように、光点を瞬かせた。

　同じ情報ヒカリが、エルゴの脳にも満ちた。

「……ああ」

　ぽつり、と声がこぼれた。

　確かに、この水晶は書棚だった。

　錬金術師でもないエルゴの脳が受け止められる情報はごくわずかだが、それでもこの図書館が秘蔵してきた歴史の一端を、若者は見聞きした。

　この図書館に、多くのアトラス院の錬金術師たちが歩いていた頃。

　ごくわずかに選ばれた古代エジプトの賢人や神官ヘム・ネチェルが、大図書館の偉容に感嘆しつつ、惜しげもなくそれぞれの知識を開陳していた。

　遥か彼方まで保存されるべきだと信じて、さまざまな文化がこの禁書庫に封じられた。

　記録されていたのは、知識や文化だけではない。

　二千年以上昔の大気。

　いまだ神代の魔力が残っていた頃の、砂漠の熱風。

　エルゴの肺はその大気を吸い、エルゴの肌はその熱風に晒された。

　おそらく、もはやアトラス院の本部ですら完全な形では残されていないのではと思われる、記録の数々。

　なぜだろう。

　どうしようもなく、温かなものが頰を流れた。

　涙だと意識することもなく、エルゴの唇が動いた。

「いれて、ください」

　呟く。

　水晶樹が、動いた。

　あたかも、赤毛の若者に傅かしずくかのようにも見えた。

　大半の宝石を動員してやっと破壊できるかどうかとルヴィアが評価した壁は、まるで数千年ぶりに大切な主人を迎えるかのような律儀さと厳かさで、ゆっくりと道を開いたのだった。

「……これは」

　結晶化した道を見つめ、ルヴィアが呟く。

「……なるほど、あなたにますます興味が湧いてきましたわ」

「僕に？　僕が喰らった神に、じゃなくてですか？」

「そのふたつは似てるけど違うことですわ。今ので分かりましたが、そこのアトラス院は、あなたがこの図書館で行われた実験の被験体だから、セキュリティチェックを突破できると考えたんでしょう？」

「もちろん、そうです」

　シオンが肯定する。

「実際に、彼が居合わせたことで、ここにつながるゲートが開きました」

「そうでしょう。でも、実験ならば、双方がつりあわないといけません。神を喰らわせるのならば、喰らう側にも一定以上の器が必要になるでしょう。今の私わたくしは、あなた自身が何者か、大いに興味をそそられていますわ」

（……僕、自身が？）

　エルゴは、かすかに困惑していた。

　そんな風に言われたことは少なかったからだ。

　あえていえば、白若瓏バイ・ルォロンは、エルゴという人間に執着していたが、あれだって異形を喰らった者同士の敵てき愾がい心しんがないまぜになったものだった。

　神とは関係なく、エルゴが何者であるかと問われたとき、彼に持つ言葉はなかった。

　だから、

「どうぞお手柔らかに」

　と、苦笑した。

　ルヴィアの瞳が、お気に入りのアクセサリーを見つけた淑女というよりも、獲物を見つけた肉食獣に似ていたからだ。

　ある意味、凛と通じるところがある。

　そう思ったところで、

「アンタも、もう少し聞かせなさいよ」

　と、凛が口にした。

「さっき、この図書館から得られる情報ならなんだって欲しい……みたいなこと言ってたけれど、だからって本命がないわけじゃないでしょう？　先祖の情報があって、ここまで潜っているってことは、アンタなりの推察がありそうだもの」

「相変わらず、抜け目のないこと」

　かすかに、ルヴィアが目を細める。

　こちらは敵意──というにはやや足らぬ程度の圧と、よく気づきましたわねという風な感心のこもった眼差しであった。

「ですが、そういう情報共有は探索しながらでもよくって？　どうも、このアレクサンドリア大図書館は非常事態の最中のようですから」

「ええ、そこは同意するわ」

　うなずいた凛が、颯爽と前に出る。

　ルヴィアが続き、エルゴとシオンも目配せしてから、踏み出した。

　異形の水晶がつくった道へ、四人の探索者たちは恐れげもなく侵入していったのだった。

　いいや。

　侵入しようと、した。

　その時、知らない声が、エルゴの耳じ朶だを叩いた。

【遺伝子情報、霊子情報、98・７９７％の精度で一致を確認】

「え」

　おそらく、それは英語ではなかった。

　無論日本語でもアラビア語でもなく、エルゴがこれまでの旅先で触れてきたどの言語とも異なっていた。

　だが、エルゴにはそう聞こえたのだ。

【警告。霊子情報に複層化を確認。三重螺旋の高度情報体と認定。情報密度計測不能。第一種秘匿事項への抵触を確認。同項の扱いから管理部からの指令を要請──失敗。管理棟ユグゼアストラの停止を確認】

（管理棟の停止？）

　エルゴの眉が寄った。

　若者は、管理部で起きた事件を知らない。そこで永眠していたはずのファラオからセキュリティキーである心臓が抜かれたという出来事を知らない。

　しかし、それがただならぬ事態であることは直感できた。

「エルゴ？」

　凛が不思議そうに問う。

　今の声は、彼女には聞こえてないらしい。

【第一種秘匿事項に対する検討。管理部の停止より同項の処置を変更。当部門では不能のため、禁書庫・墓所への接続を要請】

　その瞬間、周囲の水晶樹に奇妙な光が明滅した。

　壁の近くからたちまち半透明の球体が生まれ、それはひとつに留まらず、エルゴたちの視界を埋め尽くした。

「泡……?!」

　無数の泡が、若者たちを取り囲んでいたのだ。

　大小さまざま、虹色で細かく変化し続ける泡であった。

　しかも、その表面には思いがけない像が映り込んでいた。

「姉さん！」

　慌てて近寄ったエルゴが、そう叫んでいた。

　泡のひとつに、グレイが映っていたのであった。
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「エルゴ──！」

　突然の状況に、自分は面食らってしまっていた。

　こちらを取り囲んだ、虹色の泡の群れ。

　そのひとつに、地上で待機しているはずのエルゴが映っていたからだ。

　ばかりか、泡に映った背景からすると、どうやら向こうもアレクサンドリア大図書館の内部にいるらしい。

　だけど、どうやって？

　海底にある大図書館だ。

　まともに考えれば、辿り着くだけでも難しい。

　もちろん、凛もエルゴも普通ではないが、だからといってこの大図書館に易々と到達できるものではあるまい。

　そして、泡の発生とともに番人たちも動作を停止している。

　まるで、発条の切れた絡繰人形のようだった。

　すぐさま、師匠も泡に駆け寄った。

「エルゴ！　お前、こちらの声が聞こえるか！」

「先生」

　その様子に、エルゴが目を丸くする。

　こんな風に、師匠が勢い込んで話しかけてくるのは、若者にとって初めてだったかもしれない。

「えっと、先生、どうかしたんですか」

「お前のことだ！　ああくそ、一体何から話せばいいか──」

　今にも卒倒しそうな様子で虹色の泡に触れかけたところで、背後から伸びた白い手が師匠の肩を押さえた。

「迂闊に接触しない方がいい」

「ラティオ？」

　振り返ると、アトラス院の錬金術師がかすかに目を細めていた。

　いくつかの方向から泡を観察して、こう囁く。

「ラティオも初めて見る現象だが、どうやらそれは時空泡らしい」

「時空泡？　おい、じゃあまさか、遠隔通信というわけじゃないのか？」

「その通りだ。泡の範囲に限られるが、物理的に向こうとこちらの時空が繫がっている。元々空間とは泡みたいなものだと聞いたことがないか。もしくは膜宇宙理論は？」

「最新科学の、その先か」

　師匠が唸る。

　自分も、師匠の講義で名前だけ聞いたことがあった。現代魔術科においては、最新科学の見地は新しい魔術の切り口になりうるということで、しばしば講義の時間を割かれるのであった。

「確か、超弦理論の一種で、宇宙はほぼ無限数の泡でできているという考えだったな。とはいえ、あの理論では量子レベルの小さな泡のはずだが、それをここまでの大きさに仕立て上げたということか」

「お前たちが考えている、概念上の時空泡とは異なる。かつてのアトラス院が達成していたものは、限定的ながら、その振動で時空を破るに足る代物だ。昔のアレクサンドリア大図書館においては、ごく日常的に使われていたらしい」

　見れば、虹色の泡は、主に師匠たちがいた区画へとまとわりついている。

　泡たちの内部から表面に、微細な稲妻がいくつも走った。

　その稲妻が、情報を交換しているのだろうか。

「おそらく、単なる通信機器を作るより、時空泡を用いて空間を捻り上げる方が、当時のアトラス院にとっては簡単だったんだろう……」

　口にしているラティオ自身が、どこかその言葉を信じかねているようだった。

　神代の魔術は現代よりも遥かに優れていたそうだが、比較的影響が少なかったはずのアトラス院でさえ、同じ理屈が通じるのだろうか。

　一瞬沈黙してしまった自分と師匠に、

「わ、本当にグレイも先生もいる」

　と、泡のひとつから声が響いた。

　映っている黒髪の女性は、もちろん凛であった。

　しかも、すぐ隣に、見覚えのある金髪の女魔術師が佇んでいたのだ。

「ごきげんよう。話は聞いてましたが、おふたりとも大過ないようで何よりですわ」

「ルヴィア、お前まで……！」

　師匠が、露骨に表情を歪める。

　自分も、彼女までここに来ているとは思ってなかった。途中までライネスと行動をともにしていたのは聞いていたが、まさかこのタイミングで現れるとは。

「状況が混乱しているようですから、細かいところは省きましょう。こちらももうひとり紹介しないといけない相手がいますので」

　ルヴィアが視線を横へ滑らせると、隣り合った泡に、新たな人物が映り込んだ。

「初めまして。シオン・エルトナム・ソカリスと申します」

　アトラス院の制服を着た幼い少女である。

　まだ十歳にも満たないだろう面持ちに、勝ち気な紫の瞳が印象的だった。

「私が来ている理由は、説明不要と思いますが」

　その瞳が、ラティオを睨めつけている。

　今の流れなら、アトラス院の同輩ということになるはずだが、そのような気やすさはまるでなかった。ましてや、年齢差による遠慮など、微塵も感じられない。彼らの住む世界に長幼の序など存在しないのだろう。

　対するラティオは、肩をすくめて、口を開いた。

「考えるまでもない。あなたが来るなら、理由はひとつだけ。アトラス院の戒律を破った者がいるからだろう。ああ、ラティオを疑っているんだな」

「あなただけじゃありません」

　シオンと名乗った少女は、キッパリ言った。

「今回の事件で、私が戒律違反を疑っているのは合同発掘団に参加したアトラス院の人間すべてです。そちらの時計塔の君主ロードについても、協力の可能性を排除できるものではありません」

「どうやら、私の自己紹介は必要ないらしいな」

　視線を据えられ、師匠は苦笑した。

「ええ、十分調べてきましたとも。エルメロイⅡ世」

　挑戦的な眼差しで、シオンが口にする。

　普通なら怒るところじゃないかと思うが、師匠の場合知らないうちに他人に喧嘩を売っていたりするので、そういう気分にはなれなかった。

　肌を刺すような緊張感が、水晶の禁書庫に漲みなぎった。

　しかし、その結末を見ることはなかった。

「若君……」

　そんな声が、背後からしたのだ。

　機械仕掛けの鳥の声だと、気づくのは少しだけ遅れた。

　金属の翼を動かし、プトレマイオスが泡の近くへと着地した。

　エルゴの映っている泡だった。

　泡を見上げたまま、プトレマイオスはしばらく動かなかった。

　番人たちが停止したのとはまったく意味の異なる、ひどく切なく、胸に迫るものを宿した停滞であった。

「あなたは……いえ、あなた様は……」

　それ以上、声にならなかった。

　プトレマイオスは、何度か嘴くちばしを動かし、耐えられぬように身を震わせた。

　いっそ敬けい虔けんとさえ思わせるその様子に、人間としての俗情など持たぬ魔術師やアトラス院の錬金術師たちも、静かに見守ってしまった。

　とりわけ、師匠は今にも倒れ込みそうだった。

　上質のシャツに手をやって、何度も胸元から喉にかけてをさすっている。そうしなければ、呼吸も忘れてしまうから、というように。

「……どういうことですの、グレイ？」

　別の泡に映ったルヴィアが、こちらへ囁く。

　だけど、自分も返事することができなかった。

　ただ、身勝手な物思いに囚われてしまっていた。

（本当に……？）

　本当に、エルゴがアレクサンドロス四世なんだろうか？

　喉に、いがらっぽいものが込み上げた。

　仮にエルゴがかの大英雄の息子だったとして、何ひとつ困ることはない。しかし、これまでの旅は、なかなか両者の印象を一致させてくれそうになかった。

　自分にとっての若者は、放っておくことのできない──それこそ弟のような存在であった。最近姉さんなどと呼んでくるようになったのが気恥ずかしく、同時に少しだけ温かな気持ちになったのだが、真実が明るみに出れば、最早あんな関係に戻ることは叶わないのではなかろうか。

　虹色の泡に映ったエルゴが、少しだけ困惑したように瞬きした。

「あなたは？」

「プトレマイオスと申します」

　丁重に、機械仕掛けの鳥は頭を下げた。

　ちら、と師匠の方を見た。

　紹介しろ、ということだろう。

　ため息ひとつついて、師匠は口を開いた。

「正確には、このアレクサンドリア大図書館を作ったファラオ・プトレマイオスの再現体ということだ。最深部で眠っていたはずのプトレマイオスの本体は、今回の発掘の途中で殺されアレクサンドリア大図書館も機能を停止してしまった……ということなんだが、こちらは説明が長くなりそうだから、後にしよう」

「はあ、プトレマイオス?!　本体が発掘の途中で殺された？　何それ、先生、どうしてひっきりなしにややこしい事件ばかり呼び込めるわけ？」

「お前に言われたくない！」

　凛の指摘に、師匠がほとんど悲鳴のように声を上げる。

　そんなふたりをよそに、プトレマイオスは恭うやうやしく翼を折り曲げた。

「あなた様の事情はすでに伺っております。神を喰らったということも、これまでの旅路についても。よろしければ、吾あにも力を尽くさせていただきたい」

　少なくとも、鳥の真摯さは疑うべくもなかった。

　自分の脈が、速くなる。

　エルゴの正体の暴露と、それのもたらす結末が近づいているのを悟って、どうしても胸の鼓動が強くなってしまうのを感じた。

　恐怖にも似た感情に、師匠の手を握りたいなんて思ってしまった。

　師匠は、ただ一途に、プトレマイオスたちのやりとりを見つめていた。

「ひとつ、お願いがございます」

「なんでしょう」

　乞われたエルゴが、丁寧に問いかける。

　ファラオの再現体という説明をどこまで理解したかは分からないが、ユーモラスな造形の鳥に対しても、この若者の態度は変わらなかった。

　ずっと、そういう若者だった。

「泡に手をかざしていただけますか」

　鳥の言葉に、エルゴが素直に従う。

　カメラの上に手をかざしたように、若者の手がアップになった。

「それで？」

「少しだけ、お待ちを」

　機械仕掛けの鳥が、泡の正面に立ち、翼を広げる。

　体から翼にかけて、光が流れた。

　それは時空泡に働きかけるためのコードであったろうか。

　次の瞬間だった。

　ギュルリ、とエルゴの手の映像が歪んだ。

「え──」

　自分もラティオも、泡の向こうの凛やルヴィアも反応する時間さえなかった。

　もちろん、エルゴ自身にも。

「若君、ご容赦を！」

　プトレマイオスの叫びとともに、泡の中へエルゴが吸い込まれたのだ。

　そのまま、プトレマイオス自身も時空泡へと身を投げ込んだ。

　たちまち、泡が消え失せたのだ。

　プトレマイオスが飛び込んだものだけではない。

　無数に思えるほど周囲に浮かんでいた泡が、次々に弾けて消えた。

　凛やルヴィア、シオンが映っていた泡も当然のように弾けて、自分たちは再びこの大図書館で孤立した。

　最初はこの現象に続きがあるものかと思ったが、数十秒経っても、数分経っても、何の変化も起きなかった。

　停止したままの番人たちとともに、ただ立ち尽くすしかなかった。

「お、おいおい。これはどういうこった、ラティオお嬢さん」

「…………」

　狼狽えた骨の巨人タンゲレに、ラティオも返す台詞を持たなかった。

　そして、自分も間抜けに尋ねるしかできなかった。

「師匠、これは」

「……まさか」

　と、師匠が呻く。

「まさか、エルゴが……」

　どうやっても受け容れがたいものを、それでもなんとか飲み込もうとするように、師匠の絶望的な呟きが大図書館の虚空に流れた。
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　凛から見た光景は、こうだった。

　プトレマイオスの指示通りに泡に手を掲げていたエルゴが、突然その泡の中に吸い込まれたのだ。

　機械仕掛けの鳥もまたその泡に飛び込み、泡ごと消え失せた。

「え──」

　そして、次の数秒で、泡のすべてが弾けて消えた。

　Ⅱ世たちと繫がっていた泡も消えている。

　水晶樹は何も知らぬげに、沈黙を守っていた。

　その静寂を破るように、

「エルゴさんは──」

　茫然と、シオンが囁いた。

　アトラス院の錬金術師である少女でさえ、この展開は想定できていなかったらしい。

　そして、

「……やられましたわ」

　たったひとりだけ、反応が違っていた。

　この場で、ルヴィアだけは今起きている事態を正確に悟って、唇を引き結んでいたのだ。

　気づかなかった己を責めるように、胸元で握った指をわなわなと震わせている。

「どうして、私わたくしがこの程度のことに備えてませんでしたの。こんなの、私わたくしの戦場では日常茶飯事でしょうに」

　ギリ、と歯を嚙み締める音までも聞こえそうだった。

　その意味は明らかだ。

「まさか、エルゴが……」

　凛が呻く。

「……エルゴが、プトレマイオスに、攫さらわれた？」

　奇しくも、彼女の発した言葉は、師が同じタイミングで呟いたそれとまったく同じものであった。
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　外周部は、変わらず静謐であった。

　館の向こう側には、淡い光に照らされた、蒼い海底が覗いている。

　そして大理石とよく似た材質のテーブルで、ふたりの人物が向かい合っていた。

　片方は、金髪碧眼も麗しい、時計塔現代魔術科の次期後継者であった。

「第三層に突入してから四時間。そろそろ連絡があってもいい頃ですがね」

　手元のデバイスを持ち上げて、ライネスが言う。

　このアレクサンドリア大図書館で通じる連絡用の端末、ということだった。

　テーブルの向こうでは、逞しい壮漢が同じ材質の椅子に座っていた。

　ログ・クルドリス・ハイラム。

　ラティオの父にあたる、アトラス院の上級教官であった。

「今の話については、納得してもらえましたか」

「ひとまずはね。エルメロイ教室では、必ずしも生徒ひとりずつの動向を把握していないということか」

　ログが切り出したのは、そういう話題だった。

　エジプトに、もうひとり魔術師が来ていたはずではないか、とライネスに問うたのだ。

「ええ。ルヴィアゼリッタ・エーデルフェルトは、途中まで一緒に行動していましたが、エジプトに来る際に別れました。時計塔とアトラス院の合同発掘調査団には興味がない、ということで。元々他人のチームをアシストするより、自分のチームを作ってしまう方が好みの女ですからね」

「なるほど。確かに評判通りだ」

「エーデルフェルトの名をご存じだったのですか？」

「……ああ、どちらかというと、悪名高き盗掘者としてだがね」

「おおっと」

　ライネスが、相槌を打つ。

　まあ、それなら警戒するのは当然だろう。

　かの『地上で最も優美なハイエナ』が、世界各地でどれほどの悪辣を働いているかは、もちろんライネスも知っている。ログがその評判を聞き及んでいたとしても、別段不思議はないだろう。

「じゃあ、ひとつ前の話に戻ってもいいですかね」

「何のことだ」

「あなたが言ったんですよ。今回の事件についてどう思う、と。そして私は答えました。印象論ではありますが、あなたがたアトラス院の錬金術師は陰謀に向かないと」

「ああ、確かに言った」

「だったら、私からも、あなたの所感を訊いてみたいんですよ。アトラス院の錬金術師と陰謀との関係について」

「……なるほど」

　と、ログが逞しい腕を組んだ。

　壮漢の前にも、かぐわしい香りをあげる紅茶が置かれている。

　一口それを飲み、含味するような間をおいてから、改めて口を開く。

「確かに、そうかもしれない。私たちにも権力欲はあるし、俗世と切り離されているからこそ、内部における競争にはこだわる。互いの研究の正体を知らずとも、アトラス院における地位が、研究のリソースを上下することには変わらない。……だが、それは一般的な政治や、時計塔で行われている陰謀とはずいぶん異なるだろう」

　異なる、とログも認めた。

「高速思考や分割思考によって、時間の密度を高めてきた我らにとっては、だからこそ時間の貴重度を上げてしまった。これは迂遠になりがちな陰謀と相性が悪い。陰謀によって得られる最終的利益と、その陰謀の過程で浪費したリソースを、常に天秤にかけてしまうからだ」

「あなた方にとっては、長々とやる陰謀は効率が悪いわけですね。まあ時計塔でもフラットあたりは似たことを言いそうだけど」

　と、ライネスは微苦笑する。

　コストパフォーマンスといえば現代的に思えるが、結局のところ、効率と資源は魔術においても絶対的な指標だ。

　なお、この場合のコストとは仕掛ける側の精神的負担も含む。つまるところ、時計塔において陰謀を得意とするタイプとは、他人を陥れることに一切の罪悪感を抱かず、顔を洗ったり歯を磨いたりといった日常的仕草でこなせる人間だ。

（……逆に言うと、私のようについつい愉しんでしまう人間も最適じゃないんだがね）

　思いながら、ティーカップを傾ける。

　空になったカップに、隣からの手がゆっくり新たな一杯を注いだ。

　水銀状の物体でつくられたメイドが、テーブルの隣に佇んでいたのである。

　エルメロイ家の至上礼装・月霊髄液ヴォールメン・ハイドラグラムの変じた姿がこれであった。

「だったら、ひとつ、仮説が生まれます」

　と、ライネスは己の滑らかなこめかみを撫でた。

　瑞々しい肌に、すうと指先が流れた。綺麗なピンク色をした爪が白い肌と相まって、扇情的ですらあった。

　今まさに開花せんとする、大輪の花のようだった。

「ログ・クルドリス・ハイラム。どうして、あなたは今回、合同発掘調査団を招き寄せたのですか？」

「どういうことだね」

　変わらぬ落ち着いた様子で、ログは紅茶のカップを傾けた。

　その喉が動くのを見てから、ライネスが続ける。

「アトラス院と時計塔の合同発掘調査団。確かにこれはセンセーショナルです。しかも呼び寄せた魔術師は考古学科の君主ロードと来た。うん、名だたるアレクサンドリア大図書館の調査となれば、この組み合わせは決して不自然じゃありません。でもね、アトラス院だけでも十分……かどうかはともかく調査できたでしょう。なのに、他の魔術協会と協同するリスクを取ってまで、あなたはこのメンバーを集めた。それはこのメンバーを集めることこそがあなたの目的だったからじゃないですか？」

「……おかしなことを言う。集めるだけじゃ何の意味もあるまい」

「もちろんです。だから、この場合、メンバーを集めることが、別の大目的のための手段になっていないといけない」

　小さく、ライネスがうなずく。

「たとえば……あなたが呼び寄せた合同発掘団のメンバーは、息子であるサイファを殺した容疑者じゃないのか、とかね」

　ログの瞳に、一瞬危うい光が宿ったか、に見えた。

　すぐ壮漢は唇の端を歪めた。

「大胆な仮説だな」

「時計塔の魔術師は、自分の血縁や弟子を大事にするものですから、意外とこういう動機は成立します。アトラス院は違うのですか？」

　気負った風もなく、ライネスが言う。

　彼女の台詞通りなら、目の前にいるのは今回の事件の犯人ないし、それに近しい存在である。だというのに、彼女の表情からはそれを警戒する様子も見られなかった。

　陰謀を扱う時計塔の魔術師として、彼女はひどく自然なままだった。

　もうひとつのアレクサンドリア大図書館──海中に設けられた錬金術師の遺跡すら、彼女の在り方を損なうことはないのだ、と嘯うそぶくように。

「……なるほど、時計塔というのはみんなこうなのかね？　そこまで常々考えて、気を配らなければ生きていけない戦場なのか？」

「どうでしょう」

　と、ライネスも笑った。

　見惚れるほどに美しいが、確実に毒を秘めた笑みだった。

　少しだけ、ログは身を引いた。

「だけど同時に、君も後継者のひとりだからか、いささか君主ロードというものを過小評価しているんじゃないか」

「過小評価？」

「ああ」

　と、ログは言った。

「ロード・メルアステア──カルマグリフは、たとえリスクを負ってでも、私が呼び寄せるに足る相手だ、ということだ」
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　地揺れの音が、そこにもこだましていた。

　アレクサンドリア大図書館・第三層。

　禁書庫。

　水晶の樹木が立ち並んでいる中、その一本の根元が不自然に凹んでいたのである。

　熔かされたのだ、と分かるものは少ないだろう。

　その底から、

「いやいやいやいや」

　と、妙に響きの良いバリトンが聞こえた。

「なんとか通り過ぎてくれましたかね」

　ひょこっと上半分だけ出てきた太った顔が、左右を見回す。

　すぐに引っ込み、額の汗を拭いたこの肥満漢──ジョゼッペ・イシュタリオ・サグダイムともうひとりこそが、禁書庫の床を掘削せしめたのであった。

　表層変性機構モレクルフェイス、と呼ばれる異能の所業だ。

　彼が手を当てたところは、たとえアレクサンドリア大図書館の建材といえど、たちまち高熱によって熔かされてしまう。単に熱を発するだけでなく、使い手を蝕むしばまないよう指向性を持たせたり、熱を吸収してしまうことも可能である。その能力を使って、番人ガーディアンたちの暴走をやり過ごしたのだった。

　地表の穴の直径こそ二メートル弱だが、内側はジョゼッペを含む四人が身を潜められるほどに広い。

「助かりましたよ、ジョゼッペさん」

　その一人が、口を開いた。

　長い髪の毛に目元まで隠れた、気弱そうな男性だった。

　彼こそがロード・メルアステア──時計塔は考古学科の君主ロードたるカルマグリフ・メルアステア・ドリュークだと言っても、信じる人間は少ないだろう。

「ああいう分かりやすい暴力に対抗するには、カルマグリフ様は君主ロードとして魔術の能力に欠けますからね」

　辛辣に言ったのは、アタッシェケースを持った眼鏡の女性である。

　二十代後半と思しいその相手は、カルマグリフの助手のティカだった。

「とはいえ、あのエルメロイⅡ世に比べれば遥かにマシですが……その分、個性に欠けますよね」

「雇い主のことを、後輩に立ち位置を奪われた劣化互換みたいに言うのはやめてくれないかな、ティカくん！」

　カルマグリフが抗議するが、助手の方はどこ吹く風で、汚れた眼鏡を拭いている。

　そんな様子を見ながら、ジョゼッペは自ら作り上げたクレーターの底に、腰を下ろした。

「とりあえず、私めはしばらく休みたいところですな。貯めていたモレクルフェイスも、七割がた使ってしまいましたし」

「はは。じゃあその間に親交を深めておくのはどうですかね。あまり皆さんと話す機会はなかったですし」

　カルマグリフが柔らかく笑う。

「そうか。だったら俺もひとつ訊いてみたかった」

　と、最後のひとりの五色頭が口を開いた。

　クォート・イシュタリオ・アズバン。

　ジョゼッペと同じイシュタリオ家の錬金術師だった。

　派手に塗り分けられた髪を撫で付け、カルマグリフを睨めつける。

「ロード・メルアステア、あんた、サイファの裏コードを持っているんじゃないか」

　慌てて、ジョゼッペが同輩の錬金術師を振り返った。

「おいおいおいおい、いきなり何の話だよ。クォート」

「とぼけなくていい、ジョゼッペ」

　冷たく、クォートが言い放つ。

「この場にいる全員が、同じ目的と情熱に胸を弾ませている、なんて誰も思っていないだろう。時計塔とアトラス院の合同発掘調査団？　そんなものがまともに成立するって思い込む方が、よほど夢物語だ」

　敵意を隠しもしない台詞に、カルマグリフの髪に隠れた目が、瞬きしたようだった。

「ええっと、サイファさんっていうのは先にこのアレクサンドリア大図書館を調査していた錬金術師ですよね？　でも、さっきのあなたは、サイファさんがひとりきりでそんな深部まで潜れたかは怪しいものだって言ってなかったですか」

「もちろん噓だ。サイファが俺たちの中でも頭ひとつ抜けていた。数年先行していたならば、それだけの成果をあげたことは疑いようがない」

「めちゃくちゃだよ、おい……」

　ジョゼッペが、頭を抱える。

　突然の同輩の変貌を、彼にしてからが受け止めきれないようだった。

　しかし、クォートは一切躊躇せずに、言葉を続ける。

「誰がやったのか、あいつの研究結果の一部が闇オークションに出ていた形跡がある。仮にも時計塔の君主ロードがそれを見逃すと思うか？」

「あー、ひょっとして、それでカルマグリフ様のこと、ずっと観察してたんですかー？」

　ティカが言った。

　眼鏡をかけ直して、どこかのんびりとした口調で彼女は問いかける。

「ここの探索中、ずっとカルマグリフ様の挙動をチェックしてましたよね。記憶兵器メモリーウェポンで過去の幻像に閉じ込められた時も、カルマグリフ様がどう対処するかの方ばかり気になっていたようですしー」

「…………」

　監視しているのは己だけではなく、お互い様だったことまでは把握してなかったのか、クォートが小さく舌打ちした。

「もちろん、そうだ。考古学科の君主ロードが、自ら合同発掘調査団に参加したならば、そこには隠れた意図があると考えるのが普通だろう」

「……なるほど」

　と、カルマグリフがゆっくりうなずく。

「でも、そういうことなら、これまでも聞く機会はあったと思うんですが、どうして今になってなんです？　やはり、ログさんやライネスさんがいたからですか？」

「もちろんだ。邪魔が入るのは避けたかった」

「まあ、そうですよね。エルメロイⅡ世も似たことを考えて、この探索のグループ分けをした節はありますが……彼、僕の安全とか気にしてくれなかったんじゃないかなあ」

　ぼんやり言ってから、降参という感じで、カルマグリフが手を上げた。

「正直に言いますよ。僕はサイファさんの裏コードが流出した闇オークションに参加しました。仰る通り、これでも考古学科の君主ロードですからね。目ぼしいオークションには参加するようにしています。件のオークションは、まあ九割ガラクタなんですが、稀に結構な掘り出し物が出てくるヤツでしてね」

　弱り切った感じで、君主ロードが話す。

「いやはや、これが残念ながら、本当にロクな収穫がなくて。ただでさえ困窮極まるうちの財政じゃあ、まともそうな品にはほとんど手を出せませんでしたし」

「それを信じろと？」

　クォートがかすかに目を細める。

「おい馬鹿。まだ引っ張るのか」

　なんとか引き止めようと、ジョゼッペがすがりつくように言う。

　そんな肥満漢に、カルマグリフが茫洋と尋ねた。

「クォートさんは、そんなにサイファさんと交流があったんですか？」

「まあそんなに時間を一緒に過ごしたわけじゃないですけれど、俺らの場合はほら」

「アトラス院の錬金術師にとって、交友とは時間じゃない。互いが錬金術師であるならば、なおさらだ」

　キッパリとクォートが言い切る。

　カルマグリフは、ああ、とうなずいた。

「なるほど、それは道理だ。あなた方の高速思考は互いに、それぞれが生きた年月をシミュレーションしてしまうから」

　ひどく、不思議な交流だった。

　あたかも格闘家が短時間の試合で対戦相手の積み重ねた年月を知ってしまうように、アトラス院の錬金術師たちはちょっとした挙措や言葉で、互いの人格も性質も環境も知り尽くしてしまう。

　だとすれば、彼らはあっという間に莫ばく逆ぎゃくの友となり、あるいは決裂という結果にまで至ってしまうのだろう。

「だったら仕方ない」

　と、カルマグリフはため息をついた。

「動くな」

　クォートが手をあげた。

　その手から、とろりと汗のようなものが落ちた。

　液体を受けた床が、じゅうと音をたてて溶けた。

　ジョゼッペと同じモレクルフェイスだった。ジョゼッペが高熱に長けているのと同様、クォートは溶解に長けており、ふたりでこのクレーターを作り上げたのだった。

「一小節ワンカウントの呪文も許さん。俺の質問にだけ答えろ」

　急速に、空気が硬化していった。

　漲った敵意が、棘のように周囲の人々を突き刺していく。

　その時だった。

　クォートのモレクルフェイスによって溶解した床の穴から、奇妙な物体が浮き上がったのである。

　虹色の泡であった。

「あれれ、なんですかこれー」

　緊迫した状況も忘れ、助手のティカがその泡を見上げる。

　カルマグリフも、何度か瞬きして、口を開いた。

「あ、これ、時空泡ですよ」

「な──！」

　見守っていたジョゼッペが、絶句した。

「僕も初めて見ましたが、アレクサンドリア大図書館ではこんなものも実用化していたんですね。クォートさんのモレクルフェイスによって誤作動したのでは」

　ほぼ同時、エルゴによって時空泡が発動したことなど、カルマグリフが知るはずもない。しかし考古学科の君主ロードとして、アトラス院の文明についても目端が利くのは間違いないらしかった。

「うん、だったらここで使うしかないな」

　くるりと、助手の方へ振り向いたのだ。

「動くな」

「誓って、君には悪さしないよ」

　後ろ向きのまま言ってから、助手に向かって確認したのである。

「アレ、いいかな、ティカ」

「良くはありませんが、カルマグリフ様が言い出したら、駄々っ子ぐらいに聞かないのは存じてますので」

「あはは、申し訳ない」

　笑ったカルマグリフに、ティカは大事に持っていたアタッシェケースを差し出した。

　床に置いてから開くと、その内側には奇怪な品が嵌まっていた。

　複数のレンズやガラス管、歯車といくつものチューブの組み合わさった──まるで奇妙な生き物のような旧式機械である。まだモノクロだった時代の特撮映画にでも出てきそうな物体だった。

　とりあえず争っている場合ではないと判断したか、手を下げたクォートが、眉を顰める。

「なんだ、それは」

「一応メルアステアの誇る至上礼装ですよ」

「何──」

　時計塔を支配する十二の君主ロード。

　その君主ロードを輩出する十二家は、それぞれ家系を象徴する特別な礼装を所持し、至上礼装と呼称するという。

　アトラス院のクォートですら、その名は知っていた。

　だが、そんな代物をあっけらかんと披露するとは。

　まして、魔術礼装と呼ぶには、あまりに機械的な外見だった。
















　カルマグリフの指がよく磨かれたレンズをいじり、いくつかのスイッチをパチンパチンと跳ね上げる。

「うん、これなら前提条件は十分。礼を言うよ、ティカ」

「礼は結構です。その分給料を上げてください」

「ボーナスに二ヶ月分上乗せでどうかな」

「妥協しましょう」

　うなずいたティカが、カルマグリフの袖をめくりあげた。

　片手にチューブを持ち、一瞬目を細めて、その先端を君主ロードの肘の裏へと刺したのだ。

　たちまち、透明なチューブに、カルマグリフの血が流れ始めた。

　同様に、停止していた礼装が、奇妙に振動し始めたのである。

　まるで、チューブに流れる血が、礼装自体に脈打つ血液であるかのようだった。

「いや、こいつは寝覚めが悪いもんでして。こうでもしないと起きてくれないんです。それに、使用前の前提条件がとにかく多い。だから、なるべくここぞというときにだけ使いたかった。本当は第四層の管理部まで来てから使うつもりだった礼装ですからね」

　言い訳のように口にして、カルマグリフが礼装の古めかしい計器を見やる。

　クォートが訊く。

「時空泡をどうするつもりだ？」

「うーん。迂闊に触ると、ブラックホールになったりしますかね。まあ、アトラス院だとそれもありえるでしょう。でもね、僕は時計塔の魔術師なんだ。ちょっと違う角度からの触れ方もできる」

　パチン、とスイッチのひとつを跳ね上げた。

　すると、ふわふわと揺れる時空泡が、礼装からはみ出たガラス管に吸い込まれたのだ。

「何を──」

「至上礼装・否ジ定ェ無ミ二ニ、起動」

　実際に動き出すまで、数秒がかかった。

　ゴンゴン……と礼装が音を上げ、捕らえた時空泡を揺らす。

　しかし、それは過去のアトラス院の技術ではないか。いかにロード・メルアステアが優れた時計塔の魔術師といえど、ほぼ異質な技術体系であるアトラス院の物品にまで介入できるものだろうか。

「僕の得意な魔術は『変化』、属性は地と空なんですけどね」

　礼装の動作を確認しながら、カルマグリフが囁く。

「同じように、僕の血を吸ったこの礼装も、いくらでも性質を変化させる。さらにこれを利用して、モデルと触媒を用意して僕の魔術属性も組み合わせれば、なかなか面白い結果を弾き出してくれるんです」

　結果は、すぐに明らかとなった。

　数分ほどで奇怪な振動が止み、礼装から突き出たもうひとつのガラス管の先に、光の線が走った。

　何かを編み上げるような光であった。

　いや、実際にそうだったのだ。

　ガラス管の片方には、変わらぬままの時空泡。

　そして、もうひとつの巨大なガラス管の先に──同じく、新たな虹色の泡が生まれていたのである。

「いやいやいや！　これはちょっと……つまり、そういうことです？」

　ジョゼッペのふくふくした顔が、真っ赤になっていた。

　興奮しすぎて耐えられない、というように、頰の横で手をぱたぱた扇いでいる。

「まさか……」

　クォートは、ただでさえギョロリとした目がこぼれそうなほどに、見開いていた。

「新しい──いや、これはまったく同じ時空泡か」

「まあ、こういう礼装なんですよ」

　と、カルマグリフは苦笑した。

「僕の至上礼装は、非生物のあらゆるものを、もうひとつつくりあげる。もちろん無から有を生み出すわけじゃない以上、たとえば神代の秘宝なんかをコピーするには、最低でも同等かつ同系統の貴重な材料が必要になるんですがね。今回はちょっとくすねていた書棚の破片を使わせていただきました」

　まさに、恐るべき性能であった。

　時空泡をコピーできたのは、ある意味、この時空泡が、かつてのアレクサンドリア大図書館においては珍しくない事象だったからだろうか。

　似た概念として、高度な魔術においては『投影』と呼ばれる技術が存在する。こちらは魔力のみで物体を編み上げる──ある意味無から有を生み出す技術だが、ほとんどの場合模倣できるのは外見のみであり、それもごく短時間で消滅してしまう。

　今、カルマグリフたちの目の前で起こったことは、魔術世界の秩序ルールをひっくり返したと言っても良い、ある種の奇跡なのであった。

「考古学においては、なかなか有用でしょう。それに、複製する際にちょっとした役得がありまして。かなりのところの解析も可能になるんですよ」

「……だから、ログ上級教官がお前を」

「ええ、ログさんはこの至上礼装についての知識があった。だから、僕をアレクサンドリア大図書館に招き寄せたんです」

　クォートの言葉に、カルマグリフがうなずいた。

　新たに生まれた時空泡に、君主ロードは手をかざす。

　時空泡の表面に、赤毛の若者が映っていた。

「どうかしたのか」

「この時空泡、アレクサンドリア大図書館の通信に使われてたようでして。その通信記録を再生したのですが、これは──エルメロイⅡ世の弟子ですかね──」

「エルメロイⅡ世の？」

「……ええ」

　言いながら、カルマグリフは新たな時空泡を前に、何度か指を動かした。静電容量式のタッチスクリーンに触れるようなやり方だった。

「そうか……プトレマイオスがエルメロイⅡ世の弟子を……。だったら、やはり生前のプトレマイオスは……うん、さっきの話だとサイファはこの大図書館に潜入して……」

　ぶつぶつ、と唇から呟きがこぼれる。

　その指が、小刻みに動いていた。

　もしも、エルメロイⅡ世が見たら、ゲームのコントローラーを操作する手つきに似ている、と看破したかもしれない。

「カルマグリフ様？」

　ティカが、ことりと首を傾げた。

　やがて、

「僕、この事件が分かってしまったかもしれません」

　いつもと同じ、のんびりした声音で、カルマグリフは口にしたのであった。
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「おい、エルメロイⅡ世」

　そうやって声をかけたのは、意外な相手だった。

　巨大な体軀を揺らし、百八十センチを超える師匠より頭ふたつ分は上の高みから、視線を落としてきたのだ。

「顔色が良くねえぞ。というか死人みたいだぞ、お前」

　そう言ってきた顔こそ、生命とはかけ離れた象牙色だ。

　骨の巨人タンゲレであった。

　すると、師匠は片手で顔を覆い、深々と息をついた。

「……すまない。みっともない動揺を晒してしまった」

「アレクサンドロス四世だっけか」

　と、空き缶ほども太さのある指を、顎のあたりに回した。

「あんたがその父親──征服王イスカンダルと縁が深いってのは知ってる。今まで教えてきた相手がその息子かもしれず、しかもそんな可能性を知った直後に攫われたとなれば、そりゃ平静でいるのは難しいだろうよ」

「……君は普通の使い魔と違うな」

　タンゲレの気遣いに、師匠が囁く。

「アッドもそうだが、基幹部分に単なる模倣ではない人格を感じられる」

「さて」

　顎のあたりが器用に上下したのは、ひょっとすると微笑したのかもしれない。

　岩が笑ったならこんな風だろうか。

　ゴツくて、しかし柔らかな笑みであった。

「ともあれ、今はエルゴのことだな」

　と、師匠が呟く。

　視線が、停止したままの番人たちを彷徨さまよった。

　いつ動き出すかおっかなびっくり、というのはこの場においても、なんとも師匠らしい仕草ではあった。

「正直、イスカンダルと何がしかの縁があるかもしれない。その程度には考えていた。第二の神セトもそうだが、エルゴの喰らった神はあいつの征服行と関連が深すぎたからだ」

　訥とつ々とつと、師匠が喋る。

　確かに、自分も似たことを考えていた。

　エルゴの喰らった神の正体を探る際、何度もかの征服王の影は見え隠れした。もちろん、征服王イスカンダルが世界に与えた影響がそれだけ甚大だからだとも考えられるが、旅を進めるほどに影は濃くなる一方だったのだ。

「……だが、だからと言って、あいつの息子本人だなんて、ありえるのか」

　水晶の禁書庫に、沈黙が落ちる。

　ラティオもタンゲレも語るべき言葉を持たず、思い切って自分が口を開いた。

「師匠……。アレクサンドロス四世って、どういう方なんですか」

「伝説は極めて少ない」

　こと、イスカンダルについてのことであれば、調べられる限りのことを調べたろう師匠が言うのならば、それは間違いあるまい。

「だが、そうした数少ない伝承を集めた総体ならば、悲劇の王子である、ということになるだろう」

「悲劇？」

「まず、アレクサンドロス四世は、父親であるイスカンダルの顔を見たことがない。なにしろイスカンダルの死後に生まれた子どもなんだ」

「死後、なんですか」

「イスカンダルの妻が孕んでいた子どもでね。だから、居並ぶ群臣を前に、アレクサンドロス四世の地位は安定しなかった。まず、本当にイスカンダルの息子なのか疑う者もいたし、彼の母親が東方の生まれだったことを理由に、マケドニアの王にはふさわしくないと主張する者もいた」

　その光景は、容易に思い浮かぶからこそ、胸を苛んだ。

　生まれたばかりの子どもを前に、かつて共に戦ったイスカンダルの臣下たちが相争ってしまった時代について、自分は知っている。

　ディアドコイ戦争と、その名は呼ばれる。

「結局、アレクサンドロス四世は、何度かの分裂や対立を経て、イスカンダルの母──アレクサンドロス四世にとっては祖母であるオリュンピアスによって擁立された。しかし、その後、自らの王朝を作り上げた後継者ディアドコイたちのひとり、カッサンドロスによって幽閉されることになったんだ」

「アレクサンドロス四世は、幽閉されていた……?!」

「ああ。祖母であるオリュンピアスは暗殺され、アレクサンドロス四世はたった七歳の年齢で捕囚の憂き目を見た。後継者ディアドコイの中でも、幽閉したカッサンドロスは、かの王家に対して強い恨みを抱いていたようでな。一説によると、彼はアレクサンドロス四世からあらゆる文章を遠ざけ、読ませなかったと聞く」

　一瞬、息が詰まった。

　単に、自分が、幼い頃の逃避先に本を選んでいた人間だからではあるまい。

　もちろん、書物を好むかどうかは個人の性質によるものだ。一年に一冊も本を読まない人間だってザラにいる。しかし、「最初から読まないように遠ざけておく」というのは、あまりにも強烈な悪意を剝き出しにしていて、腐臭を放っているようにすら感じられた。

「……拙には、ひどく辛い話に思えます」

「私もそのように思っていた。古代の残酷な一面を表す逸話だとな。しかし、そうせざるを得ない理由があったとしたらどうだ？」

「理由？」

　師匠の意図が分からなかった。

　しかし、続く言葉は、今語られたばかりの歴史に対して、まったく別の意味を紐付けしてしまった。

「たとえば、アレクサンドロス四世が、誰も読み書きを教えなくても、なんでも読めてしまうような語学の天才だったとしたら？」

「……ぁ」

　小さく、呻いてしまった。

　自分は、そんな相手を知っていたからだ。

　飛行機の搭乗中に、その国のガイドブックを数冊読むだけで日常会話ぐらいはこなせるようになってしまう、超人的な語学能力の持ち主を。

「……エルゴ」

「そう、私たちの知るエルゴの特長になる。あれは幻手とも喰らった神とも関係ない、エルゴ本人の能力だろう。だったら、そんな資質を見せつけられてしまったカッサンドロスは、かつての征服王の面影を見出してしまい、耐えきれなかったのかもしれない」

　だからといって、肯定できるはずもない。

　しかし、それ以上に、今与えられた衝撃で自分の頭はいっぱいだった。

「それに、プトレマイオスというのも極めて示唆的だ。なにしろプトレマイオス一世はディアドコイ戦争の最中、イスカンダルの遺体を強奪したことで有名なんだ」

「強奪って、征服王の死体を奪ったんですか」

「その通りだ。ディアドコイ戦争が泥沼になった理由のひとつがこれでね。プトレマイオスは、本国マケドニアに送られるはずだったイスカンダルの遺体を奪い、最終的に自分が支配しているアレクサンドリアへと埋葬したんだ」

　また、アレクサンドリアの名前が出てきた。

　最初に聞いたときは、単にイスカンダルにちなんだ都市という印象だった。しかし、今はまったく別の意味をもって聞こえてきてしまう。

「この結果、イスカンダルの墓には大いなる意味を持たされた。プトレマイオスは独自の神官団を組織したんだが、その際、イスカンダルをエジプトの主神アメン・ラーの息子とみなした」

「神の息子ですか？」

「征服者がよくやるこじつけだ。生前のイスカンダルからして自分をゼウスの子だと豪語して、ヘラクレスの扮装とかウキウキしていたぐらいだからな。だが、プトレマイオスはこれを徹底的に利用した。異国であるエジプトを支配するために、彼はギリシャの神とエジプトの神をいくつも習合させたんだが、その中心にイスカンダルという存在を据えたんだ。つまり、ギリシャ神話の主神ゼウスと、エジプト神話の主神アメン・ラー──その双方の息子こそがイスカンダルであると強弁したわけだ」

　さすがに、茫然としてしまった。

　イスカンダルの神格化どころではない。

　ある意味、それはイスカンダルという大英雄を中心とした神話の創造ではないか。

「ちょ、ちょっと待ってください、師匠。プトレマイオスさんが、本当にそんなことをやったんですか……？」

「本当にやったんだ。プトレマイオスの偉業は多々あるが、こうした文化や宗教の融合こそが後世にまで決定的な影響を残した。イスカンダルの征服行が切り開いたギリシャ文化と東方文化の融合──いわゆるヘレニズムを、彼は決して失われぬように歴史に刻印した。おそらく彼がいなければ、我々が今暮らしている世界はまるで違った形になっていただろう、と断言できるほどに」

　その言葉が、自分の鼓膜を滑っていく。

　イスカンダルの征服が、西方と東方の神話をつなぐきっかけになり、多くの神を変質させた、というのはこれまでの旅で知っていた。

　しかし、実際にその後継者が行った事業は、自分の拙つたない想像を遥かに超えていた。

「……あ、じゃあ、師匠が大図書館に着く前に、ロード・メルアステアと話していたアレクサンドロス・ロマンスというのは」

「イスカンダルの海底旅行とか十二音綴アレクサンドランの話だな。もちろん、プトレマイオスの事業が、アレクサンドロス・ロマンスの基盤となったことは間違いない。というより、イスカンダルという英雄の偉業がここまで数多く残ったのも、プトレマイオスと彼の作り出したアレクサンドリア大図書館によるものだ。だからこそ、表のアレクサンドリア大図書館が、世界すべての叡智と物語を集めた場所とまで言われたのだから」

「世界すべての叡智と物語……」

　話すほどに、息が苦しくなっていく。

　さっきまで気安く話していた機械仕掛けの鳥プトレマイオスが、まったく思いがけなかった正体を露わにしていくようだった。

　世界すべての叡智を集め、神話の再創造まで行った英雄。

　それは、たとえば物語の王とでも呼ぶべき存在ではないか。

「もっとも、信仰の対象として人気が出すぎた結果、やがてイスカンダルの墓は人目から遠ざけられ、封印されることになったんだがね。私もイスカンダルの墓と呼ばれる土地をいくつも訪ねてみたが、いまだ定説と呼べる場所はない。同様に、アレクサンドロス四世の墓も、いくつかの候補はあるが確証がない状態だ。生前のプトレマイオスが彼の遺体を手に入れていたとしても、決しておかしくはない」

「エルメロイⅡ世」

　と、背後で聞いていたラティオが声をあげた。

「ひとつ、ラティオからも聞いて構わないか」

「なんだね？」

「今の話だと、プトレマイオスがイスカンダルを中心に神話を再構築したことと、アレクサンドロス四世──と仮にしておこう──に神を喰らわせたことには、魔術的な関連があるように聞こえる。時計塔の君主ロードとして、そこに考察はないのか？」

「……そう、そうだ。君の言う通りだ。関連と意味が生じる」

　と、師匠が呟く。

　眉間の皺が、その深さを増した。

　やがて、その喉から絞り出すような声が響いた。

「プトレマイオスは、人類史において、最も大規模な神話の再構築に成功した英雄のひとりだ。仮に神話を魔術基盤のひとつとして捉えた場合、これは考え得る限り、最大規模の術式を執り行う条件となる。ああ、イスカンダルがふたつの神話にまたがる主神の息子だというのが単なる強弁だったとしても、神代末期でエジプトの神官団を実際に率いているのなら、真実として歴史に刻み込む余地がある」

　ぶつぶつ、と師匠の言葉が、水晶の樹木の狭間に響く。

「……いや、まさか」

　と、それは続いた。

「まさか、逆なのか？　プトレマイオスが、エジプトを統制するために神話を再構築したのではないとしたら？　いいや最初の目的がエジプト統制のためだったとしても、途中からもうひとつの利用法が加わっていたとしたら？」

　師匠の白い手が、顔の右半分を覆った。

　まるで、現実を見まいとするようだった。

　もしくは、闇に隠れた何かを見通そうとするようだった。

「現代とは違う。ドクター・ハートレスのときとは違う。すでに衰退期とはいえども神代の話なんだ。冥界が単なる概念ではなく、本当に地下に存在した頃の話だ。現代で誰かを神にしたところで象徴的・信仰的な意味しかないが、神代ならばまだ、本当に神にしてしまえる。極めて物理的であり形而下的な神だ。この状況下で、たとえ限定的にでもイスカンダルを神にしたのなら……王の血統はすなわち神の血統となる」

　神経症的に、早口の言葉が連なっていく。

　長い指が師匠自身のこめかみを這う。

　カリカリ、と爪が浅い頰骨の辺りまで引っ搔いていった。

「厳密にはギリシャとエジプトだけじゃない。ペルシア圏や周辺も含む、もっと多くの神話の習合だ。そしてアレクサンドロス四世はマケドニア王家における二十八代目の王バシレウスであり、エジプト第三十二王朝における神王ファラオであり、ペルシアにおける諸王の王シャー・ハン・シャーだった。これらの偉大な称号は彼の人生にとってほぼ無意味だったが、だからこそ、そこには絶大な空白が生まれる。いや生まれざるを得ない。征服王イスカンダルには確固たる実存があり、それはアレクサンドロス・ロマンスをいくら重ねたところで損なわれるものではなかったが、アレクサンドロス四世は違うだろう。記憶飽和がそうであるように膨大な情報量はひとつの人生を押し流してしまう。まして、生前からあらゆる物語を遠ざけられてきた相手なら……？　虚と実の間の絶大なる空白はどんな形を取る？」

　仮定に続く仮定。

　推論に続く推論。

　めまぐるしく、師匠の中で思考が回転している。

　他の誰も一切手を出せない、師匠の内側に構築された、精神の宮殿での出来事。

　これまでまともな手がかりもなく、推理しようもなかったエルゴの過去を──エルゴかもしれない人間の過去を、師匠の思考がひとつずつ紐解いていく。

「たとえば暦作りもそうだ。あれはひとつの国家事業として最大級の時間魔術と言える。だが、それでも所詮一国の話だろう。大陸にまたがる神話の変容をまるごと利用するならば……たとえば後の歴史を変革するほどの文化の礎となったならどうだ？　ああ、こればかりは魔術師にはできない。人界に背を向けた魔術師には到底届かない王の仕事だ。同時に、これならば成立するし、膨大な時間だって必要だろう。彷徨海と山嶺法廷、アトラス院、それぞれの魔術組織の垣根さえこえて、神代の魔術師たちが協力し合ってもおかしくない……」

　声は、震えていた。

　普段の師匠ならば、なんとか抑え込もうと努力をする。

　そんな努力さえできぬほどの戦慄が、今師匠の喉を鷲づかみにしていた。

「師匠？」

「……これ……は……」

　やっと、短い言葉がこぼれた。

　途切れ途切れな台詞を言い直すように、師匠がもう一度口を開く。

「これは……」

　おぼろな何かが、師匠の瞳の中で形を得ていく。

　単なる推測に過ぎなかった何かが、異様な熱を帯びていく。

「これは……人類の世界と神話そのものを利用した、超ちょう抜ばつ級の大儀式魔術だ」

　しん、と音が絶えた。

　長い講義を終えた師匠が、肩を落とした。

「目的も正体も分からない。こんなのは万里の長城の材料を見て、とにかく巨大な建造物をつくろうとしているらしい、なんて言っているだけだ。それでも、三人の魔術師とプトレマイオスがどれほどのことをやったのかだけは理解できる。神を喰らわせるなんて馬鹿げた術式が成立したことも納得できる。だが……」

　嗄れた声で、囁く。

「だが、あなたは……何をつくったんだ、プトレマイオス……！」

　叫びは、あまりにも痛切な響きを湛えていた。人生を賭した論文が、それでもなお結末に届かなかったというように。

　ラティオもタンゲレも、すぐには返す言葉を持たなかった。

　おそらくは、師匠の訴えの意味を、分かりすぎるからだろう。

　自分には、その意味や価値は分からない。

　ただ、ついたまらずに問うていた。

「じゃあ、師匠」

　だって、そうだろう。

　自分にとって気になるのは、たったひとつだけだから。

「師匠は、本当に、エルゴがアレクサンドロス四世だって思うんですか」

「……それは」

　師匠が沈黙した。

　しばらく水晶の床に視線を彷徨わせて、ゴロリと石を吐くように呟いた。

「分からない」

　かぶりを振った。

　内側に込められた複雑な葛藤まで、はっきりと伝わるぐらいに。

「プトレマイオスと三人の魔術師の行ったすべてを、私は到底解体し切れていない。さっきの話と同じだ。使われた材料から規模と種類だけは把握できるが、その用途や正体までは理解していない。この場所が完全に独立していたことからすると、アレクサンドリア大図書館の中でも極秘の実験だったのだろうし……」

　言葉を続ける。

　その呼吸が、ゆっくりと整っていくのを、自分は感じた。

　波立っていた水面に、ひとつの秩序が取り戻されていくのに似ていた。まるで、極点に動かぬ星を見出した旅人のようでもあった。

「……だが、そうだな。ひとつだけ誓える。エルゴがアレクサンドロス四世であってもなくても、あいつは私の生徒だ。生徒である限りは、どのような過去があろうと、どのような事情を抱えていようと変わらない」

「はい」

　と、自分はうなずく。

「師匠は、エルメロイ教室の先生ですから」

　エルメロイ教室の何人が、そうした師匠の誓いに守られてきただろう。たとえ時モ間ラ制ト限リ付アきムだとしても、無条件で味方になってくれる相手なんて、魔術師の世界ではまずお目にかかれない奇跡なのだから。

　自分だって、その奇跡に助けられたひとりなのだから。

（……あ）

　今、ひとつだけ、分かった気がした。

　自分を助ける研究に専念するために、師匠が講師を辞めようとしていた……その話があんなに苦しかった理由。

　それは、ただ師匠が、天恵とも言える才能を打ち捨てようとしているからではない。

　かつて師匠の誓いによって助けられた自分のせいで、未来の自分が見捨てられてしまうような感覚に陥っていたからだ。それはあまりに身勝手で、師匠に押し付けられるようなものでもないけれど、なんだか自分の中のもどかしさにひとつ決着がついたような気持ちにはなれた。

「どうした？」

「いいえ」

　と、かぶりを振る。

「でも、どうやってエルゴのところに行けば……」

「方法ならある」

　短く断言したのは、ラティオであった。

「ただし、グレイ、あなたに手伝ってもらえればだが」

「拙に？」

「さっき、このエグゾフォルムを展開したときに気づいた」

　ラティオの腕には、骨色の鍵盤が張り付いていた。

　モード・アコースティック。この区画に接続して、過去エルゴに神を喰らわせた研究の一部を開示せしめたのが、その鍵盤であった。

「あなたの持っている匣は、アトラス院に縁のあるものだろう」

　錬金術師の視線は、自分の右肩の固フ定ッ具クに据えられていた。

　その意図に躊躇いつつ、言う。

「アッド……」

「いいぜ。グレイ」

　了解を得て、固フ定ッ具クから外し、アッドを自分の手の平に載せる。

　その手の平を見据えて、ラティオは口を開いた。

「人格を持ってるのは知っていたが、こうして話すのは初めてだ」

「イッヒヒヒ！　俺もご指名で人と話すのは珍しいぜ！」

　アッドがいつものように笑う。

　それから、

「この区画に誘導したのは、あなただったな」

　と、ラティオが問うた。

「なんかムズムズするって感じただけなんだがね。まあ、確かにアトラス院と俺とは縁があるらしい」

「触れて構わないか」

「どうぞ」

　ラティオの指先から、白いものが覗いた。

　骨である。

　内側から骨を露出させつつ、血の一滴もこぼさないのは、これがクルドリス家の家伝特質だからだろう。

「アトラス院において、本質は情報だ。だからこそ高度な道具や兵器であるほど、自然と情報を収集するようになっている。これは人だろうが機械だろうが、アトラス院にまつわるほとんどのものに備えられた、本能的な機能と言えるだろう」

　そういえば、師匠が似たことを講義で話していたことがあった。

　今後十年で、多くの機器がインターネットに接続する。その中には冷蔵庫や洗濯機といった、どうしてこんなものまで、という品も含まれるだろう。一見は不合理に思われるかもしれないが、社会がよりスムーズな進化を求める以上、あらゆる行動からリアルタイムのデータを吸い上げようとするのは当然の帰結である、ということだった。

　魔術は過去に向かって進むものだが、こと現代魔術においては、こうした社会情勢による情報密度の変化を常に念頭におかねばならない──と講義は締めくくられたのだった。

　アトラス院も、似たような思想を持っていたのだろうか。

「恐ろしいほどの演算能力だな。信じがたいことに、このアレクサンドリア大図書館と同じか、下手したらそれよりも古い式で組んでいる。この区画を発見しえたのは、その能力ゆえだろう。……少しだけいじらせてもらうぞ」

「うおっ！」

「アッド」

　一瞬、手のひらのアッドがびくりと跳ねたのだ。

「いやいや、チクンとしただけだが……おいおい、なんだこれ。えらく見晴らしが良くなったぞ」

「すでに演算能力も情報収集能力も十分だった。だから、ラティオの骨に組み込んでいた検索用の式を与えて、指向性を補っただけだ。今のアッドなら、本来のアレクサンドリア大図書館の形を演算できるだろう」

「……なるほど、確かにそれっぽい地図が分かる。こりゃあれか。水晶樹──禁書庫の書棚の成長にも、癖があるからか」

　アッドが呟いたのは、禁書庫がこれほどの水晶樹の密林になった理由だろう。

　誰も訪れなくなった禁書庫がそれぞれの判断で成長するようになって、この場は迷宮になった。ならば、その前の姿が推測できるなら、自然と迷宮はただの建物となる理屈だ。

「あちらだな」

　と、アッドの視線が動いた。

　停止した番人たちの骸に埋もれているが、水晶樹がジグザグに連なった通路であった。

「なら、急ごう」

　すぐさまそう言ったのは、師匠だった。

「大丈夫ですか、師匠」

「……問題ない。体に何かあったわけでもないんだ」

　まだ青ざめた顔で、師匠がうなずく。

　三歩目で、あっさり傾いた。

「ああ、もう」

　よろめいた師匠の体を支えながら、自分はもう一度振り向いた。

「あの、歩きながらでいいんですが、質問して構わないですか」

「なんだ」

「ラティオさんにとって、サイファさんはどういう人だったんですか」

　一瞬困惑したように、ラティオの銀色の眉が揺れた。

「どういう意味だ？」

「ごめんなさい。大した意味があるわけじゃないんです。言いづらいことだったら無視してください。ただ……拙も、最近姉さんなんて呼ばれるようになったから……」

　エルゴの顔を思い浮かべた。

　若者の正体が完全に露わになったとき、ひょっとするとこの関係は今後ひどくややこしい文脈を帯びるかもしれないのだが、そこはひとまず棚に上げておきたい。

　すると。

　錬金術師は、少しだけ考えるように目を閉じてから、こう答えた。

「……サイファなら、ここにいる」

「おいおい。それ言っちゃっていいのかい、ラティオお嬢さん」

　タンゲレが、びっくりしたように骨の眼孔部分を動かした。

「どういうことです？」

「あー」

　こちらとラティオを交互に見てから、

「俺の材料の問題だよ」

　と、タンゲレが樽みたいな指で、こめかみをつついた。

「タンゲレさんは……確かラティオさんの骨でできているって」

　以前、海賊島で戦ったときに言っていた。

　骨の巨人もうなずく。

「おう、九十八％まではその通りだ。だが、使い魔という術式は特別でな。さっきエルメロイⅡ世も使い魔の人格がどうとか言ってただろ。魂の近似度を加味する場合、人工知能の品質は術式や技術のレベルより、材料のレベルによって左右されるんだよ」

　意外な気もした。

　最近の機械でつくられる人工知能とは、まったく異なる思想らしい。

　しかし、それよりも残った二％の意味が気にかかった。

　今の話の流れだと、それは……

「サイファさんの骨が、混じってるんですか？」

「三年前、アレクサンドリアの海でサイファの死体が見つかったとき、ラティオはもう自分の研究を見つけていた」

　自らの蒼い髪に触れながら、ラティオは囁く。

「サイファの死の理由を調べることもできた。だけど、ラティオはアトラス院の錬金術師として自分の研究を優先した。その段階で、もう弟の死を嘆く資格などないだろう」

「そんなことは」

「お前がどう思うかじゃない。ラティオがどう思うかだ」

　はっきりと、告げられた。

　きっと、彼女はずっとそう生きてきたのだろうと感じた。

　誰かにどう思われるかではなく、己がどう思うかを基準として、歩いてきたのだろう。

「だから、ラティオは、サイファを忘れないことに決めたんだ。死体から頭蓋骨を貰い受け、それを使ってタンゲレを鋳造した。同じアトラス院の錬金術師であっても、人によっては眉を顰める所業だろう。それでもラティオにとっては必要なことだった。それだけのことなんだ、ブラックモアの墓守」

　ラティオが言うと、タンゲレが巨大な肩をそびやかした。

「ま、あくまで人格モデルの核だ。俺にサイファとしての記憶があるわけじゃあない。だからラティオお嬢さんは姉なんかじゃなくて、小うるさいマスターってわけさ」

「お嬢さんと言うな」

　激しい音がして、タンゲレの頭部が揺れた。

　どうやらラティオの指先から、骨弾が撃たれたらしい。

　スキンシップというにはいささか厳しいやりとりだったが、自分にとっては、開示されたふたりの関係がより重大だった。

　弟の頭蓋骨によって動く使い魔。

　多分それは、自分とアッドと似ていて、しかし異なる関係。

　誰だってそうなのかもしれない。

　少しだけ似ていて、少しだけ違っているのだろう。

（……ラティオ、さん）

　真っ直ぐ歩いていく背中に、切なくなってしまった。

　初めて、ラティオという錬金術師の深奥に触れた錯覚がして、たまらない気持ちになったのだ。

「まあ、あんま気にすんなよ、グレイお嬢ちゃん」

　不意に、タンゲレの手のひらが、ぽんと背中を叩いた。

　まるで、丸太に優しく衝突されたような不思議な感覚だったが、意外と細やかな巨人の気遣いが感じ取れた。

　そして、

「…………」

　肩を貸したままの師匠は、今の衝突にも気づかず、必死な顔をしていた。

　その頭の中は、たったひとつで占められているのだろう。

「……エルゴ」

　海賊島で出会った赤毛の若者の名を、今、自分も祈るように思っていた。
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　まるで宇宙空間だ、と若者エルゴは思った。

　光さえ届かない海の底は、宙ソラの向こう側に似てる。

　世界はどこまでも広く、己はどこまでもちっぽけだ。

　たとえるならば、漂うプランクトンのようなモノだろうか。

　あまりにも隔絶したサイズの差は、自意識を失わせてしまう。より正確に言えば、自意識なんてものに意味がないと、分からせてしまう。短い一生のすべてを注ぎ込んだところで、この海洋の爪の先ほども旅できたりはしない。

　だとすれば、どのような憂いも情熱も馬鹿馬鹿しい。

　穏やかな海流の内側を、彼はただゆらゆらと揺蕩たゆたっている。

　どれほどの時間が経ったかは分からない。

　一瞬かもしれないし、一年かもしれない。

　千年だと言われても、意外には思わなかったろう。

　何かが、明滅した。

　泡に似ていた。

（……本、かも）

　不意に、そんな連想が閃いた。

　アレクサンドリア大図書館。

　少なくとも、もうひとつのアレクサンドリア大図書館において、記録とはそういう形状を取る性質があるのかもしれない。

　覗き込もうなどと考えるよりも早く、その内容が脳裏に飛び込んだ。

　いくつもの景色があった。

　とりわけ目を惹いたのは、砂漠の街の光景だった。

　海と砂漠に囲まれた街。

（……アレクサンドリア）

　二千年以上を経ても、地形に面影がある。

　海に何隻もの軍船が並び、その中から藍色の外衣を羽織った人物が降りてきた。

　老いた偉丈夫であった。

　顎から垂れた髭は白く、相当な歳と思しいのに、衣の上からも隆々とした筋肉が見てとれる。

　居並ぶ民衆たちにも笑顔が多い。

　ずいぶん慕われているようだった。

（生前の、プトレマイオス……？）

　このアレクサンドリア大図書館を作り上げた時代の、王者の姿であったろうか。

　映像が途切れ、また別の記録が飛び込んだ。

　全く異なる場所だった。

　おそらく、アレクサンドリア大図書館の内部だろう。

　水晶の丘のごとき場所であった。

（……あそこだ）

　第三層・禁書庫。

　先ほど、Ⅱ世たちが話していた背後の空間だ。

　あのとき見えたのはごく一部だったが、丘に似たその形状を、エルゴは正確に記憶していた。

　あえて若者の受けた印象を言葉にすれば……そう、研究室であろうか。

　水晶造りの研究室。

　二千年以上も経過してしまった現在と違い、水晶の機械と水晶のケーブル、用途さえ分からぬ水晶の品々に囲まれたそこは、あまりにも幻想的な空間だった。

　そして、中央近くには、三つの人影が寄り添っていた。

（三人……）

　ふたりに、見覚えがあった。

　そのひとりは、白い炎のような女であった。

　しなやかな手首に、いかにも堅牢そうな、長い鎖を垂らしていた。

（ムシキ……）

　忘れもしない。

　シンガポールで、エルゴと戦った相手だ。

　自らを仙人だと豪語し、山嶺法廷の番外と名乗った女。神を喰らったエルゴを、最後に己が喰らうのだと笑った魔術師。災厄という概念がヒトの形を持てば、この女の姿になるのかもしれない。

　そして、もうひとりは、月のように美しい男であった。

　灰色狼を思わせる長い髪に、黄金律のごとき均整を見てとれる肉体。

　ほとんどの美は、歴史と場所によって大きく形を変える『流行』に過ぎないが、この男のそれだけは不変であろう……と、確信させるだけのカタチを、その魔術師は備えていた。

（ジズ……）

　こちらは、竜を喰らった男・白若瓏バイ・ルォロンの師であった。

　彷徨海バルトアンデルス。

　保存ゲノンの扉に属する魔術師。

「ん、ふ、ふ」

　最初に笑ったのは、ジズであった。

「まさか、全員本当に揃うとはなあ。この中のひとりぐらいは裏切って、嵌めてくるんじゃないかと思ってたんだがよう」

「お前じゃないんだ、ジズ」

　ムシキが、ちっと舌打ちする。

　硬い音が鳴った。

　ムシキの放っていた裏拳が、ジズの目前で停止していたのだ。

　視認不能な拳の速度もさることながら、その拳を受け止めた結界の凄まじさに、エルゴは舌を巻いた。

　単に強度の問題ではない。

　ジズの目前の空間にのみ、遅滞と停滞の『概念』が張り巡らされていたのである。

　Ⅱ世の話で、それが簡易儀式テンカウント──世界の法則そのものを改竄する、魔術における極みの領域であることを、若者は聞いていた。

　神代の魔術師であるジズからすれば、現代の魔術の究極といえど、呼吸のようなものだったろうか。

　エルゴを作り上げた魔術師たち。

　だとすれば、最後のひとりは……

（……アトラス院の）

　ラティオの先祖にあたる、クルドリス家の錬金術師のはずだ。

　少なくとも、纏った制服はラティオやシオンとよく似たアトラス院のものだが、頭衣をかぶっていて、顔の造作は見てとれなかった。

「ここが、我々の起点となる」

　と、三人目は言った。

　区画の中央に、三つの器が置かれていた。

　黒く塗られていたが、どうも青銅の壺のように思われた。

「私は場所を用意した」

　再び、三人目が言う。

　すると、

「俺は術式を提供した」

　ジズが言った。

「妾あたしは器を見つけ出した」

　ムシキが言った。

　これもまた、何らかの儀式のようだった。

　それから、ムシキが背後を振り返った。

　区画の入り口の闇で、横たわった格好の青年が、宙を浮いていたのだ。

　裸身に、布をかけただけの姿であった。

　多分、十代半ば。

　赤毛で、背が高い。

（死んで……る……？）

　すでに呼吸をしていない。

　だが、それどころじゃない強烈な既視感で、若者は叫び出しそうになった。

（……なんで、そんな……）

　自分自身だ。

　息を引き取り、だらりと手を垂らした青年は、紛れもなくエルゴの姿をしていたのだ。

　よくよく見れば、青年を抱いているのは、先ほどの老人であった。

　ついさっき覗いた記録で、民衆に向かって手をあげていた偉丈夫──しかし、本当にそうかと疑いたくなるぐらい、老人の面差しは悲愴なものを滲ませていた。

　逞しい体つきは変わらず、その内側から横溢していた何かがごっそりと抜け落ちている。

　それこそ……心臓でも奪われたかのようだ。

　ゆっくりと、老人が青年を掲げた。

「若君をお預けする」

　まるで、救世主の遺骸でも扱うかのような、恭しい態度であった。

「我が君、アレクサンドロス四世を」

　その時。

　ブツン、と映像が途切れた。
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「若君……」

　と、声が聞こえた。

　それで、己が眠っていたことに、エルゴは気づいた。

　目を開くと、すぐに焦点が合った。

　アレクサンドリア大図書館特有──というより、おそらくアトラス院に起因するのだろう、水晶の建材が目に入る。

　ただし、ゆらゆらと揺れている天井の色は、海の蒼色であった。

　本来ならば空と太陽から切り離された海底は、ほぼ漆黒のはずなのだが、この場では別の原理が働いているようだった。

　足元も透けており、同様の色を映していた。

「……今度こそ、現実でしょうか」

　上半身を持ち上げ、エルゴはぼんやり呟いた。

　機械仕掛けの鳥が、すぐそばで若者を見守っていた。

「あなたは……」

「プトレマイオスにございます」

　鳥が翼を折って、身を屈めた。

　何かのアニメーションにでも出てきそうな仕草なのに、貴人の礼に見える。この鳥の真摯さゆえかもしれなかった。

　ここまでの記憶を掘り返す。

　それから、最初に確認するべきことを、若者は口にした。

「……僕を、攫ったんですか？　先生や凛さんを騙して？」

「どうぞご容赦を」

　鳥が謝罪する。

　もう一度、頭が下がる。

　先ほど夢で見た、老いた偉丈夫とはイメージが重なりそうで、重なり切らない。

　どう言葉をかけていいものか分からず、エルゴは周囲を見回した。

「ここは……」

　同じ水晶の部屋であっても、先ほどエルゴがいた第三層とは趣が違っていた。

　海中を映し出した光景だけではない。

　第三層はさしずめ水晶の樹海とでもいうべき密集地帯だったが、こちらは……密度は下がり、代わりにヒトガタの水晶像が立ち並んでいた。

　いずれも、顔はない。

（……神殿）

　そのような印象を、エルゴは持った。

　水晶の図書館の内側に作られた、水晶の神殿。

　南米のジャングルの奥地で、不意に現れるピラミッド状の神殿をエルゴは想起した。ジャングルを水晶に、青空を暗黒空間に、ピラミッドを神殿に置き換えれば、まさしくここの景色となるだろう。

　ならば、いくつも並んだ無貌の神の像は、何という名なのか。

　エジプトの神について、最低限はⅡ世から講義を受けていた。エルゴの内側に潜む二柱目の神──戦神セトを知るために、とエルゴからお願いしていたのだった。

　たとえば、最初の主神である太陽神ラーの物語や、その王権を争って冥界神オシリスと戦神セトが争った逸話、はたまた彼らを含んだヘリオポリス九柱神による創世神話、彼らに連なるファラオと、上エジプトと下エジプトとを絡めた戦の歴史……。

　これらの豊穣なエジプトの神話は、プトレマイオスの登場によって変化する。

　もともと交流があるために、ギリシャ神話とエジプト神話はしばしば同一の神性を別の名前で呼ぶことがあった。若瓏ルォロンが喰らった竜であるテュフォンが、エジプトにおいてはセトと呼ばれるのはこの理由からだ。

　プトレマイオスはこれを推し進め、ギリシャ神話のゼウスをはじめとした複数の神とエジプト神話の聖牛アピスを習合したセラピス神をつくりだしたというが……。

（……いや、今考えるべきは、そうじゃない）

　ひとつ息をついて、若者は視線を下げる。

「ここは、どこですか。プトレマイオスさん」

「アレクサンドリア大図書館・第四層──管理部にございます」

　つまり、ルヴィアが目指していたところではないか。

　このアレクサンドリア大図書館の中枢部。

　アトラス院ですら禁じられた、あらゆる情報を統制する頭脳を収めた場所。

「僕らはどうやって、ここまで来たんですか」

「時空泡をくぐる際、若君の権限を利用させていただきました。再現体の吾あでは、直接ここに至るほどの権限がありませんが、若君ならば可能です」

「僕なら……？」

「どうしても、吾あにはあなた様が必要でした」

　と、プトレマイオスが喋った。

　少し考えてから、エルゴは返した。

「さっき、あなたが──多分、生前のプトレマイオスさんが、僕と同じ顔の人をアレクサンドロス四世と呼んでいる記録を見ました。あなたが、さっきから若君だとかあなた様だとか呼ぶのと、あの記録は関係してるんですか？」

　一拍おいて、肝心の問いを若者は発する。

「ひょっとして……僕はアレクサンドロス四世なんですか？」

　奇怪な問いかけだ、とエルゴ自身が思った。

　その名前について理解できるのは、せいぜいアレクサンドリアという都市の設計を命じた大英雄イスカンダルの息子である、ということぐらいだ。しかし、そんな歴史上の人物が己であるなど、誇大妄想にもほどがあるだろう。

　それでも、今の記録から、最も容易に導かれる解答には違いなかった。

「…………」

　今度は、プトレマイオスが黙り込んだ。

　再び口を開くのには、十数秒ほどの時間を要した。

「あなた様がアレクサンドロス四世その人であるのか、吾あもその答えを持ちません。吾あは、生前の吾あの行ったことすべてを記憶しているわけではないからです。アトラス院との契約により、このアレクサンドリア大図書館をつくりあげたときの記録はすべて暗号化され、容易に手を出せぬようになっております」

　静かに、プトレマイオスが語る。

　まるで、血液を絞り出すかのような言葉であった。

（……あ）

　少しだけ、エルゴは理解できてしまった。

　多分、それはエルゴ自身に起きていることと、似ているからだ。

　記憶を失い、かつて己のやったことに自信を持てぬほど、アイデンティティを揺るがすことがあるだろうか。無論、忘れた内容が大したことのない記憶ならば構わない。しかし、ぽっかりと抜けた思い出こそが、己の中核を成すほどの何かだと感じられるなら……それは地獄の苦しみではなかろうか。

「ただ、あなたを見たとき感じたのです。若君が来た、と。そして、ひとつだけ思い出したことがあったのです」

　と、鳥は言う。

「若君がこの大図書館に至ったときは、いかなる事情があろうと、最優先でこの最深部へ案内すると。だから、この大図書館を保護するあらゆる仕掛けが、あなた様だけは通すようになっていたはずです」

「……それは」

　確かに、その通りだった。

　そもそも、このアレクサンドリア大図書館への『通路』からして、シオンがエルゴを連れてきたことから生じたものであった。

　唯一、暴走した番人たちには襲われたが、あれは守護するべき書庫さえも砕くほどの異常な状態での出来事だ。

「もとより、合同発掘調査団を、この管理部へと招くはずでありました。しかし、この使命はかつてのアトラス院との契約さえも無視して、生前の吾あが刻んだものです。だとすれば、現代のアトラス院や時計塔の人間の利益と一致するとは限りません」

　生前からの使命の理由が不明な以上、アトラス院や時計塔と反目する可能性は十分に考えられる。

　合同発掘調査団に抜け駆けする形で、プトレマイオスがエルゴをここへ誘ったのは、裏切りではあるが、ある意味無為な戦いを避けてのことでもあった。

「では、どこに行けと言うんですか」

「こちらへ」

　鳥が羽ばたく。

　神殿めいた天井高く舞い上がり、プトレマイオスは続けた。

「あの君主ロードは気づいていたでしょう。この大図書館ならばきっと、記憶飽和から逃れる術があるはずです」

　見上げたエルゴの表情が強張った。

　まさしく、それは旅の目的であった。

「そんな方法が……！」

「ここはアレクサンドリア大図書館でございます。そして、あなたに神を喰らわせた場です。その情報のほとんどは厳重に覆い隠されておりますが、この管理部からならばアクセスできるはず。そして、生前の吾あの記憶は暗号化されていても、当時の吾あならば何を考えていたかは想像できます。ええ、神を喰らった者が神に喰らわれることぐらいは、吾あも考えたことでしょう」

　プトレマイオスの言葉は、正しくエルゴの状態を表現していた。

　神を喰らったがゆえに、その情報量によってエルゴという魂は蝕まれつつある。

　記憶飽和もさることながら、喰神衝動によってグレイに危害を加えかけたことも一度ではない。

　本音のところを言えば、エルゴにとってこの冒険を続けている最大の動機は、これ以上グレイを傷つけないためであった……と言っても良い。

「ゆえに、手段と道を用意していたのです」

　と、先を行くプトレマイオスが告げる。

　部屋の外の、広い通路であった。

　両脇に、先ほどと同じ無貌の神像が立ち並び、その中央を鳥が飛んでいった。

「アトラス院にさえ何重にも秘した、あなた様だけの手段と道を。……もっとも、その道については盗賊たちにも使われたようですが」

「盗賊たちにも……？」

　追いながら、エルゴが呟いた。

　その時だった。

　若者の脳裏に、別の声が響いたのだ。

『──聞こえますか？』
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「盗掘者用の道？」

　怪訝そうに、凛が口にした。

　アレクサンドリア大図書館・第三層、禁書庫である。

　突然、ファラオ・プトレマイオスの暴挙によって、エルゴが連れ去られた地点だった。

「あくまで、たとえの話ですわ」

　ルヴィアの返答が、水晶樹の狭間に響き渡る。

「そうですわね。考古学上、いくつかのピラミッドには、設計時から盗掘者用の道が残されていた形跡がある……と言えばお分かりになります？」

「……ああ、そういうこと」

　と、凛が納得する。

「つまり、ピラミッドの建築時から、目をつけていた盗掘者が設計者を抱き込んでいたってことよね。ピラミッドを作った依頼主からすれば裏切りだけれど、盗掘者側からすれば、これほど効率の良い手段もないわ。どんな堅牢な鍵も、精巧な罠も、設計段階で抜け道を用意されていれば、赤ん坊にだってクリアできちゃうもの」

「そうなりますわね。だから、ピラミッドに限らず、世界各地の重要な墳墓では設計者が人柱に捧げられてきたのですわ。設計者を殺してしまえば、その知識が流出する可能性も断ち切れますもの」

「エーデルフェルトらしい蘊うん蓄ちくですこと」

「あら、こんなの大前提ですわ。どんな高度な技術や知識であろうと、人が作り、人が使う以上は同じ傾向の死角が生まれます。コンピュータを使えなければ電シ子ギ諜ン報トはできませんが、コンピュータを作ったり使ったりした人間に人的諜報ヒューミントを行うことはいつだって可能です。たとえ使い魔や人工知能が作ったものだろうと、人が作成を命じたのならば、変わりません。この程度のことも考えていないから、機械音痴なんて、現代の魔術師にはあるまじき欠陥が直らないのでしょうけれど」

「喧嘩売ってんのねアンタ！」

「お望みでしたらいつなりと！」

　即座に、ふたりの魔力が迸ほとばしる。

　詠唱すらなく、互いの指先に凝集するはガンドの黒き呪い。

　しかし、さすがに内輪揉めしている状況ではないと見たか、双方整った顔をしかめつつ、ゆっくりと呪いを散らした。

「エルゴが攫われたところじゃなきゃね」

「それについては、同意見ですわ」

　ため息まじりに、ルヴィアが言う。

「いずれにせよ、このアレクサンドリア大図書館においても、似たような形跡があったのです。私わたくしの先祖が使ったのもこの道ですわね」

「設計時──もしくは似た時期に関わった人間たちの思惑、か」

　指先に残存した呪いの魔力を払いながら、凛も口にする。

　ルヴィアの指摘通り、現時点で知り得るだけでも、このアレクサンドリア大図書館には複数のグループが関わっている。




　──アトラス院の錬金術師たち。

　──ファラオ・プトレマイオス。

　──そして、エルゴを作った三人の魔術師たち。




　その中に、わざとアレクサンドリア大図書館への通路を残した者がいる。

「先生が好みそうなホワイダニットだけど……多分、さっきの感じからすると、プトレマイオスが隠し通路を作っていた、ということかしら」

「当時の首都アレクサンドリアの海底をアトラス院に提供したのは、かの王でしょうし、そういう仕掛けも可能でしょうね」

　ルヴィアも認める。

　だが、なんのために？

　エルゴを攫った理由は？

　謎だらけの状況で、彼女たちは孤立させられた。

　いいや。

「──凛、ルヴィア」

　と、孤立を否定する声が響いた。

　幼きアトラス院の錬金術師が、床に手を触れたまま、瞼を閉じていたのである。

　触れてると見えて、その手と床の間に、ほんのわずかな隙間が空いていた。その隙間に時折何かがキラキラと光った。

　少女の目が、強く見開かれた。

「摑みました──！」

　強く宣言して、すぐに囁きかけたのである。
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『──聞こえますか？』

　機械仕掛けの鳥を追うエルゴの脳裏に、とある思念が伝わった。

　一瞬硬直した若者だったが、その響きには覚えがあった。

（シオンさん？）

『考えるだけで結構です。あなたの思考と直接繫がっていますから。むしろ、プトレマイオスに露見しないよう、気を遣ってください』

　そう言われて、エルゴは一瞬だけ上空のプトレマイオスを見やった。

　すると、神殿の通路を飛びつつ、鳥が尋ねたのであった。

「若君、どうかしましたか。ひょっとして、時空泡をくぐったことで副作用でも？」

「い、いえ……あ、でも、そうなのかも」

「お許しください。時空泡の副作用ならば、すぐに落ち着くかと思います」

　申し訳なさそうに、プトレマイオスが首をすくめる。

　その様子にちょっと罪悪感を抱きながらも、エルゴは脳内に伝わってくる声に、反応を返す。

（でもシオンさん、どうやってこんな通信を？）

『私のエーテライトは、一部でここの時空泡と似た技術を使用しています。そのおかげで、量子レベルに圧縮はされていますが、今も極小の時空泡の形成を維持して、あなたと接続し続けているのです』

（あ……あの時の……）

　それで、思い出した。

　アレクサンドリアでシオンに襲われたとき、エルゴの神経にはアトラス院の秘宝たるエーテライトが接続されたのであった。このエーテライトによってエルゴは捕らえられ、尋問も受けたわけだが、よもや別人に攫われた際の通信手段になろうとは。

『おおよその状況はつかめています』

　と、シオンの思念は言った。

『プトレマイオスが私たちを騙して、あなたを連れ去ったのでしょう。精度は落ちますが、視覚と聴覚もつながってますから、今管理部にいることも確認しています。──あなたの容貌が、かつてのアレクサンドロス四世と酷似しているらしいことも認識しています』

　どうやら、こちらの脳を読み取ったらしい。

　普通なら気味悪がるところかもしれないが、エルゴには不思議と心強かった。

　シオンなら決して単なる興味本位から己の記憶を覗いたりしない、と確信を持っているからかもしれない。

　すると、そんな気分も伝わったのか、どこか困惑した風にシオンが問いかけてきた。

『あなたは、プトレマイオスに裏切られたことを怒ってないのですか』

（……困っては、いますけれど）

　怒っているのか、と言われると困る。

　エルゴにしてみれば、出会ったばかりの相手で、裏切られたと考えるほどの思い入れはないからだ。

　ただ、Ⅱ世やグレイが悲しんでいたなら嫌だな、というぐらい。

　逆に言えば、あのふたりは、エルゴにとってすでに特別なのだろう。

　それに、

（……プトレマイオスさんにとって、譲れないことなのは分かります）

　エルゴに対する態度のひとつずつが──たとえ、若者にかつてのアレクサンドロス四世を重ねてのことだとしても、確かな敬意と温かさを湛えていた。

　だったら、いい。

　若者にとって、この一時、機械仕掛けの鳥の行動を信じるに足る理由だった。

　しばし思念が黙り込んだ後、こんな風に尋ねた。

『……私のことも、そう思ってるんですか』

（え）

『あなた、ひょっとして私が拷問したこと、もう忘れてるんですか！　記憶飽和しきる前から脳みそがジャンクになってませんか！』

（そ、それはその）

『……もう結構です』

　気分を害したように、シオンは会話を打ち切る。

　拷問した側とされた側。立場が逆ではないかというやりとりではあった。

『凛たちとそちらに急行します！　可能な限り、プトレマイオスとのやりとりを引き延ばしてください！』

（引き延ばせ、と言っても……）

　そんな風に返した時、

「こちらです」

　通路の先に、巨大な扉が聳そびえていた。

　若者が近づくと、扉は自ずから開きだし、その内側の異音をエルゴの耳が捉えた。

　ごおごお、と巨大な怪物が唸りをあげるような音だった。

　漆黒の空間であった。

　意を決して踏み入れると、奥まった場所に紫電が弾けた。

　ジジ、ジジ。

　ジジ、ジジ。

　と、音を立てている。

　ごお、ごお。

　ジジ、ジジ。

　ごお、ごお。

　ジジ、ジジ。

　と、乾いた音が混こん淆こうしている。

　湿った音が混濁している。

　暗闇に蛍が踊るごとく、狂おしい音を立てて、紫電が散る。

　影と光がせめぎあう中に、宇宙と海底のすべてが張り詰めているかのように思われた。

（──これって）

　すぐに、目が慣れた。

　エルゴの視覚は、魔術師が『強化』したそれを優に上回る。

　単に視力だけではなく、暗視にも長けていた。完全な暗闇ではお手上げだが、この程度の光があれば問題ない。

　渦巻き、と若者は見た。

　方形状の部屋の奥に、稲妻が渦巻いていたのだ。

　紫電が何重にも迸り、互いに絡まり合い、異次元の生き物のごとく脈動している。

　その内側に、ヒトガタに近い影が揺れていた。

「あれは……?!」

　棺であった。

　人間を模した、複雑な意匠を表面に凝らされている。

　エジプトに来る前のガイドブックで読んだ、ファラオの棺に似ていた。

　そして、棺の四方八方から、まるで堅固な鎖のように金属の根が伸びている。材質も定かならぬ根だったが、紫電の嵐のただ中にあってもびくともせず、この棺から遥か彼方まで繫がっているのだろうと、想起させられた。

　これが、本物の根ならば、棺に届けられるものは栄養であろう。

　では、アレクサンドリア大図書館ならば？

（……中心なんだ……！）

　そういう印象を、エルゴは抱いた。

　この場所こそ、すべての叡智、すべての情報が届けられる、アレクサンドリア大図書館の中心部であるのだと。

　ならば、棺の内側に眠るものは──




　──『最深部で眠っていたはずのプトレマイオスの本体は、今回の発掘の途中で殺され、アレクサンドリア大図書館も機能を停止してしまった……ということなんだが』




　さきほどのⅡ世の言葉を思い出して、若者が唾を飲み込んだ。

　死せるファラオをもう一度殺したという、奇妙な殺人事件。

「本来は、ここに吾あの遺体が眠っているはずでした」

　プトレマイオスが言った。

「その心臓こそがこのアレクサンドリア大図書館を統御するセキュリティキーとなっていたのです。しかし、今は誰かの手によって引き抜かれております」

「プトレマイオスさんが、心臓を引き抜かれた……」

　だとすれば、ここは殺人現場でもある。

（密室……？）

　とは言いがたいかもしれない。

　実際、エルゴたちは時空泡によって、空間を飛び越えてやってきたのだから。

　しかし、いくら名高い魔術師や錬金術師といえど、同じような方法が使える人間がそういるとは思えない。プトレマイオスにしたところで、エルゴがいなければできなかった、と話していた。

　このような紫電の嵐が守っているならば、なおさらだ。

　犯人はどうやってこの管理部へとやってきて、セキュリティキーたる心臓を、棺に眠るファラオから引き抜いたのか。

「手を、お出しください」

　と、プトレマイオスが言った。

「アレクサンドリア大図書館の叡智がここにあります。そこにはあなた様の記憶飽和を避ける手段も、あなた様の正体の手がかりも、必ずやありましょう」

　プトレマイオスに促された意味を悟り、エルゴは背中から幻手を実体化させる。

　半透明の手は、蒼い稲妻を受けて、自ら発光するようだった。

（僕の、記憶が、ここに──？）

　ゆっくりと手を伸ばしながら、エルゴは考える。

　もどかしく探っていた記憶が、今度こそその正体を曝け出すのか。

　己はアレクサンドロス四世なのかもしれない、という馬鹿げた疑念も解消するのか。

　しかし、それよりも強く浮かんだのは、あの白若瓏バイ・ルォロンのことであった。

『エルゴ……』

　脳裏に届いたシオンの思念も、この一時、若者は意識していなかった。

　お前の親友だ、なんて言っていた、竜を喰らった青年。

　あの青年のことも、思い出せるのだろうか、と。

（知りたい……！）

　ある意味で、己の記憶の奪還よりもよほど強く、その欲求は胸を叩いた。

『エルゴ──！』

　シオンの思念が、強く響く。

　彼女のエーテライトならば、エルゴの行動を直接制御することもできるはずだが、プトレマイオスに察せられるのを避けるためか、その機能は使っていなかった。

　半透明の手が伸びていく。

　ファラオを守るという蒼い稲妻まで、あと五十センチ。

（若瓏ルォロン、君は……！）

　三十センチ。

　ピシ、と放電したカケラが、指先に弾けた。

　いくつもの赤い炎と分裂して、暗闇の空間を飛ぶ。

　炎の群れは部屋の天井へと儚い弧を描いてぶつかり、その場に留まった。

　赤い篝火たちが、数千年も遅れてきた主をついに迎えたとでも言うように、方形の部屋全体をほの暗く照らしあげたのである。

「おお……」

　光を浴びたプトレマイオスが、唸りをあげる。

　まるで、突如海底に生まれたプラネタリウムだった。

　そして、エルゴの幻手が、さらに伸びる。

　二十センチ。

　十センチ。

　五センチ──

　──指が、止まった。

「若君？」

「……旅に出る前の僕だったら、とっくに触れていたかもしれません」

　星のごとき炎の下、幻手を霊体化させつつ、エルゴは呟いた。

「でも、今は、何かを得ることは、何かを失うことだと知っています。たとえ、それがかつての記憶を取り戻すことであっても」

「では、やめられますか」

「いいえ」

　プトレマイオスの問いに、エルゴがかぶりを振る。

「その前に、あなたと話したいんです、プトレマイオスさん。ひょっとしたら、今の僕が失われてしまうその前に」

「吾あと？」

「はい。いけませんか？」

　にっこりと、エルゴが無邪気に笑った。

　プトレマイオスは、その笑顔に魅入られたように停止してから、

「困りましたナ。あなた様に言われると、本当にそうしたくなる」

　と、こぼした。

　少しだけ、その声音が柔らかくなったように思えた。

「ですが、あまり長話をできる状況でもありません」

「はい。でも、これだけは今のうちに話しておく必要があると思います。プトレマイオスさんも納得していただけるかと」

「ほう」

　すう、とエルゴは紫電の嵐に指を向けた。

「何故、この棺の内のあなたは殺されたのだと思いますか」
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「やりますね──！」
















　走りながら、ついシオンは小さくガッツポーズを取ってしまった。

　アレクサンドリア大図書館の、水晶の密林を三人で駆け抜けている途中だった。

　常人には持続不能な速度である。短距離走のランナーが、一キロ近くのハードル走を全力で疾走するのに等しい。

　魔術師は『強化』によって、アトラス院の錬金術師は人体の限界を超えて効率化した身体運用によって、それを可能にしているのだった。

　並走している凛が、口を開いた。

「何？　エルゴのこと？」

「あ、いや、そうです。正直不安だったんですが、思ったよりうまく時間稼ぎに持っていってくれました。推理ならこちらも会話内容を誘導可能です」

『そういうつもりじゃなかったんですが』

　聞こえてくる思念に、少女の眉がキュッと寄る。

「いいからそのままやってください！　今、全速でそちらに向かってますから！」

　と、シオンは返す。

　黙ったまま通信だけ送ることもできたが、凛とルヴィアに情報共有する上で、喋っている方が効率的と判断したのである。

『シオンさんたちも最深部まで来られるんですか？』

　かすかに驚きを含んだ思念に、少女はかすかに鼻を膨らませる。

「ワケないです。元々あなたがいれば、大図書館のセキュリティは全部素通しでしょう。だったらエーテライトで繫がってるんだから、大図書館のセンサーに干渉して、あなたが一緒にいるという生体データを流し込んでしまえばいい」

　一度分かってしまえば、セキュリティを突破するのは驚くほど簡単であった。

　エルゴに与えられた権限は、ほぼ最上位のものだったからだ。

　エーテライトを用いて、「これはエルゴが要求しているのだ」という生体データを添えておけば、禁書庫もセキュリティもまるで親切な案内人のように道を提示してくれる。時間さえあれば、この大図書館のすべてを閲覧することだって可能だろう。

　その誘惑に耐えるために、いささかならず精神力を要したほどだ。

「この調子なら、最深部まで十分とかかりません。もう少しだけ引き伸ばしてください」

　水晶密林の先にいるはずのエルゴへ、強くシオンは訴える。

　そんな彼女へ、ふと凛が尋ねた。

「ねえ、シオン」

「なんですか」

　走りながら、どちらも息ひとつ切らさない。

　水晶の密林では床じゅうに水晶樹の根が這いずり、あるいは破片がこぼれており、決して歩きやすい場ではないのだが、ふたりともその程度のことは意にも介さなかった。

「エーテライトってそんなに使って疲れないの？　他人の脳神経に接続して情報を共有するってどう考えても、相当に体力を消耗すると思うんだけど」

「愚問ですね」

　キッパリ、シオンが言う。

「私はエルトナムの錬金術師として完成しています。つまりはエーテライトを含む、エルトナムが営々とつなげてきた行為こそが私という存在を規定しているのです。いくら愚鈍だからって心臓を動かすだけで疲れたりしないでしょう」

　シオンにとって、エーテライトとはそういうものだ。

　すると、凛の表情が微かに揺れたのだ。

「まったく疲れない？」

「はい」

　何が不思議かと思いつつ、シオンは尋ね返す。

「時計塔の魔術刻印だってそういうものじゃないのですか」

「全然違うわよ。魔術刻印はちゃんとした後継手順踏んでも、しょっちゅう拒絶反応起こすもの。おかげで子どもの頃から免疫抑制剤の薬漬けになったけれど、あの苦痛を和らげられるなら十倍だって飲むわ。話を聞く限りだと、エーテライトってあなたの脳と神経そのものと融合してるんでしょう？　だったら、あなたは──」

　言いかけて、凛の台詞はそこで止まった。

「なんですか」

「ううん、なんでもないわ」

「むう」

　小さく、シオンが唇を尖らせる。

　気に食わない。

　何が気に食わないのだろうかと考えて、いまいちまとまらなかった。

「なんだか卑怯です」

「卑怯って何よ」

　問い返されると、シオン自身にもよく分からない。

　代わりに、胸の底に溜まっていた何かが噴き上がった。

「だ、大体、凛は情報共有が不足してるんです！　エルゴが攫われる前に、もっと細かにこれまでの話をしていたら、まともな対処ができたと思いませんか！」

「う、いくらなんでも、アレクサンドロス四世とエルゴがそっくりなんて思わないじゃない！　シオンだって先生の目的とか綺麗に勘違いしてたでしょう。ひょっとしてあのロード・エルメロイの後継者だから並外れた陰謀家に違いないとか、まだ考えてるんじゃないでしょうね？」

「も、もちろんそうでしょう？　時計塔に悪名高き略奪公ですよ！」

　言い返して、シオンはすぐ振り返った。

　黄金の鈴でも転がすような笑い声が、隣から上がったからだ。

「なんですか、ルヴィア」

「いえいえ、確かにその勘違いは道理ですわ。あの指導役チューターがやったことを箇条書きにして分析すれば、そういう結論になる方が自然ですからね。なんなら、ライネスもそうなるように誘導を仕掛けてる節がありますし」

　楽しげにルヴィアが、喉を鳴らす。

　ジャンプスーツ姿で駆ける彼女は、いかにもこの遺跡に似つかわしい。

　足音もほとんど立てず、滑るように進む姿は、血統書付きのアビシニアンを思わせた。

「でも、ミス・トオサカの評価についてはまったく同感。無駄に情報抱え込む癖がありますもの。おかげで時計塔でも根本的な判断を間違えてることにギリギリまで気づかなくて、教室を破壊したことが七回もありましたし」

「ちょっとルヴィア、余計な口挟まないでよ！　それに教室については六回よ！　七回やらかしたのはアンタでしょう！」

「いいえ七回です。私わたくしは六回。賠償金もすでに払込済みですし」

「あら残念ね！　いつまでも賠償金で優位に立てると思わないで。わたしも今月に払い込んだところなの」

「ッ……あなた、さては海賊稼業で！　汚いですわよ！」

「金に綺麗も汚いもないわよ！」

　水晶の密林の中、美しいふたりの魔術師が、実に美しからざる罵倒を繰り広げている。

　それを見やりつつ、ふとシオンは頰を撫でた。

　ほんの少し、眉が寄った。

「どうしたの、シオン」

「いえ」

　かぶりを振ってから、違和感の正体に、やっと彼女は気づいた。

　己の意図に反して、そこは不用意にゆるんでしまっていたのだった。

（……ああ、そうか）

　言語化と、納得はほぼ同時だった。

　アトラス院の錬金術師ですら、知識の収奪を自然にこなす彼女に近づこうとはしなかった。シオン自身もそれを当然と考えて、状況を変えようとは思わなかった。およそ道徳性に欠ける錬金術師たちの中にあってすら、エーテライトを扱う彼女は異端だったのだから。

　だけど、今は──

（──初めてなんだ）

　エーテライトについて知っていて、ともすればシオンがそれを振るってくる可能性もきちんと考えていて、それでも恐れない女魔術師たち。

　シオン・エルトナム・ソカリスにとって、初めての、対等の相手。

（──こんな、簡単に、できてしまうものだったのか）

　いや、そんなはずはない。

　アトラス院の錬金術師とは性質を異にするとはいえ、時計塔の魔術師もまた、孤高をもって良しとする生命体だろう。

　だったら、ロード・エルメロイⅡ世が特別なのはそういうことではないか。

　ひょっとすると、彼の運営するエルメロイ教室が二十一世紀なんて魔術にとって最後の時代になってから、時計塔に嵐を巻き起こしているのは、表面的な指導の技量とはまったく別のことだったのではないか。

「ねえ、シオン」

　どうやら一通りの罵倒を終えたらしく、三割増しの力で水晶の床を踏みつけながら、凛が言った。

「エルゴが見つかってこの図書館を出たら、皆で一緒にアレクサンドリアを歩かない？」

「どうしてですか」

「だって楽しそうじゃない」

　実にあっけらかんと、彼女は笑った。

「なんの意味もないかもしれないけれど、旅ってそういうものでしょ。旅のはじめと終わりにはけじめが欲しい、なんて心の贅肉だけど、カロリーは笑って取れる時に取っておくものだし」

「あなたがそうしたければ、そうすればいいでしょう──」

　なるだけぶっきらぼうに返して、シオンは顔をそむけた。

　今だけは、彼女たちにこの顔を見られたくなかった。




　──ほんの一瞬だけ。


この探索が楽しいように、シオンも錯覚してしまっていたからだった。
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「何故、この棺の内のあなたは殺されたのだと思いますか」

　その問いに、対して。

　はたして、プトレマイオスが嘴を開くのは少し遅れた。

「どうして殺されたのか、ですか？　誰に殺されたのかでも、どうやって殺されたのかでもなく？」

「はい」

　プトレマイオスの返しに、エルゴは小さくうなずいた。

「先生なら、そう問うと思ったからです」

「神秘に対するアプローチとしては正しいかもしれませんナ」

　機械仕掛けの鳥が床に降り立ち、ゆっくりと弧を描いて歩き出す。

　十歩ほど歩いたところで、

「なるほど、確かに必要です」

　と、呟いた。

「たとえば……もしも棺の中に罠が仕掛けられているなら、解放した途端、あなた様に危害が加わる可能性があります」

「はい」

　もう一度、エルゴがうなずいた。

　会話を交わして間もないが、おそらくこの機械仕掛けの鳥ならば、己の論理が通じるだろうと思っていた。

「だとすれば、吾あにはその懸念を払う必要がありますナ」

　金属の首を縦に振って、プトレマイオスも認める。

「普通に考えれば、このアレクサンドリア大図書館の叡智を求めて、ということになるでしょう。エジプトにおいて、あらゆる墳墓と遺跡の建築は、盗掘者との戦いでもありました。現代でもそうでしょうが、吾あの時代の頃から痴れ者は後を絶ちませんでしたからナ」

『ええ。当然そう考えますよね』

　シオンの思念も、にんまりとした雰囲気を滲ませながら肯定する。

『プトレマイオスが正しくファラオであるからこそ、あなたの掛けた謎解きに参加せざるを得ません。なにしろファラオの墓暴きは当時から盛んで、後代にはローマ皇帝すらこぞってやってるぐらいですから』

（ローマ皇帝が？）

『知らないんですか。イスカンダルの墓も、カラカラ帝やカリギュラ帝が暴いてますよ。もっともカリギュラ帝が墓暴きをしたのは、イスカンダルへの憧れが強すぎたためだ、という説もありますけどね』

　つらつらと、シオンの思念が伝えてくる。

　思念には距離も息遣いも関係ないから、彼女が今どこまで近づいてきているか、エルゴにはまったく分からなかった。

　必死に、これまでのエルメロイⅡ世がどんな話をしていたか、思い返す。

　どう繫げば、相手の興味を惹きつけられるのか。

　ひたすらに考えている内に、ふと己の唇から言葉が漏れた。

「……これ、多分、二重の密室、ということになりますよね」

「ほう」

　短く、プトレマイオスが相槌を打つ。

「ええと、だってそうでしょう……？　もともと第四層自体が密室状態だったわけです。その上で棺自体がこうして封印されてしまっている。なのに、その棺の内側のファラオだけが死んでいるっていうなら、密室が二重になります」

「……なるほど、確かに」

　機械仕掛けの鳥が、うなずく。

　まるで、久しぶりに再会した生徒の出来を確かめる教師のようだった。

「でも、こんなややこしい密室を作る意味なんてない。神秘の関係しない事象なら、不可能殺人にすることで犯人が辿られることを避ける効果もあるだろうけれど、このアレクサンドリア大図書館にやってきているのは、みんな魔術師か錬金術師だから。密室のまま殺せる謎の方法を使った、というだけで話が終わっちゃう……だから……」

　話しながら、頭を回転させる。

　シオンに委ねられればよかったが、これは純粋な論理というよりも、相手の興味を惹き続けるための交渉術のようなものだ。だったら相手の機微を考えると、エルゴが己の言葉を紡いだ方がいいのではないかと考えたのである。

「だから……その……」

「つまり……犯人にとっては密室殺人の方が都合が良かったから、そうなっただけではないか、ということですかナ」

「あ、そ、そうです」

　と、肯定する。

　なるほど、ともう一度機械仕掛けの鳥が言った。

「吾あたちの常識からすれば、密室殺人という形式自体に利益がない。だったら、この密室は単なる結果ということになりましょうナ。犯人は密室をつくろうとしていたのではなく、犯人がとった手段がたまたま密室に直結していた、ということになる」

　ひどく奇怪なシチュエーションではあった。

　アレクサンドリア大図書館の内部で、ファラオ・プトレマイオスが殺され、その理由について殺された当のファラオ自身が考察している。

　しかも、話している内容は密室殺人についてだ。

　グレイやⅡ世ならば、こんな状況をどうやって受け止めるだろう。

「ふむ。これは難問です」

　プトレマイオスが金属の翼を動かし、囁く。

「最深部は確かに封印されていた。吾あの棺を守る紫電の嵐も健在だった。だったら逆に、どうして二重の密室を残したまま、吾あの心臓を引き抜かねばならなかったのか。ある意味、手段の暴露に繫がるような密室をそのままにしたことには意味があるのか」

「それに……」

　と、エルゴが口を挟んだ。

「遺体は……どうなってるんでしょうか」

「遺体？」

　訊き返したプトレマイオスに、エルゴは改めて尋ねた。

「まだ、その棺の中には遺体があるんですか」

　愕然と、機械仕掛けの鳥が硬直した。

　心臓が抜かれたのは確かとして、残った遺体はどうなったのか。

　ここまでの調査で重要だったのはセキュリティキーとしての心臓だけだったので、残った遺体については失念していたのである。

「分かっているのは、この棺から心臓がなくなったということですよね。だったら、遺体ごと持ち出されたとしても、心臓が盗まれた扱いになるんじゃないですか」

「いや……接続が切れる直前に、本体からセキュリティキーが抜き取られたという通信はありました。吾あの体から心臓が抜かれたのは間違いないはずです」

「だったら……密室は三重かもしれません」

　おずおずとエルゴが指摘し、プトレマイオスは棺を取り巻く紫電の嵐を振り返った。

「ファラオの遺体自体が、心臓を閉じ込めている密室ということになりますよね。もちろん、その棺の中に遺体があって、遺体に目立った傷がないのならという話ですけれど」

　ある意味、言葉遊びのようなものではある。

　棺の内に眠るファラオは、生前の状態というわけではあるまい。ミイラかそれに似た状態であるとして、改めて保存された内臓を抜き取ることは、少なくとも生前よりはよほど簡単だろう。

　しかし、それを確認するには、棺を開く必要がある。

　エルゴの言う通り、三重の密室が成立している可能性は十分考えられた。

　そのときだった。

「……まるで二重スリット実験か、シュレディンガーの猫みたいですね」

　新たな声が、扉の方から聞こえたのだ。

　エルゴが、顔を上げた。

「シオ──」

『いえ、違います！　私はまだ──』

　シオンの思念とともに、エルゴは、え、と小さくこぼした。

　扉のそばで、蠍ア座ンのタ心レ臓スにも似た赤炎に照らされていたのは、これまで待っていたシオンたちでも、エルメロイⅡ世たちでもなかったからだ。

「棺の中にファラオの遺体はあるのかないのか。開けるまでは未確定で、どちらの状態でもありえる。これは量子力学の問題ですが、科学と呼ぶよりも、魔術と呼んだ方がピンとくる状態ですよね」

「あなたたちは──」

　エルゴが呻く。

　彼らが答えるよりも早く、シオンのエーテライトが彼らの情報を、エルゴの脳内に送ってきた。

「いやはやいやはや、本当に」

　汗を拭きながら息をついたふくよかな男の名は、ジョゼッペ。

「……どうやら、本当にここが管理部らしい」

　軽く腕を回している、五色に髪を塗り分けた男の名は、クォート。

　合同発掘調査団に参加した、アトラス院・イシュタリオ家のふたり。

「到着しましたよ、カルマグリフ様」

　その隣には、分厚い眼鏡をかけた時計塔の助手、ティカもいた。

　そして、

「おふたりには初めまして、ですね」

　赤い篝火の下で、最初の男が丁寧に腰をかがめて、一礼した。

「カルマグリフ・メルアステア・ドリュークと申します」
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　エルゴにとっては、いずれも初めて会う相手だった。

　時計塔とアトラス院の合同発掘調査団であると、それぐらいの知識しかない。今しがた名前と簡単なプロフィールをシオンが送ってきてくれたが、だからといって、どう対応すればいいか分かるはずもない。

　ゆっくりと、カルマグリフが歩み寄ってきた。

　エルゴに向かって、口を開く。

「あなたが、エルメロイⅡ世の弟子の、エルゴさんですね。僕は彼の同輩で、一応時計塔の君主ロードのひとりです」

「君主ロード……！」

　エーテライトがなくとも、その意味ぐらいはエルゴにも分かった。

　ニコリと笑ってから、時計塔の魔術師は、機械仕掛けの鳥へと向き直る。

「ラティオさんが何か隠してるようなのは気づいてましたが、まさかプトレマイオスの再現体がいたとは」

「必要以上の情報提供をする間柄でもなかったからじゃないかネ」

　機械仕掛けの鳥が、どこか挑戦的な口調で言う。

　対するカルマグリフは、笑みに苦さを滲ませた。

「一応合同発掘調査団のメンバーとして、あれこれ尽力していたつもりなんですけどね」

「どうやって、ここに来たんだ」

「時空泡を使わせてもらいました」

「時計塔の魔術師が？」

「まあ、そこは色々手がありまして。あなたがエルゴさんを攫った際の記録が残っていたので、同じデータを活用させてもらいました」

「若君がいることを知っていたらしいのも、時空泡のデータから読み取ったと？」

「まあ、そう思っていただければ」

　と、カルマグリフは曖昧に濁した。

　至上礼装・否ジ定ェ無ミ二ニを使って時空泡を増やし、擬似的にゲートを作り上げた──とまでは説明しない。エルゴがプトレマイオスに攫われた際の記録を使って、この座標を指定したのだった。

「ええと、カルマグリフ様の円滑な調査のためにあらかじめ宣言しておきますが、私たちはある程度の情報をすでに把握しています」

　これは助手のティカが、分厚い眼鏡を持ち上げて言った。

「たとえば、エルゴさんこそが征服王イスカンダルの息子、アレクサンドロス四世かもしれない……とかもです」

「それは……」

　唸ったエルゴに、ジョゼッペとクォートもうなずいた。

「ええ、私どもも聞いております」

「こうして目にしても、信じがたいが」

　ふたりの錬金術師が、それぞれにエルゴとプトレマイオスを観察する。

　アトラス院の錬金術師たちにとって、伝説上の人物──アレクサンドロス四世という名前が一体どれほどの意味を持つのか。

　また、そのエルゴが、プトレマイオスの再現体と一緒にいることを、どのように判断しているのだろうか。

「ふむ」

　部屋の奥に渦巻く紫電の嵐へ視線をやって、カルマグリフがかすかに目を細めた。

　その内側に霞む棺を見つめ、改めて口を開く。

「この棺の謎解きをしていたんですね。ファラオ密室殺人事件の」

「プトレマイオスさんに、この棺を開くように言われました。僕にはそのための資格があるって。ですが、この内側のファラオがどのように死んだのか分からなければ、僕も危害を受ける可能性があるから、話し合っていたところです」

　率直に、エルゴは話す。

　このカルマグリフという君主ロードについて、どこまで信用していいのかは分からない。しかし、ここで情報を閉ざす理由もなかった。

「なるほど、それでここに来て、ふたりで推理劇をしていたわけですか」

　紫電の嵐を見つめ、カルマグリフが納得したようにうなずいた。

　それから、嬉しげにこう言ったのだ。

「三重の密室とはなかなか興趣をそそる言葉ですね。だったら、僕が到着したのはファラオ・プトレマイオスにとっては好都合だったかもしれませんよ」

「何」

　プトレマイオスが、小さく唸った。

「お前には、棺の内側の吾あから心臓が抜かれた謎が分かると」

「多分、ですけど」

　いささか自信なげに、カルマグリフが言う。

「構いませんか、プトレマイオス」

　もう一度、機械仕掛けの鳥の方を見やる。

　プトレマイオスは、数秒だけ黙ってから、ため息のようにこぼした。

「機を逸した、か。エウメネスのことを笑えないな」

「ディアドコイ戦争、ガビエネの戦いのことですか。自ら手勢を率いてほぼ勝利しかかっていたエウメネスが、しかし追撃を渋る武将たちを説得する間に日が没してしまい、あろうことか彼らの裏切りによって敵方に身柄を引き渡された故事を思い出しましたが」

「無駄な知識をよく蓄えているようだナ」

「僕も、あなたが作り上げた図書館の末裔です。この場合、歴史上のアレクサンドリア大図書館になりますが」

　その言葉は、確かな敬意を含んでいた。

　時計塔の君主ロードから、古き英雄へと送られる、静かで柔らかな意思。

「多くの後継者ディアドコイたちが王を名乗るようになったのは、あの戦いの後のことですね」

「は、エウメネスは重しのようなものだったからナ。イスカンダルの小僧めが死んだ後、あれほど変わらず王家に忠誠を誓い続けたのはあいつぐらいだ。だったら、あいつがいなくなるまでは、誰も王なんて名乗れたものじゃなかったサ」

「あなたもですか、プトレマイオス」

「どうだか。とっくに忘れちまったヨ」

　がらっぱちな口調で言って、プトレマイオスはカルマグリフを見つめた。

　もはやプトレマイオスが、エルゴに単独で棺を開かせる余地はない。

　ならば、カルマグリフに委ねるのは一定の理があった。

「いいだろうサ。お前の推理とやら、聞いてやる」

「では」

　静かに、カルマグリフが歩く。

　紫電の嵐のすぐそばで、踵を鳴らして立ち止まった。

　まるで、何度となく踏み慣れた教壇でこれから講義を始めるぞ、とでもいうような姿勢であった。

「少し悩んだのですが、やはりここから始めましょう」

　よく通る声だった。

　すぐ隣に吹き荒れる紫電の音ですら、彼の台詞を遮るには至らなかった。

「神秘の関わる事件において、誰フがーやダっニたッかト、どハうウやダっニたッかト、は問題じゃないとロード・エルメロイⅡ世は言っているそうですね。だがひょっとすると、なぜやったかホワイダニットは例外かもしれない、とも」

「先生の言葉を」

「はは、僕は彼のファンのようなものでして」

　と、カルマグリフが微笑する。

　そして、至極穏やかな表情のまま、

「だったら、僕はひとつ付け加えましょう。──いつやったかホウェンダニットもまた例外たりうると」

　管理部の水晶の床をにじり、考古学科の君主ロードは宣言する。

「なぜなら、ごくごく一部の例外を除いて、時間遡行は神秘ですら不可能だからです。まあ神霊や彷徨海が絡んでいる以上、完全に否定できるわけじゃないですが、ほぼあり得ないと言っていいでしょう」

「……待て」

　機械仕掛けの鳥が、そこで制止した。

「お前、彷徨海の話はどこから出てきた」

「あ、気づきました？　さすがはファラオ・プトレマイオス」

　カルマグリフが、わざとらしく肩をすくめる。

「実は知ってたんですよ。さっきも話しましたが、僕はエルメロイⅡ世のファンのようなものでしてね。彼がここ一ヶ月ほど関わっている事件について、逐次報告してもらっていました」

「エルメロイⅡ世が関わっている事件、だと？」

「ええ。つまり、神を喰らった男、についてですね」

　びくり、とエルゴが頰を引き攣らせる。

　まさか時計塔の人間で、すでにその情報を聞き及んでいるものがいようとは。

　若者の表情の変化に気づいてか、カルマグリフはポンと手を打った。

「ああ、安心してください。君主ロードで気づいてるのは、まだ僕ぐらいだと思いますよ。他の君主ロードが知ろうものなら、勝手にあなたを封印指定しかねない。それはそれでひとつの手ですが、正直神代の魔術について疎い時計塔があなたを手に入れても、さほどの発展には繫がらないと思うのですよね」

　微笑しながら、カルマグリフはフレンドリーに若者の肩を叩いた。

　それから、ゆっくり視線を全員に流していく。

「ひとまず、ファラオ密室殺人事件に話を戻しましょうか。さっきのいつやったかホウェンダニットの観点で言うと、どう考えても、密室の仕掛けは今回の発掘じゃあない」

　カルマグリフの言葉は、遅くもなく速くもなく、ひどく聞きやすかった。

「ファラオ・プトレマイオスも言ってましたが、合同発掘調査団の僕らはそれぞれ監視しあってたようなものですからね。そんなに仲が悪かったと思いたくはないですが、何もかも信頼して委ねていた親友同士とはいかないでしょう。全員の目をかいくぐって、最深部のファラオの棺に工作するのはちょっと難しい。──そうすると、チャンスは二回」

　と、カルマグリフが二本の指を立てる。

「二千三百年前に生前のプトレマイオスがこのアレクサンドリア大図書館を作った時点、そして三年前にアトラス院の錬金術師サイファがこの大図書館に侵入した時点」

　凄まじく時間差のある、二回だった。

「そう、だから密室なんじゃないですかね」

「だから？」

「犯人がわざわざ密室を作る意味や理由なんてないでしょう。たまたま密室が成立してしまっただけとしても、タイミングが不可解だ。この管理部と接続が途切れたのは、僕らが合同発掘調査に乗り出した時ですから。二千三百年前、三年前、そして今。三つのタイミングがどれも合わない。だったらね、無意味だからこそ考察のきっかけにはなるんです。これはタイミングが合わないんじゃなくて、すべてが等しく事件の理由である、と考えればいいんじゃないでしょうか」

（すべてが、等しい……？）

　言葉の意味を考え、エルゴが数秒ほど黙り込む。

　それから、ようやく形を整えたばかりの生け花を捧げるように口を開いた。

「この事件は、複数の事件の複合、ということですか」

「ご名答」

　パチパチ、とカルマグリフが拍手した。

「もちろん正解という意味じゃなくて、僕の考えた推理ではということですけどね。うん、それぞれの時代に、それぞれの意図で、それぞれの人々が仕掛けた。結果として、単純だったものが、二重、三重の密室なんて見かけだけややこしい謎を構築してしまった」

「でも、具体的にはどういうことですか」

「その話をするには、プトレマイオスとアレクサンドロス四世のことからになりますね」

　髪に隠れたカルマグリフの瞳が、こちらに据えられている気がしてならなかった。

　お前たちのことだぞ、と突きつけているようでもあった。

「アレクサンドロス四世……」

「俗に、悲劇の王子として知られていますね。彼を擁立したイスカンダルの母──アレクサンドロス四世からは祖母にあたるオリュンピアスが敗北した後は、まともに王子として顧みられることはなかった。護衛兵であるヘタイロイのひとりをあてがわれたきり、ずっと幽閉されていたそうです。享年はわずか十四歳。今のあなたはそれよりもふたつか三つ上に見えますが、生前のアレクサンドロス四世が早熟だったのか、もっと別の理由なのかは判じがたい。イスカンダルが伝説より大柄だった、とかもありえますかね」

　ゆるゆると、精神こころを捕らえるように、カルマグリフが語る。

　プトレマイオスも、ジョゼッペやクォートといったアトラス院の錬金術師たちも、ただその話に聞き入るしかなかった。

（先生に似てる……）

　エルゴは、密かに舌を巻いた。

　己の拙い推理劇とはまるで異なる、流暢でツボをついた話術。

　だからこそ恐ろしかった。

　今まではどのような危地にあろうとも、エルメロイⅡ世が丁寧に謎を紐解き、解体された中心に向かって、エルゴたちはただ全力で進めばよかった。

　しかし、先に、他人によって謎が解体されてしまえば、どうすれば良いのか。

「ある意味、アレクサンドロス四世がこうして幽閉されるようになったのが、プトレマイオスのせいであることはご存じですか」

「ッ……」

　エルゴの喉が震える。

　機械仕掛けの鳥は、かすかに視線を落とした。どうやら、そこについての知識きおくは持ち合わせているらしかった。

　カルマグリフは、天井の篝火に目を細め、再び口を開く。

「征服王イスカンダルの死後、最も有力者と見られていた功臣、マケドニア王家の高位貴族にしてファランクス部隊の扱いでは随一と謳われたペルディッカスは、後継者としてイスカンダルの妻が孕んでいた子ども──つまり、アレクサンドロス四世を推薦した。しかし、これに正面から反対して、ディアドコイ戦争の直接の原因を作ってしまったのが、プトレマイオス一世なんですよ」

「ディアドコイ戦争の原因……でも、確か元々は征服王イスカンダルが、最強のものが継ぐべしと言い残したからじゃ」

　エルゴのもっともな疑問に、プトレマイオスの硬い声が、水晶の床を打った。

「己こそその最強のものであるとペルディッカスが言ったなら、反対できる者はほとんどいなかったでしょう。王の第一の腹心だったヘファイスティオンはすでに亡くなり、戦で打ち立てた功績について、彼を超えるものはいなかった」

「だが、ペルディッカスはそうしなかった」

　カルマグリフがさらに続ける。

「ある意味、彼はどこまでも王に仕える将軍らしく、謙虚に振る舞った。アレクサンドロス四世を擁立して摂政となったことを考えると、野心がないのではなく、現実路線を取っただけかもしれませんが」

「全部だろうサ。そういうやつだ」

「謙虚でありつつ、野心もあり、現実的でもある。なるほど、これは戦に強そうです」

　と、カルマグリフは納得する。

　それから、こう確認した。

「ペルディッカスに対して、あなたが唱えたのが諸将による合議制でしたね」

「イスカンダルの小僧めが遺したように、最強のものが統治し、なるべく血を流さずにいくならそうなるだろう」

「ええ、あなたの主張が通ればもう少しマシだったかもしれません。しかし、結局はペルディッカスが摂政となり、うまくいかなかった。ある意味、征服王イスカンダルの残した遺言通りに進んだのです。納得のいかなかった諸将は反目し、あるいは一時的な同盟を結び、最強のものを求めて、どうしようもなくぶつかり合った」

「…………」

　エルゴは、言葉を失っていた。

　多分、それはどこにでも起こる現実なのだ。

　ただ、一度は世界を征服しかけるほどの大偉業を成した後では、よりむごたらしく、より悲しく思えてしまうだけ。

　まして、その当事者が、己かもしれないならば。

「そして、ペルディッカスはあなたの軍と向かい合っているうちに、暗殺されてしまった」

　カルマグリフが言う。

「以降、ディアドコイ戦争は泥沼に突入します。後見人であったペルディッカスを失ったアレクサンドロス四世は、オリュンピアスなどを始めとした何人かの後継者たちディアドコイのもとを転々とし、最後はアンフィポリスの要塞に幽閉されました。以後は、十四歳で暗殺されてしまうまで、歴史に語られることはほとんどありません」

　そこで、カルマグリフの言葉は一旦途切れた。

　ようやく、歴史の話が終わったらしい。

　エルゴも、ずっと二千三百年前の諸将たちの会議場と戦場を徘徊して、やっと現実のアレクサンドリア大図書館に戻ってきたかのように思えてならなかった。

「……だったら、プトレマイオスは、アレクサンドロス四世をどう思っていたでしょうね」

　今、第四層・管理部で、時計塔の君主ロードだけが語り続ける。

「イスカンダルの遺骸を強奪したあなたは、同じようにアレクサンドロス四世の遺骸を強奪したんでしょうが、この意味は大きく異なります。イスカンダルの遺骸を独占していることは、プトレマイオスにとって王権の象徴たりえますが、ディアドコイ戦争中盤から失墜したアレクサンドロス四世では、そんな役目を果たせないからです。魔術師ならざるあなたにとっては、神秘のどうこうもさほど意味を持ち得ない。だったら、もしもアレクサンドロス四世の遺骸を強奪したのなら、公的な理由ではなく、私的な理由だったんじゃないでしょうか」

「……私的な、理由」

　エルゴが囁いた。

　たとえば、それは若者が今ここに立っていること。

　この管理部の、ファラオの棺まで誘ったこと。

「じゃあ、僕をここに連れてきたのは」

　紫電の嵐を見やる。

　その内側に、今も棺が透けて見える。

　棺と繫がった金属の根は、今も脈打つようだった。アレクサンドリア大図書館の叡智と、今もこの棺は繫がっているのだろうか。

　そこで、もう一度、扉が開いたのだ。

「……おいおい、コイツぁどんな状態だ？」

　骨の巨人が、図体とよく似た大きな声を上げた。

　ずんぐりした丸太を組み合わせたような腰骨の後ろから、巨人を使役する蒼い髪の錬金術師──ラティオが姿を現す。

「ずいぶん予定とは違ったらしい」

「え、カルマグリフさんも」

　ラティオの隣で瞬きしたのは、灰色のフードに顔を隠した少女。

　そして、その少女に肩を貸された魔術師だけが、息を切らせていた。

「……どうやら……間に合ったらしいな……」

　長い髪が流れ、魔術師のジャケットを飾る。

「その話は……もう少し待っていただきたい、ロード・メルアステア」

　ロード・エルメロイⅡ世が、ついにアレクサンドリア大図書館の最深部へと姿を現したのであった。
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　赤い篝火が、夜空の星のように灯った部屋であった。

「大丈夫だ、グレイ」

　そう言った師匠の肩から、自分はそっと手を外した。

　どうやら問題なさそうだと確認してから、改めて部屋を見回す。

　最初に目に入ったのは、見慣れた赤毛であった。

「エルゴ！」

「姉さん」

　赤毛の若者が、こちらを見つめ、顔をくしゃりとさせたのだ。

　あまりにも無防備な笑顔で、思わず脱力してしまいそうなぐらいだった。

「どうやって、姉さんもここに」

「ラティオさんがアッドを調整してくれました。ここへの道が分かるようにって」

「イッヒヒヒ！　感謝してくれよな！」

　手のひらに載せたアッドが、胸を張る──ように、軽くカチャンと跳ねる。

「まあ、ここへの扉が開いていたのは、お前らがすでに入っていたせいだろうな。でなきゃあだいぶ苦労しただろうさ」

　アッドの言った通り、第四層へと通じる門は開いたままとなっていた。

　理由は分からない。

　時空泡によってエルゴを招き入れたことによって、何らかの変化がアレクサンドリア大図書館に生じたのか。

　それとも、もっと別の理由だろうか。

　やっと呼吸を整えたらしく、師匠がゆっくりと歩み寄った。

「エルゴ。君は……」

　と、それだけを囁き、言葉に詰まった。

　沈黙にも、さまざまな意味がある。

　この場合、むしろどんな言葉よりも豊穣であったろう。

　師匠にとってあまりにも複雑で、しかしだからと言ってエルゴに押し付けられるわけもない気持ちが、沈黙には優しく宿っていた。

　だから、だろう。

「先生」

　と、エルゴから切り出した。

「プトレマイオスさんから聞きました。僕が征服王イスカンダルの息子──アレクサンドロス四世かもしれないって」

「ああ、そうだ。ロード・メルアステアともその話をしていたらしいのは聞こえた。だからこそ、結論が出るより先に、お前に言っておく必要がある」

「何をですか」

「恥ずかしながら、私もグレイに言われるまで、見失いかけたことだがな」

　言い訳するように漏らしてから、師匠が一拍の間を置いた。

「お前があいつの息子だろうがそうでなかろうが、お前は私の生徒だ。何があっても、それだけは変わらない」

　何度か、エルゴが瞬きした。

　耳まで赤くなった若者が視線を落として、自分まで胸に詰まってしまった。

　次に、師匠はプトレマイオスへ向く。

「うちの生徒を攫ったことについては、ひとまず後にしましょうか」

「そうしてもらえると助かるナ」

　機械仕掛けの鳥は、この期に及んでも変わらぬままだった。

　それから、師匠が周囲を見回す。

　まず、部屋の奥に吹き荒れる紫電の嵐を観察し、その内側で霞む棺に焦点を合わせる。

　嵐の隣には、目元まで髪に覆われた男性が佇んでいた。

「やっと来てくれましたか。ロード・エルメロイⅡ世」

　カルマグリフが言った。

　歓迎するように、両手を開いている。

「ロード・メルアステア」

　師匠が言う。

　こちらはだらりと両手を下ろして、カルマグリフの髪に隠れた目を、睨みつけるようにしていた。

　ふたりの君主ロードは、ここに来て、鏡合わせのごとく向かい合った。

　カルマグリフは困ったように唇をほころばせた。

「ずいぶん予定と違ってしまいましたね。本当はログさんとライネスさんと合流してから、この最深部へ突入する手筈でしたのに」

「順番が変わってしまったことは、申し訳なく思う」

　まるですまなく思ってなさそうな師匠の声だった。

　互いに、まあこうなるだろうと思っていた、ぐらいの態度だ。

　極めて時計塔らしい、とも言える。

　ジョゼッペとクォートは、そんなふたりと、ラティオとタンゲレのコンビを交互に見やっていた。

　そして、もう一度。

　今度は、自分たちの背後から新たな気配が生まれたのだ。

　気配は、三つあった。

「シオン」

　と、エルゴが声を上げる。

　エルゴがプトレマイオスに攫われる直前、時空泡で話し合っていた三人組だった。

　──シオン。

　──凛。

　──ルヴィア。

　三人の女性が、扉の向こうに現れていた。

「凛さんに、ルヴィアさんも」

　一瞬、自分は混乱してしまっていた。

　プトレマイオスとエルゴ、カルマグリフと助手のティカ、ジョゼッペとクォート──この事件に関わったほとんどの人間が突然揃うとは。

　もちろん、それぞれのグループが最深部を目指しており、プトレマイオスがエルゴを攫ったことによって、結果として全員の突入タイミングが一致したというだけではあるが、状況の忙しい転換ぶりに、眩暈を起こしそうになってしまったのだ。

「シオン・エルトナムだと」

　アトラス院の錬金術師、クォートが眉を上げる。

　対して、三人の女性たちで最初に反応したのは、凛であった。

「……まさか」

　あんぐりと口を開いて、彼女はカルマグリフの方を見つめた。

　ルヴィアが、その続きを引き取る。

「カルマグリフ先生……」

「おふたりも、カルマグリフさんを知ってるんですか」

　思わず尋ねると、凛は何度か瞬きしてから、こう言った。

「知ってるも何も、その人、鉱石科キシュアの君主ロードよ！」

「え」

　考古学科メルアステアだったはずではと言いかけたところで、師匠がかすかに目を細めた。

「メルアステアは、時計塔で唯一、ふたつの学科を担う君主ロードなんだ」

「ふたつ？」

「かつてエルメロイが鉱石科キシュアから廃され、君主ロードを持たなかった現ノ代ー魔リ術ッ科ジを押し付けられた時、メルアステア派は体よく鉱石科キシュアの後釜となった。もともと自分が運営していた考古学科メルアステアはそのままでな」

　そういえば、過去に一度、同じことを聞いたような覚えがあった。

　時計塔の学科は全部で十二ではなく、十二＋一である。対して君主ロードは十二人なのだから、どうしてもひとつ枠が余る。その余った枠をエルメロイから手に入れたのがメルアステアだった、ということか。

　だったら、地上のアレクサンドリアでカルマグリフに出会った時、師匠が複雑な表情をしたのは、単に君主ロードと出会ったから、というだけではなかったのか。

「いやまあ、半ばは僕と関係なく、ケイネス師が亡くなった余波で貴族主義と民主主義が激突した結果なんですけどね。結果どちらでもなく、中立主義の僕が受け持つことになっただけで」

「もう半分はあなたが工作した結果でしょう。確かに考古学科は最弱の十一科などと呼ばれてきましたが、いまだにそう呼んでいるのは時計塔には滅多に立ち寄らぬ外部の者だけだ。あなたが君主ロードとなってからどれほどメルアステアが勢いを増したか、骨身に染みて感じています」

　師匠の物言いは、どこか醒めている。

　この人が誰かと対峙するとき、このような態度であるのは、珍しいように思えた。

　物怖じするのでもなく、無理に己を奮い立たせているのでもなく、底冷えする冬の森のように、静かに何かが張り詰めていた。

「褒めていただけてるのかどうか」

　と苦笑しつつ、カルマグリフは顎に指を置いた。

「いささか全員の情報格差が大きくてややこしい状況ですが、この場合手っ取り早いのはそうですね……」

　少しばかり考えてから、彼はシオンを見やった。

「さっきクォートさんも言ってましたけれど、シオン・エルトナム・ソカリスさんで間違いないですよね？」

「君主ロードとなれば、私のこともご存じでしたか」

　そっけない態度で答えたシオンに、カルマグリフがうなずく。

「最年少で教官の資格を手に入れた錬金術師として有名ですからね。で、エルトナム家ということは、あなたはエーテライトが扱えるのでしょう」

「答える必要がありますか」

「いえ、ご無理にとは。──で、多分エルゴくんにエーテライトを繫いで、さっきの僕らの会話を観察していましたよね？　違いますか」

　エルゴが、ギョッとした顔をした。

　自分も、その発言に思わず視線を向けてしまった。

　そんなことが可能なのか。

「……そうですね」

　と、シオンが小さく呟く。

「今更否定することもないでしょう。ええ、私はエルゴの脳神経にエーテライトを接続して、あなた方の会話を知覚していました」

「ああ良かった。多分そうだろうとは思ってましたが、間違ってたらちょっと恥ずかしかったから」

　視線を伏せて首筋を撫でてから、カルマグリフはこう続けたのだ。

「だったら、エーテライトでエルメロイⅡ世に情報共有してあげてください。最初から話をするより早いでしょ？」

　気軽に言った君主ロードに対して、シオンは紫の瞳をかすかに見開いた。

「あなたは、そんな機能のことまで」

「ははは。これでも考古学科メルアステアの君主ロードですよ。本来、時計塔の外の神秘に対して、一番詳しくなければならないのが僕らです。……いやまあ、伝承科ブリシサンは除きますが、あそこは院長肝入りですからね……」

　こほん、とカルマグリフがわざとらしく咳払いする。

　しばし唇を引き結んでから、アトラス院の少女は師匠へと口を開いた。

「今の提案ですが、どうしますか？　エルメロイⅡ世」

　と、問いかけた。

「エーテライトの仕様上、迂闊に接続すれば、あなたの持っている知識を私が閲覧できてしまいます。ですが、君主ロードであるあなたの知りうる範囲を考えると、これは互いに不都合となるでしょう。なので、接続する前に、あらかじめエーテライトの情報を取り込む設定を削除しておこうかと思います。もっとも、私を信用していただければの話ですが」

「やってくれ」

　即座に、師匠が返した。

「いいのですか？　エーテライトは医療用の疑似神経として発達した技術ではありますが、だからこそ通常の人格に記憶注入するようにはできていません。事前に計測不能な副作用が起こる可能性は十分ありますが」

「だからといって躊躇していられる状況じゃないだろう」

「でしたら」

　少女の嵌めたいた腕輪が、一瞬だけ光った。

　ふら、と師匠が目眩を起こしたように、たたらを踏んだ。

「師匠！」

「大丈夫だ。……なるほど、これは独特の感覚だな」

　と、額を押さえる。

　数秒深呼吸してから、

「だが、理解した。そうか、ロード・メルアステア、あなたはそういうやり方で密室殺人事件に挑もうとしていたんだな」

「お恥ずかしながら、エルメロイⅡ世のやり方をお借りしました」

　カルマグリフが頭を下げる。

　そのやりとりを聞いたとき、自分はもうシオンへ向き直っていた。

「シオンさん、今のを拙にもお願いします」

　と、言ったのだ。

「師匠が受け入れたことに、拙が怖気付いてるわけにいきません」

「わたしもよ」

　と、凛が続けてこちらの右側に並び、ウィンクした。

「先生とグレイに勝手に合点されて、蚊帳の外なんてのは、ちょっと悔しいじゃない」

「私わたくしもですわね」

　ルヴィアはこちらの左肩にそっと触れて、微笑してくれた。

　美しさの中に盤石の剛つよさが秘められた、宝石のような笑みだと、思わされた。

「アンタは単に、君主ロード同士の話を知りたいだけじゃないの」

「そっくりお返ししますわ。この状況で、少しでも情報を得たくない魔術師なんていないでしょう」

　弾丸よろしく視線をぶつけ合って、ふたりがいがみあう。

　その様子を見ていると、この海底のアレクサンドリア大図書館が、いつもの時計塔の教室のように思えて、不覚にもほっとしてしまった。

　もう何年も、エルメロイ教室の目玉になってきたふたりの喧嘩。

　師匠の計らいで凛と授業をともに受けることはほとんどなかったが、エルメロイ教室の新たな核弾頭として、時に備品どころか教室自体を破壊してしまう彼女らに、自分は勝手な共感を抱いてしまっていた。

　カウレスもイヴェットも、フラットも──もう卒業してしまったスヴィンも含めて、現代魔術科の生徒たちは自分にとって欠かせない面々だった。

「でしたら、まとめて。気絶しないよう意識をしっかり持ってください」

　頭を下げると、シオンの腕輪がもう一度煌めいた。

　かすかな違和感が額に生まれ、続けて光の波が自分の視界を埋め尽くした。

　光こそが情報であると、悟るまでにどれだけかかったか。瞼を閉じようが決して留めることの叶わない、膨大な情報の塊であった。

　渦であった。

　熱と速度を増していく渦。

　グラグラと脳が煮えたぎっている。

　血管の一本ずつが膨らみ、その中身が血液とまったく異なるものに置き換わっていく。

「自分の思考と思想を強く認識してください。他人の記憶を受容することは、他人の常識と理念によって侵食されることでもありますが、だからこそ己という常識を強く意識することが、自己認識を守る防波堤になります」

「そうでしょうね。防波堤になってしまう」

　と、カルマグリフが相槌を打つのが聞こえた。

　その声も、ひどく遠く聞こえた。

　同じ部屋にいるはずなのに、まるで世界を隔てているようにすら思えた。

「だからこそ六源の家伝特質に依存する道具ツールは他の人間には十全に扱えない。エーテライトならば医療用の疑似神経程度は他人に扱えるとしても、すべての性能を活かした運用は不可能でしょう。高速思考や並列思考といったアトラス院の基礎能力に加えて、六源の特殊体質を必要としますからね。シオンさんが最年少の教官となりおおせたのも、このエーテライトの特性を他の誰より上手く扱えたからでしょう」

　景色が溶けて、カルマグリフの言葉と渾然一体となっている。

　だから、その意味を自分は脳よりも感覚で摑み取った。

　彼が言っているのは、多分他人と己の境界のことだ。

　それがあるからこそ争いが起きるが、それがなしには己の存在さえ保てなくなる。

「うん、不特定多数の記憶を一切の矛盾なく飲み込めるというのは、なかなか常軌を逸しています。僕たちが精神的同一性を保持できるのは記憶が一貫していればこそです。たとえ記憶が欠落しても同一性を保持することはできますが、過剰な記憶を注ぎ込まれて同一性を保持するのはほぼ不可能だ」

「…………ッ」

　まだ世界は溶けたままであったが、それでも自分は瞠目せずにいられなかった。

　今カルマグリフが話している事象を、自分は知っていたからだ。

　記憶飽和。

　エルゴが苦しんでいる現象そのままではないか。

「これは精神力の強弱で耐えられるものではありません。なぜなら、人間にとって精神力の基礎となるものが記憶だからです。元々の記憶が揺らいでしまえば、いかに強靱な精神力でも意味をなくす。だから、もし、そんなことが可能な人間がいるとすれば、それはアトラス院ですら例外中の例外です。他人の記憶を奪うという方向性を持ちながら、他人の記憶を拒絶するほどの自我を確立させない──とんでもなく綱渡りで、危うい存在だけがエーテライトの完全な活用を許されるのでしょう」

　ゆっくりと、世界が形を取り戻してくる。

　そんな中に、言葉だけが飛び込んでくる。

　自分の体に生の実感が吹き込まれて、最初に目に入ったのは、幼いシオンが愕然と立ち尽くす姿であった。

「……ロード・メルアステア。それは」

　と、幼い彼女は呻いていた。

　虫遊びの後で、その罪深さを、初めて自覚させられた子どものような。

　ついに砂漠を横断して、激しい飢えに耐えられずかぶりついた肉が、人間のそれだったと知った戦士のような。

「おや、シオンさんは考えたことがなかったのですか？　だってそうでしょう。アトラス院の中でも、シオン・エルトナムが特別でありえた理由。わずか数年で時計塔の君主ロードの耳に入るまでの、卓越した業績を上げた理由。それは僕だって考えますよ。せっかく考えたからには答え合わせもしておきたいのは人情でしょう。うん、元々エルトナム家にとって知識の収奪とはあくまで手段であったはずです。でも、手段のままでは、限界が来てしまう。これはアトラス院──というよりも魔術協会全体がはまりがちな陥穽ですね。決して手段と目的を混同しているわけじゃないが、むしろ転倒してしまったようなモノしか目的を達成できない。だから、そういう意味でシオン・エルトナムという人間は理想的だったんじゃないかと、前から僕は考えていたんですよ。エルトナム家にとって手段でしかなかったものが、シオンという天才においては本質になってしまったんじゃないかと」

　淀みなく、カルマグリフが喋る。

　あまりにも淀みがなさすぎる。

　ほとんど初対面のはずなのに、舌鋒には一切の躊躇も容赦もない。

（……ああ）

　きっと考え続けていた、というのは本当だ。




　──『自己の成した成果は自己にのみ公開する。これがアトラス院の絶対にして唯一の戒律です。アトラス院の兵器を外に持ち出してはならないなどの掟は、結局この派生に過ぎません』

　──『世界の滅びを回避する手段とは、世界を滅ぼす手段とほぼ同義だからですよ』




　あの時、時計塔の君主ロードでありながらアトラス院の掟の所以ゆえんまで看破したように、ロード・メルアステアは他の魔術協会の在り方、その理念と方向性まで知ち悉しつしている。

　時計塔とアトラス院の合同発掘調査で彼が乗り出したのも、決して単なる成り行きではないのだろう。

　そして、シオンはカルマグリフの言葉の波に吞まれたように、震えている。

　茫然と、しかしまるで魂の在処を忘れてしまったかのごとく、まともな表情を喪失してしまっている。

　知っている。

　その表情を、自分はよく知っている。

　師匠によって神秘を解体された魔術師が浮かべる、典型的な表情。

　単に、師匠が好奇心から口を滑らせてしまったときではない。

　意図的に傷つけようとしたとき、のそれだ。

　本当に師匠が怒っているとき。

　相手にしてみれば、一生を懸けてきた神秘が丁寧に切り分けられ、解剖され、腑分けされ、臓物のひとつずつを晒され、それでも許されずにその歴史と意味のひとつずつまでも切り裂かれていったとき。

　陽光の下に引きずり出された吸血鬼にも似た、その表情。

「シオンさん。あなたのそれは、たとえば輪郭だけがあって中身がない自我だ。空っぽなのに見えない境界だけがあるような人格だ。魔術師として理想。錬金術師として至高。手段と目的が転倒しているとしても、よくぞここまで磨き上げた、ここまで削り飛ばしただなんて、勝手に感心していました。だからずっと興味があったんですよ。たとえるならば透明体とでも評するしかないあなたの状態を、アトラス院やエルトナム家ではどのように捉えているのか。ええ、現在のアトラス院の院長はあなたを養女にしているそうですが、やはりその本質を愛したからなのでしょうか。だったら、あなたの在り方こそはエルトナムが目指した極地なのでしょうか」

「……それ……は」

　シオンが停止する。

　ひどく不穏な停止であった。

　物理的なことではなく、心の内側に亀裂が入ったかのような硬直。

　ようやく、自分の体に温もりが戻ってきた。

「カルマグリフさん、今のは──」

　言いかけたところで、凛が前に出たのだ。

　魔術的な瞑想などに長けているためか、彼女は記憶の注入で自分ほどの衝撃を受けなかったらしい。そういえば、師匠も一瞬たたらを踏んだだけだったので、これは魔術の技量と関係なく、自分の苦手な要素だったのかもしれない。

「カルマグリフ先生」

　まっすぐ、凛が言った。

「今の話は、どうしても必要なことですか」

「必要でなければいけませんか」

「わたしも他人のことを言えた柄じゃないですし、必要ならどれだけ争っても構わないとは思ってますが、それは覚悟があるならのことです。今、先生がそういう覚悟で話してらっしゃるのか、と問うています」

　自分は、シオンという少女と、まともに言葉を交わしたことはない。

　しかし、今のカルマグリフの台詞が、安易に踏み込んではならない領域のものだ、ということは否応なく理解させられた。

　これでは、一体どちらが略奪公なのか。

　確か、師匠のファンのようなものと言っていた──もはやこれが自分自身の記憶かエーテライトに与えられた別の誰かの記憶かも考えなければ分からない──のが、ここまで徹底しているとは、考えもしなかった。

「なるほど、これは失礼しました。シオンさんにも凛さんにも」

　と、カルマグリフが身をかがめて謝罪した。

　謝罪自体は極めて真摯に思えるのが、また不気味であった。

　それから、師匠へと向き直った。

「では、ロード・エルメロイⅡ世」

　と、呼びかける。

「僕の不見識で不快にさせてしまいましたが、全員の情報共有は終わったようです。あなたの推理を聞かせていただけますか」

「いえ、まずはあなたの推理を最後まで傾聴させていただきたい。私の仮説はその後に話させていただきましょう」

「そういうことでしたら」

　にこやかに、カルマグリフがもう一度口を開いた。

　ゆっくりと首を回して、全員を視界におさめつつ、言葉が続けられる。

「先ほど話したように、今回の僕はいつやったかホウェンダニットに目をつけました。まあ、エルメロイⅡ世の猿真似のようなものなのですが、これは許してほしい」

　ニコリと笑って、こう続ける。

「この最深部で密室の仕掛けに関係しているのは、アレクサンドリア大図書館の建設時と三年前の二回である、と話しました。建設時の前提については話しましたので、今度は三年前の前提に行きましょう。これもみなさんご存知かと思いますが、サイファという錬金術師が、アレクサンドリア大図書館を探索しようとした理由ですね」

　その話し方まで、師匠を彷彿とさせた。

　カルマグリフという魔術師は、どこまでも師匠に似ている。

　いや、違う。

　似ているのではなく、カルマグリフが似せているのだ。

　本質による相似ではなく、意図による相似。

　だけど、それはどうして？

　心の内から湧き上がる疑問には、恐怖に似た色がついていた。

「これはエルメロイⅡ世の弟子──エルゴさんに絡んだ古代の実験のためと思われます。この実験には彷徨海の魔術師、山嶺法廷の仙人、アトラス院の錬金術師が参加していましたが、このアトラス院の錬金術師とはつまりクルドリス家の先祖にあたるからです」

　エルゴの実験について、カルマグリフが語る。

「これがいかなる実験であったかも、繰り返す必要はないですね。アレクサンドリア大図書館で、エルゴさんに神を喰らわせる実験であったらしいことは、すでにジョゼッペさんとクォートさんにも話しました」

「いまだに信じ難いですけどねえ。いやはや、実はアメリカ大統領はすでにＵＦＯと第一種接近遭遇していたぐらいの気分ですよ」

「確かに聞いた。神代で彷徨海と山嶺法廷まで関わるなら、なくはないだろう」

　それぞれに、感想を口にする。

　彼らにとっては寝耳に水──いっそ荒唐無稽に思える話だったろう。

　正直、自分だって、まだまともに受け入れられたわけではない。ここ一ヶ月のシンガポールや日本で起こった出来事は、あの時計塔で魔術を身近に感じてきた自分にしたところで、あまりにも常識はずれのイベントすぎたのだ。

「待ってほしい」

　ラティオが、口を挟んだ。

「サイファがアレクサンドリア大図書館に挑んだ理由はその通りだが、あいつがこの管理部まで手を出せたとは考えにくい。我々だって最深部まで来るのには相当な無理を重ねたんだ。なのに、ファラオの棺の内側まで仕掛けを施すのは、いくらサイファの能力が群を抜いていたとはいえ不可能じゃないか」

「ええ、無理でしょうね。僕もサイファさんが関係してるとは言いましたが、サイファさんが盗んだとは思ってません」

　あっさり、カルマグリフが認めた。

「ですが、そもそも、このアレクサンドリア大図書館自体に、複数の矛盾する命令が仕込まれていたなら、どうですか」

「矛盾する命令？」

　すると、カルマグリフはその視線を機械仕掛けの鳥へと向けた。

「生前のプトレマイオスの行動について、再現体のあなたはすべてを記憶しているわけではないのでしょう」

「……ああ。そうだ」

　不服そうに、プトレマイオスが認める。

「わざわざ記憶を消した理由は、アトラス院に対する守秘義務……もあったでしょうが、実のところそれだけじゃあない、と僕は考えています。アレクサンドリア大図書館の技術であなたが再現されている以上、ここの記憶が残っていては、アトラス院に検閲されてしまうからです」

　検閲。

　突然、妙な言葉が出てきた。

　師匠はますます眉間の皺をきつくする。カルマグリフの推理が、師匠のものと一致しているからか、それともかけ離れているからか。

「どういう、ことですか……」

「このアレクサンドリア大図書館には、三つの思惑が絡み合っていたからです」

　平然と、カルマグリフはそんなことを断言したのであった。
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「三つの思惑、だと」

　ラティオが呟いた。

　それに対して、カルマグリフは一瞬瞼を閉じた。

「全部ご存じのはずですよ」

　と、囁く。

　三本の指を、のんびりと持ち上げた。

「ひとつは、プトレマイオス一世。

　ひとつは、このアレクサンドリア大図書館を建設したアトラス院の分派。

　ひとつは、エルゴの実験を行った三人の魔術師たちです」

　確かに、ここまで聞いた人物たちばかりだ。

　ついプトレマイオスと三人の魔術師ばかりに気が行ってしまったが、アレクサンドリア大図書館をつくった分派についても、はじめの頃から時々話されてはいた。

「この三つにはそれぞれの特徴があります。

　プトレマイオス一世はほとんど錬金術は使えないが、陰謀や交渉を得意としている。

　アトラス院の分派はもちろん錬金術を使えるが、性質上陰謀はおそらく苦手で、三人の魔術師が何をやっているかまでは知らなかったでしょう。

　エルゴの実験を行った三人の魔術師たちは魔術も錬金術も超一流、陰謀もそれなりでしょうが、この実験についてはなるべく秘密裏に進めておきたかったはずです」

　なんとなく、師匠がよく遊ぶゲームのようだと自分は思った。

　キャラクターのステータス画面で、スキルや相性が表示されるタイプ。




　プトレマイオス一世　　錬金術×　陰謀○

　アトラス院の分派　　　錬金術○　陰謀×

　三人の魔術師たち　　　錬金術○　陰謀○




　こんな感じになるだろうか。

　一見、三人の魔術師たちが一方的に有利に思えるが、アレクサンドリア大図書館をつくりあげたのがアトラス院の分派であり、その近くの首都をおさえた王がプトレマイオスであることを考えると、それぞれに強みのある状態だろう。

「だから、アトラス院の分派に、生前のプトレマイオスはこんな感じで説明したんでしょう。資材を提供する代わりに、アレクサンドリア大図書館の技術を利用させろとね。これは噓じゃない。しかし、エルゴの実験については最低限しか伝えなかったはずです。これはエルゴさんの実験の区画が、第三層でも完全に独立していたことから推測できます」

「鳥のプトレマイオスさんも、そんなことを」

「ああ、言ってたな」

　ラティオが、機械仕掛けの鳥を振り返る。

　あの区画を見つけた時、プトレマイオスはこう言ったのだ。




　──『この部屋だけ、大図書館とは独立して系統を組まれてるらしい。まあ見てろ。今、吾あが息を吹き返させてやるサ』




「まとめると、想像できる順番としてはこうです。生前のプトレマイオスがアトラス院の分派と協力して、アレクサンドリア大図書館を作り上げた。

　その後、三人の魔術師たちが実験のためにプトレマイオスへ話を持ちかけたんですよ。で、三人の魔術師とプトレマイオスが信用しあってなかったのはお分かりかと思います。なにしろプトレマイオスに至っては、背中を預けた戦友同士で殺し合ったディアドコイ戦争の真っ只中ですからね」

　カルマグリフの語りは、極めて整然としている。

　実際、生前のプトレマイオスが、エルゴを作った魔術師たちに全幅の信頼をおいていたとは考え難かった。そもそも、三人の魔術師にしてからが、最終的には成功作であるエルゴを奪い合うつもりだったのだから。

「ここでようやくホワイダニットが問われます。ええ、神を喰らわせる実験において、三人の魔術師とプトレマイオスが何を考えていたか、ですね」

　髪に隠れた目からは、彼がどれほどの企みを秘めているのか、見通せない。

　天井の赤い篝火に照らされながら、カルマグリフはこちらへと問うた。

「じゃあグレイさん、生前のプトレマイオスはどんな目的を持っていたと思いますか？　あ、彼の最終的な真意じゃなくて、とりあえず何をしようとしてたか、だけで結構です」

「え、それは……」

　口ごもる。

　何をしようとしていたか。

「それは……今回、エルゴさんを攫うように、再現体の自分自身に指令を出していたわけですから……エルゴさんに自分の棺に来てほしかった、ですか？」

「そう、そこは確実ですよね」

　合格マークをつけるみたいに、カルマグリフが人差し指と親指で○の形をつくる。

「エルゴさんを最深部に誘導しようとした。しかもあの実験室ではなく、自分自身の棺へ招こうとした。ということは、三人の魔術師とも関係ない行動だと推測できます。そうすると、生前のプトレマイオスはエルゴさんがこうして戻ってくることを予期していたことになる。つまり、神喰らいの実験によって、何らかの形でアレクサンドロス四世を復活させることが、プトレマイオスの目的だったんじゃないでしょうか」

　カルマグリフの言葉に、誰も反論しなかった。

　うすうすは、みんな感じ取っていたことだろう。

　生前のプトレマイオスは、神喰らいの実験によって、アレクサンドロス四世を復活させたかったのではないかと。

「いかがですか、プトレマイオス」

　カルマグリフが、機械仕掛けの鳥を見やる。

「吾あがそんなことを考えた可能性は高かろうナ」

「だったら、神喰らいの実験が最後まで進行してしまうと、生前のプトレマイオスは目的が達成されない。なぜなら、その先は三人の魔術師によるエルゴさんの奪い合いになるからです」

　エルゴの奪い合いと言われて、自分は小さく息を詰めた。

「……あなたは、その話まで知っていたんですか」

「ははは、大体想像つくでしょう？　エルメロイⅡ世は十分派手な動きをしてらっしゃいましたから」

　当たり前のように、カルマグリフが言う。

　実際派手な動きには間違いなかったので、こちらも抗弁しようがない。

「それこそ時計塔でもよくあることです。実験が成功するまでは全員協力するが、いざ成功してしまえば、そこからは戦争。義理も情けもあったものじゃないですが、皆さん魔術師ですから、そんなものは最初から持ってないですしね。

　さて、そうなると、プトレマイオスは何をしたのでしょう。まず、神喰らいの実験を途中で妨害するといっても、八割がた、いえ九割九分は完成した時点でなければ、アレクサンドロス四世が復活しえない。

　神喰らいやエルゴさんの様子を考えると、どうも死者蘇生とは異なるようですが、どのみち一度死んだものが起き上がるのにはそれだけの時間とリソースが必要になります。だから、プトレマイオスは必要なだけ実験が進行した段階で、罠が発動するように準備していたはずです。……たとえば、三人の魔術師あるいはその末裔が、再び実験室に現れたときとか」

　ちら、とカルマグリフがラティオを見やる。

「どうですか？　三年前のサイファさんはあの実験室までは到達したのでは？」

「……そうだ」

　と、ラティオが認めた。

　赤い篝火の光に、蒼い髪が揺れた。

「あの実験室のデータには、サイファが読み取った痕跡が残っていた」

「ああ、やっぱり」

　と、嬉しそうにカルマグリフが唇をほころばせる。

「サイファさんは実験室のデータを手に入れてしまった。そのときには、おそらく、まだこのアレクサンドリア大図書館にエルゴさんもいたんですよ」

「まだ、エルゴがいた？」

　鸚鵡返しに言って、自分はその状況を想像した。

　あの区画で、エルゴが神を喰らったのだという。

　しかし、神を喰らった後のエルゴについては、触れられてなかった。

　ずっと、あそこにいたのだとすれば？

「エルゴさんの話を知った時から考えていたんですけどね。エルゴさんの喰らった神には、海の神の要素が共通しているんじゃないでしょうか。どうですか、エルメロイⅡ世」

「……ああ、私も確かにそう考えている」

　師匠が答える。

　満足そうに、カルマグリフが微笑した。

「だったら、海底につくられたもうひとつのアレクサンドリア大図書館に、三人の魔術師が目をつけたのは当然だったんでしょう。海の要素エレメントで馴染ませることにより、彼が喰らった神は少しずつ消化されていった。神のカケラとはいえ、たかが人間が喰らおうというのです。二千年以上かかったところで、まったく不思議はないでしょう」

　時間のスケールに、自分は圧倒されていた。

　同時に、納得もさせられてしまった。

　悠久の海と、久遠の時間。

　たかが人間が神を喰らうというならば、それぐらいは必要だろう。

「孫悟空──孫行者の逸話にもこうあります。永遠の命を授ける蟠桃と金丹を彼は勝手に喰らい、結果として老子によって八卦炉に四十九日間投げ込まれた。これは蟠桃と金丹を喰らった孫行者への罰として知られる物語ですが、魔術的に見れば意味は異なります。つまりそれは思想魔術における錬丹術で、不老不死たる神の秘薬を、体に馴染ませる作業そのものだからです」

　思想魔術。

　ムシキや白若瓏バイ・ルォロンが扱う魔術がそれではなかったか。

「かの行者が辿った旅は、そのまま錬丹術の秘奥へと通じる。それは系統の違いこそあれ、おおよその魔術にとって神話とは基盤そのものだからです。うん、エルゴさんの喰らった神の一柱って孫行者なんじゃないですか？」

「…………」

　今度は、師匠は答えない。

　しかし、他にも情報があったとはいえ、エルゴに喰らわれた神をこうも容易く看破するとは。

「八卦炉の四十九日に対して、この実験は二千年。もともと八卦炉とは、世界を表す八卦がすべて凝集した場所、時空が凝縮された空間です。四十九日というのも同様ですね。たとえば仏教ブッディズムで四十九日法要が行われるのは、亡くなった人間に最終的な判決が行われるまでの時間が──人間の魂が転生するまでに必要な時間が、聖なる数字の七に七を掛けたものと考えられているからです。こうして考えると二千年というのはもっと卑近な概念と思われます。つまり神代の魔術の終わりである紀元前から、現代の魔術の終わりである現代までを、必要としたのです。四十九日が概念的な『ひとつの時代セカイが終わるまでの時間』なら、三人の魔術師は本当に『ひとつの時代セカイが終わるまでの時間』を使ったんでしょう」

　本当に、師匠が講義をしているかのようだ。

　時代セカイが終わるまでの時間。

　あの実験室で、師匠も似たことを口にしていた。

　紀元前、三人の魔術師がエルゴに行ったのは、人類の世界と神話そのものを利用した、超ちょう抜ばつ級の大儀式魔術だ、と。

　大釜を連想した。

　時間も、時代も、神様も、何もかもがひとつの大釜に煮詰められていく。

　もはや見分けすらもつかぬほどに、すべてが渾然一体となってしまう。

「まるで、神様こそが、時間そのものみたい……」

「おっと君、とんでもないことを言いますね」

　カルマグリフが、こちらに鋭い目を向けていた。

「えっ」

「エルメロイⅡ世、この内弟子さん、もらえません？　考古学科メルアステアで一度みっちり鍛えてみたいんですが」

「謹んでお断りする。彼女は私の生命線だ」

「あ、その、えっと」

　突然の勧誘と拒絶に混乱する。

　ついで、顔が火照るのを感じた。

　いたたまれなくて、後ろ手に自分の指を絡ませてしまう。あまりにもあまりだ。横暴すぎる。この人は、どうしてこういう不意打ちを突然やってくるのか。略奪公なんて言われるのも、当然じゃなかろうか。

「私も、カルマグリフ様にはいささか勿体無いと思いますよ」

「おっと、ひどいなティカ！」

　助手の指摘に大袈裟に憤慨してから、カルマグリフが視線を元に戻した。

「うっかり脱線してしまいましたが、さっきの話の続きを。とはいえ、ここからは大して難しい話じゃあない。結局、このアレクサンドリア大図書館で何が起こっていたのかを考えれば、割と簡単に想像できてしまいます。だって、三年前にサイファさんはアレクサンドリアの海で溺れていたんでしょう？」

「……ああ」

　ラティオが肯定する。

　それを確認してから、カルマグリフはこう続けた。

「だったら、生前のプトレマイオスが仕掛けた罠とはこうです。三人の魔術師もしくはその末裔が再び実験室へ現れたとき、つまりは十分に実験が進展したと考えられた段階で、エルゴさんを乗せたポッドを実験室から海底に排出してしまう──そういうものだったんですよ」

「エルゴさんを、海底に排出?!」

　その想像はしていなかった。

　だが、言われてみると、しっくりくる。

　初めて聞いたときは、どうしてアトラス院の錬金術師が溺れたりするのかと疑問に思ったが、それは……。

「そう、どうして深海のアレクサンドリア大図書館を調査していたサイファさんが、海で見つかったか。答えは簡単。エルゴさんのポッドを排出する際に、サイファさんの体が巻き込まれたというだけなんでしょう」

「でも、アトラス院の錬金術師なんでしょう？　水に巻き込まれたぐらいで」

「いえ、水だけじゃありませんわね」

　自分の疑問を、ルヴィアが制止する。

「あの時、突然番人たちが暴走スタンピードしたのって、あれは……」

「ビンゴ！　そこですよ、ミス・エーデルフェルト！」

　カルマグリフが、パチンと指を鳴らす。

「そう、あれです。明らかにアレクサンドリア大図書館の保護を無視して、番人たちが暴走していたでしょう。あれも三人の魔術師に対する、生前のプトレマイオスの罠だったとすれば話が通ります。彷徨海や山嶺法廷の仙人の戦力を考えれば、殺すまでいけるとは限りませんが、少なくとも足止めぐらいはした上で、エルゴさんを安全に排出できると考えたんでしょう」

　確かに、辻褄が合う。

　サイファが溺死した理由に加え、エルゴを乗せたポッドが海底を漂流していた事実とも符合する。番人たちが暴走したタイミングも、ラティオが実験室のデータを無理やりハッキングしようとしたときだった。

　しかも、サイファも同じデータに介入したと、ラティオは言っていたではないか。

　ぞくぞくと、背筋に冷たいものが走るのを感じた。

　隣から、エルゴがたまりかねたように口を開く。

「じゃあ、二重の密室はどういうことなんですか」

「うん、エルゴさんは面白い見方をしてましたよね。ファラオの棺からセキュリティキーが盗まれたのは、二重もしくは三重の密室じゃないかって。あの視点は僕にはなかったです。あんまりにも意味がなくて、だからこそ僕も、意味のないことこそが本質なんじゃないかって確信できたんですよ」

「意味のないことが、本質？」

「さっきのはすべて、プトレマイオスさんによる仕掛けです。でも、生前のプトレマイオスは錬金術師というわけではない。おそらく交渉によってセキュリティキーを自分の心臓に設定したのでしょうが、だからといってアレクサンドリア大図書館の番人を暴走させるのは正規の手段じゃ難しいでしょう。じゃあ、一体どんな方法で、これらの罠を仕掛けたのでしょうか」

「正規じゃ、ない」

　今度は、機械仕掛けの鳥が、小さく唸りをあげた。

「そうか、誤動作か……！」

「はい。そういうことだと考えます」

　カルマグリフがうなずいた。

「コンピュータのプログラムをつくるのはプログラマーの仕事ですが、必ずしもエラーチェックはそうじゃありません。ゲームのデバッグが最後は総当たりになるようなものですね。レースゲームで特定の操作をすると異次元に飛び込んでしまったり、格闘ゲームでひたすら画面端でジャンプしていたら体がめりこんでしまうような部類だと言えば、エルメロイⅡ世にはお分かりでしょうか」

「……分かるとも」

　どこか醒めた口調で答えた師匠に、カルマグリフは続けた。

「ルールの中で、錬金術師ならざる生前のプトレマイオスが最も効率的に罠を仕込める方法──それがエラーだったんです。多分、セキュリティキーからいくつかの矛盾する命令を送ってるんでしょう。組み合わせによって、番人や大図書館の一部機能が致命的なエラーを引き起こす。このパターンを調べるために、生前のプトレマイオスは相当な時間を使ったでしょうが、まあなにしろ彼はディアドコイ戦争を生き抜いて、天寿を全うしたぐらいですからね」

「……つまり、セキュリティキーを奪われたのは、エラーを引き起こすための手段というわけか。ロード・メルアステア」

「さすが理解が早いですね。生前のプトレマイオスが見つけた方法のひとつが、セキュリティキーを盗まれることだったんでしょう。現代のコンピュータでも、停止や起動の瞬間は狙われがちですからね」

　理屈は分かる。

　だが、どうやって？

　カルマグリフの言った通り、プトレマイオスは錬金術師ではないのに？

「具体的な手段については、ログさんが第二層へ侵入したときに、何が起こったかを考えれば分かります」

　カルマグリフの言葉に、数秒考えて、答えに行き当たる。

「アレクサンドリア大図書館の閉鎖……」

「ええ、これはアレクサンドリア大図書館が遺失物ロストナンバーとなって以降、余計な人間をいれないための常套手段だったんでしょう。おそらく、アトラス院の分派に話して特別につくってもらった不正動作だったんです。だって、アトラス院本部の掟では『自己の研究成果は自己にのみ公開する』わけですから、当時の研究のコピーを大量に登録してるアレクサンドリア大図書館なんて、どう考えても危険物です。アトラス院本部に破壊される可能性は十分にあったでしょう。このことはログさんも話していたんじゃないですか」

「あっ」

　思わず、声に出てしまった。

　言っていた。

　ばかりか、師匠にも問い詰められていた。




　──『この発掘調査は、どこまでアトラス院の許可を得ているものですか』




　その問いに対して、ログは他人の研究を探ることは必ずしも禁じられていない、と答えた。それでもグレーゾーンではあるので、正式な審査で否決される前に終わらせるべく、急いでいるのだと。

　同じようなことを、二千三百年前にアレクサンドリア大図書館をつくった者たちも考えていたら？

「まさか……！」

　シオンが、大きく目を剝いて、こう漏らしたのだ。

「まさか……あの密室は言い訳だった……ということなんですか……！」

「生前のプトレマイオスが、アトラス院の分派に吹き込んだのはそういうことだったんじゃないでしょうか。アトラス院の本部がこのアレクサンドリア大図書館に押し入ってきても、セキュリティキーが盗まれて閉鎖してしまった、と言えば逃れられる。うん、これは大変ずる賢い方法ですが、現代でも十分通用します。というか時計塔でも似たような話をよく聞くやつです」

　茫然としてしまった。

　自分たちがこれほどに振り回されたファラオの心臓盗難事件が、よもや二千三百年前に用意された言い訳であったとは。

　意味がないことが本質とは、まさにそうだ。

　言い訳なんだから、意味などあるわけがない。

　途轍もなく大きなスケールと、自分たちのすぐ近くでも起きるような卑近さとがないまぜになって、すぐには理解しがたいほどだった。

「そして、もうひとつが本命です。生前のプトレマイオスはこの方法で別のトリックも完成させていた。僕としては、神代の時代に生まれたプトレマイオスが、こういう機械的なトリックを考えついたことに感心していますよ」

「機械的なトリックぅ？」

　凛が渋面をつくった。

　彼女にとっては、苦手分野だったかもしれない。

　苦笑したカルマグリフが、スーツの肩をすくめる。

「番人の暴走ですよ。実験室を調べると番人たちが暴走する罠だった、というのは話しました。あの実験室は完全に大図書館のシステムから独立していたわけですから、言ってみれば、体の中にない内臓を触られるようなものです。本来ならば番人たちも管理部によって統制されているはずですが、状況的にセキュリティキーは盗まれたという設定になっており、管理部とは接続できません。この状況下で負荷がかかれば、番人たちも致命的なエラーを起こすと思いませんか？」

「負荷による、エラー……」

　また、思い出した。

　番人たちの暴走について、師匠が漏らした言葉だ。




　──『ある種のバッタが個体群密度によって相変異し、体の大きさや攻撃性まで変化させるようなものか』




　ひょっとしたら。

　ひょっとしたら、プトレマイオスがそんなエラーを思いついたのは、飛蝗ばったの相変異からだったんじゃなかろうか。

「多分、暴走についてプトレマイオスがやったのは、完全独立しているはずの実験室のデータに触れられた時、禁書庫の番人たちにその情報を流し、エルゴさんのポッドを海中に排出する、というそれだけだったんでしょう。それだけなら彼にもできたでしょうし、アレクサンドリア大図書館を作った錬金術師たちにも露見しなかった」

「…………」

　とことん、今回の推理は異質だ。

　ホワイダニットから迫っているのは師匠と変わらないのに、いつもの魔術に迫る時とはまったく違う。

　中心となっているのが、アトラス院の錬金術だからか。

　あるいは、推理しているのがカルマグリフだからか。

「そして、それだけで、彼は目的を遂げたんです」

　パチパチ、と考古学科の君主ロードが拍手をした。

　乾いた拍手が、天井の篝火を揺らした。

　たったひとりの拍手が、空間のすべてを埋め尽くしてしまうようであった。

「だけど、待ってください。そんなのおかしいでしょう」

　シオンが、やっと言葉を紡ぐ。

　幼い横顔は、今や青白く、血の気を失っていた。

「アレクサンドリア大図書館を作った錬金術師だって、馬鹿じゃない。プトレマイオスが専横を働かないかチェックするぐらいの機構は作るはずです」

　それはそうだ。

　プトレマイオスにセキュリティキーを委ねる以上、まともな神経があれば、そのチェックぐらいは考えるだろう。でなければ、それこそアトラス院の叡智が何もかも流出してしまうのだから。

「そうですね。ですが、その判断をするのも機械でしょう？　管理部のセキュリティキーが引き抜かれた。その間に番人たちが暴走した。しかしさっきの管理部には誰も入った形跡がないんです。なにしろ密室ですからね。やがて、セキュリティキーが元に戻ったとして、機械は通常どういう判断をします？」

「っ……」

　シオンが、唾を飲み込む。

「そんなことは、ありえない」

「その通りです。機械ですからね。ありえないことが起こったのなら、それは単なるミスとして無視するしかない。人間のように、密室の意味を追求する無駄がないのです。彼らにとって密室なんか意味がないのだから、無視してしまうしかできないのです」

「あ……あ……」

　意味がない。

　その言葉が、寒風のように体に染み渡った。

「ここでも、意味のなさが、意味を持つんですよ。人間と機械の双方に仕掛けられた無意味さです。無意味というホワイダニット、と言ってもいい」

　スーツの両手を広げ、歌うように、カルマグリフが言う。

「なぜセキュリティキーが盗まれたか。無意味な言い訳のために。

　なぜ番人たちは暴走したのか。無意味なはずの負荷によって。

　なぜ機械は無視したのか。無意味な密室を理解できないから」

　一拍おいて、君主ロードが結論する。

「なぜ密室をつくったのか。三重の無意味さをつくるために」

　密室のホワイダニットが、完成する。

　言い訳のための密室。

　番人を暴走させるための密室。

　最後に、すべてを無視させるための、密室。

　ある意味でフーダニットもハウダニットも関係ない、純粋なホワイダニットによる密室と、言えたかもしれない。三重の密室ではなく三重の無意味。

　しん、と全員が黙り込んだ。

　部屋の奥の紫電だけが、怪物の哀しい鳴き声のように、音を立てていた。

「一応付け加えておくと、プトレマイオスにも誤算はあったのだと思います」

　と、カルマグリフが囁く。

「エルゴさんは排出されたとき、まだ完成していなかった。ひとつの時代に等しい時間をかけた実験ですが──おそらく、それだけでは完成しなかったんですよ。生前のプトレマイオスが再現体に指令を下していたのも、そういう場合のための保険だったんじゃないでしょうか」

　だから、そこから三年間、エルゴを乗せたポッドは世界の海を放浪していたのか。

　海底を漂流することによって、エルゴの最後のピースは埋められたのか。

　丁寧に、カルマグリフが一礼する。

「ははは、こういうの初めてですからね。お聞き苦しかったかと思います。どうもつたない推理をご清聴いただき、ありがとうございます」

「……じゃあ、カルマグリフ先生。セキュリティキーは今どこにあるって言いますの？」

　ルヴィアが訊くと、カルマグリフは小さくうなずいた。

「今回の合同発掘調査団に、セキュリティキーを盗んだ犯人なんていない。というか生前のプトレマイオスなんでしょう。こいつは日本の狂言というやつです。最初から最後まですべて噓。つまり、その棺の中に、まだセキュリティキーがあるままでしょう」

「……犯人なんて、いない？」

　茫然と、自分は繰り返してしまう。

　本当に？

　本当に、そうなのだろうか。

　カルマグリフの言葉には説得力があった。

　しかし、自分のどこかで、その推理に納得できていない。

「さあ、エルゴさん、どうぞ」

　と、カルマグリフが紫電の嵐を示した。

「生前のプトレマイオスの望みだったわけです。あなたの目的も、その中にあるんでしょう。もう悩むことなんてないはずです。……さあ」

　声に押されるように、エルゴの背中に幻手が実体化した。

　初めて見るジョゼッペとクォートが目を見開き、カルマグリフも楽しげに口元を歪めた。

　紫電の嵐へ、再び幻手が近づいていく。

「待て」

　と、それを鋭い声が制止した。

　赤毛の若者を庇うように、黒くて長い髪が流れた。

「そろそろ、私が話してもかまわないな。ロード・メルアステア」

　師匠は、ひどく静かに口にしたのであった。
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　魔術師ふたりが、向かい合った。

　かたや、ロード・メルアステア。

　考古学と鉱石、時計塔にてふたつの学科を担う君主ロード。

　かたや、ロード・エルメロイⅡ世。

　現代魔術科を率いて、この旅では神の名を問うてきた自分の師。

　互いに、魔術師の王と呼ぶべき存在であった。

（そういえば、初めてかも……）

　自分は、不思議な感慨を覚えていた。

　今までも、ほかの君主ロードと対立したことはあった。

　しかし、このように正面から向かい合うことは、ほとんどなかったのだ。

「もちろん。あなたの言葉を待ちかねてましたよ、ロード・エルメロイⅡ世」

　カルマグリフの表情は、その台詞通り、何年ぶりかに親友でも迎えたとしか思えないものであった。

　篝火の赤い光と紫電の蒼い光が、半分ずつ彼を照らしている。

　髪に隠された目元は見えず、ただ揺らめく二種の光だけが、カルマグリフという存在を塗りつぶしている。

　師匠は、変わらぬ陰鬱さを滲ませたまま、口を開いた。

「まず、根幹に破綻がある。わざと無視しただろう、ロード・メルアステア」

「何のことです？」

「私の猿真似と言いながら、あなたは肝心のホワイダニットを答えていない。生前のプトレマイオスが本当は何を求めていたのか、そこを無視したままで、結論を出すなどありえない」

「……無視したわけじゃなかったんですが、まあそこはなんとなくでもアリかなって思ったんですよね」

　照れたように、カルマグリフが髪を搔く。

「少なくとも、アレクサンドロス四世を蘇らせようとした、という途中までの目的は明らかだったわけです。プトレマイオスのせいでアレクサンドロス四世が死んだとも言える以上、贖罪というのもありえるだろうと」

「その程度の理由でいいのなら、プトレマイオスが復活させるのは、アレクサンドロス四世じゃない」

　師匠が、まっすぐに言う。

「イスカンダルその人だ。なにしろ、プトレマイオス一世はイスカンダルの遺体を手に入れていたんだから。違いますか、ファラオ・プトレマイオス」

「まあ、順番的にはそうだナ。イスカンダルの小僧めが蘇ったならば、ディアドコイ戦争なんぞ一瞬で終了したろうサ。まあ、吾あが求めたようになったとは思えないが」

　機械仕掛けの鳥が言う。

「あと、贖罪はない。この時代は違うようだが、吾あの時代では、さまざまな運命に人の命が引きずられるのは当然だった。生前の吾あの行動で、若君に申し訳ないとは思っても、だから蘇らせようなんて考えるほど神経が細いことはありえないサ」

「おっと、これは失点でした」

　素直に、カルマグリフが謝罪する。

「ロード・メルアステア」

　改めて、師匠が言った。

「あなたの推理には、今話さなかった、本当のプトレマイオスのホワイダニットがあるのでは？」

「……む」

　一瞬困ったような気配を漂わせてから、カルマグリフは口を開いた。

「実はあります。ですが、いささか飛躍すると思ったんで、恥ずかしくて……」

「それこそ今更だ。ファラオの密室殺人事件のトリックを、二千三百年も昔の茶番だなんて喝破しておいて飛躍も何もないだろう。それに、ここまで推理を聞けば、あなたの考えたホワイダニットは見当がつく。プトレマイオスが何を成したか、三人の魔術師が神を喰らったこととどう関係しているかと重ね合わせれば、自然と答えに行き着いてしまう」

「おや」

「神話の再構築」

　短く、師匠は断言した。

　その話は、この最深部に行き着く前にもしていた。

　プトレマイオスという英雄がやったことは、つまり征服王イスカンダルを中心とした神話の再構築であると。

　ゼウスの息子であると謳われたイスカンダルを、そのままアメン・ラーの息子でもあると喧伝することで、彼は新しい神話をつくりあげた。

「神話の再構築をそのままひとつの術式にしてしまう──これはつまり、我々時計塔が言うところの魔術基盤の構築です。カバラやルーン魔術といった、まるまるひとつの魔術体系をつくりあげてしまうことに等しい。

　あなたならよくご存じでしょう。一度途絶えた魔術基盤であるルーン魔術の復興と、ありえない人形の開発によって、人形師・蒼崎橙子は冠位グランドになることを認められました。この場合は復興ですらない。原型になるギリシャ神話とエジプト神話があるとはいえ、魔術基盤をほぼゼロからつくりあげる偉業です」

　師匠の言葉は、音もなく燃える炎のようだった。

　現代の魔術において、間違いなく最高峰たる蒼崎橙子の偉業。

　冠位人形師である彼女がおそらくほぼひとりで成しただろう功績と、生前のプトレマイオスが大国の資産と賢者たちを結集してなしたそれは単純に比較できるものではないが、だからこそ双方の凄まじさが身にしみて理解できた。

　たとえばそれは、原爆の設計図をつくりあげた学者と、実際につくりあげた国家のようなものだ。

　他人からすれば、いずれも等しく、ただ恐ろしい。

「もしも、それほどの偉業を魔術体系ですらなく、たったひとつ、たった一度の術式のために構築したとしたら？」

　言葉に秘められた炎が、今度は骨まで凍てつかせる冷気と化す。

　神喰らい。

　エルゴに与えられた術式の意味が、解体されていく。

「それは、万里の長城を夷い狄てきの撃退のためではなく、たったひとりの美姫に捧げるためにつくりあげるとか、そういう類のほら話だ。だが、ほら話を本気でカタチにすることこそ、神秘の本懐とも言える。不可能を可能にできぬ神秘など豚の餌にしてしまえばいい……とは私は思わないが、そのように訴えてきた筋金入りの魔術師ならば驚喜するだろう。少なくとも、プトレマイオスたちの目的はそうだったのではないかと、あなたはこの推理の中で考えたはずだ」

「はは、他人に見抜かれると、やはり恥ずかしい。そうです、おおむねそういうことを考えていました」

　と、カルマグリフが認める。

　うなじのあたりを照れるように搔いて、師匠の質問に答える。

「それならば、神を喰らうのがイスカンダルでない理由もはっきりするでしょう？　征服王イスカンダルではもはや神に成ってしまう。それだけの個性がこの星に刻まれてしまっている。そしてイスカンダルの有力な後継者ディアドコイでは、やはりイスカンダルを起点にしただけの別の物語となってしまう。イスカンダルのもとに再構築された神話の焦点となりえながら、しかし際立った個性を持たない空白こそが肝要なのです」

　カルマグリフの答えに、自分は別の感想を抱いていた。

　先ほどこの君主ロードがシオンに対して言っていたことは、今の発言にひどく似通っていなかったか。




　──『シオンさん。あなたのそれは、たとえば輪郭だけがあって中身がない自我だ。空っぽなのに見えない境界だけがあるような人格だ』




　以前、師匠も似たことを話していた気がした。

　魔術の根源は、本来名前をつけられるようなものではない。

　それでも、あえて言語で形容するのなら『　』とでもなるだろうと。

　だったら、海賊島で拾い上げられたばかりのエルゴもまた、その条件にふさわしかったのではなかろうか。シオンのように才覚と性質によるものではないにせよ、己の失われた過去を知ろうとも思わないほどの無垢と純粋を、当時のエルゴは持ち合わせていた。

　あれこそは、神喰らいにとって必須の条件だったのではないか。

「…………」

　エルゴは、黙って聞いていた。

　もう、赤毛の若者はそうじゃない。

　世界のすべてを明るく笑って受け入れるだけじゃなく、怒ったり悲しんだり、他人を窘めたり、誰かを姉さんなんて呼ぶことにこだわったり……

　自分たちが、変えてしまった。

　ここまでの旅が、若者を成長させてしまった。

「そう、焦点なのです。神話の創生がプトレマイオスの目的だったなら、そこには焦点となる空白の人間が必要です。ゆえに、三人の魔術師とプトレマイオスは手を取り合える。いくら三人の魔術師たちが神代ですら稀な天才たちであっても、プトレマイオスのように俗世に神話を浸透させるような手腕は持たない。ソロモン王を最後に、魔術師本人が王である時代は終わってしまったのですから」

「ああ、私もそう考えた。偉大なる征服王イスカンダルを受け継ぐべき空白に、アレクサンドロス四世という相手はふさわしい。イスカンダルにはほかにも息子がいるが、彼の三つの王位をすべて引き継いだことがあり、しかしその引き継いだことに意味を持てなかったのがアレクサンドロス四世だからだ。

　そしてプトレマイオスという英雄が再構築した神話は、今までの条件にすべて当てはまる。おそらく世界史を通覧してすら、ここまでの偉業を成した人間は少ないだろう。イスカンダルが世界史において一際輝ける星たりえるのも、プトレマイオスという文化の蒐集家なしにはありえないぐらいだ」

　実験室でこの話をしていた時の師匠は、思考だけで困こん憊ぱいしてしまっていた。

　つまり、ここまでの推理に、当時の師匠も辿り着いていたのだろう。

　だったら、やはり最後の結論もカルマグリフと同じ……

「だけど、おかしいんだ、ロード・メルアステア」

　一言で、師匠が切り捨てる。

　再び、空間にただならぬ緊張が漲った。

「……何がおかしいんですか？　エルメロイⅡ世」

「だったら、プトレマイオスは三人の魔術師に黙って仕掛けをする必要がない。全面的に協力していればいいだけだ。アレクサンドリア大図書館を破壊する危険を冒してまで、番人を暴走させる必要性はゼロだろう」

「あ……」

　確かに、論理ロジックではそうなる。

「あなたがプトレマイオスのホワイダニットの核心に踏み込まなかったのは、その核心部分を口にすれば、論理がズレるのが明らかになるからだろう。ひとつずつの行動だけで推理を進めていくのであれば破綻がなくても、行動指針の根幹部分まで辿ってしまうと誤魔化しが難しい。私が指摘しなくても、もう少し時間があれば、アトラス院の錬金術師たちは当然気づいただろう」

「ふうむ。そうすると、まったく見当違いでしたかねえ？」

　悪びれず、カルマグリフが言う。

「いいや、私もおおむねのところは賛成する。プトレマイオスの心臓盗難と密室が、二千三百年前から仕掛けられた狂言であることも、それに三年前サイファが巻き込まれたであろうことも、同じ意見だ」

「おっと、これは嬉しい」

「だが、そこから先は逆に考えるべきだ」

　師匠がゆっくりと歩き出す。

　並み居るアトラス院の錬金術師たちも、遠坂凛やルヴィアといった高位の魔術師たちも、はたまたこの事件の中心というべき規格外の神喰らいたるエルゴも、今だけは神秘性で遥かに劣る師匠の言葉に集中している。

「わざわざ、このような仕掛けを取った以上、プトレマイオスが三人の魔術師を密やかに裏切っていたのは間違いない。問題は、プトレマイオスがどのような意図をもっていたか、そして三人の魔術師だって別に一枚岩ではなかったのではないか、ということだ」

「……三人の、魔術師も？」

　つい、鸚鵡返しになってしまった。

　カルマグリフが行った推理を、再び師匠が丁寧に開け放っていく。

　その時だった。

　もう一度、管理部の扉が開いたのだ。

「やっと、来てくれたか」

　と、師匠が視線をあげる。

　自分も振り返り──心臓が止まるかと思った。

「こういう登場を期待されるのは、魔眼蒐集列車レール・ツェッペリン以来だな、兄上」

「……まさか、ここで全員と落ちあうとは」

　ふたりの影が、赤い篝火に照らされた。

　美しい少女と付き従う水銀メイド、そしてどこか疲れたような壮漢だった。

「なぜ……」

　自分だけではなく、初めてカルマグリフの気配に動揺が混じった。

　アレクサンドリア大図書館・外周部で待っているはずの、ログとライネスであった。
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　管理部に集まった人間たちは、茫然としていた。

　本来、凛やシオンたちを除くメンバーは、時計塔とアトラス院の合同発掘調査団として選ばれたはずだ。

　だから、この管理部で全員が顔を合わせたのは、何より喜ぶべきことのはずなのに……誰の表情にもそんな気配は感じられなかった。

　いや、ライネスだけは愉しげな表情で、師匠に向かって口を開いたのだ。

「私を呼ぶのがずいぶん遅れたな、兄上」

　傲然と胸を張る。

　しなやかな肢体に赤と青の光が流れ、まるで光の国の妖精のようだった。

　こんな状況なのに一瞬見惚れてしまったことは許してほしい。

「……父さん」

　と、ラティオが呟いた。

　そして、隣に佇む壮年の錬金術師──ラティオとサイファの父親であるログ・クルドリス・ハイラムは、険しい面持ちで全員を見やり、こう言ったのだ。

「半信半疑だったんだが、本当にここが管理部らしい」

「どうやって、ここへ？」

　カルマグリフが尋ねた。

「僕は時空泡を解析しました。ミス遠坂たちは盗掘者のルートを使ったらしい。エルメロイⅡ世たちも実験室のデータなどから、ここに至ることは可能でしょう。ですが外周部のあなた方がすぐさまここに来られるほど、禁書庫の探索が楽だったとは思えないのですが」

「私のファンだとか言ったな、ロード・メルアステア」

　カルマグリフを見つめ、師匠が口にした。

「だがな。私も以前からあなたを信じていた」

「……なんですって？」

　一瞬、カルマグリフの反応が遅れた。

「考古学科であるあなたは、扱う範囲の広さから、どうしても現代魔術科との接点が多くなる。だから、いつかあなたが私の前に立ちふさがると、私なりの用意をしていた。ああ、私はどうやっても魔術の腕であなたに敵うまいが、きっと臆病さでだけは一歩先を行く」

「うん、つまり」

　と、ライネスが補足する。

　同じ時計塔に所属する君主ロードを前にして、彼女はひどく魅力的な──いつもの意地悪い顔で、堂々と言い放ったのである。

「闇オークションで、サイファ・クルドリス・ハイラムの遺品の裏コードを落札したのは私だよ、ロード・メルアステア」

「……闇オークション？」

　自分には、初耳の情報だった。

　しかし、

「あーあーあーあー、ここに来る前にクォートとロード・メルアステアが言ってたやつですねえ！　サイファのやつが残した研究成果が闇オークションにあげられてたとか！」

　ジョゼッペが、まるまっちい指を交差しながら言った。

　自分が知らないだけで、彼らにとっては周知の話だったのか。

　カルマグリフは、信じられないというように、数秒の間をあけてからかぶりを振った。

「なぜ……そんなことを？　闇オークションがあったのはもう一年ぐらい前です。あなた方がエルゴさんと出会うよりずっと前のことですよ。アトラス院の絡むオークションに参加している理由なんてまるでないでしょう」

「あなたが注目していたオークションだった」

　師匠が言う。

「それだけで、私たちも乗り出すのに値した。オークションの中で一番めぼしい品が、アトラス院の遺失物ロストナンバーと思しいコードだったというだけだ」

「……ですが、現代魔術科も決して裕福な学科とは言えないはずでは？　そんなものを買い漁る予算はどこから？」

「その理由はもう言ったよ。私は以前からあなたを信じていたんだ。ロード・メルアステア。価値があると思えばベットする。たとえ今は意味の分からないものでも、必要なら準備しておく。そんなのは、時計塔で生きていく上で当然のことじゃないか？」

「まあ、借金の積み上げを兼ねて兄上を唆そそのかしたのは私だし、闇オークションの情報を教えてくれたのはメルヴィンなんだけどね。ふふ、こんなところで役に立つとは思ってもみなかったので、トリムマウに埋めていたデータから掘り起こすのに苦労したよ」

　あまりにも時計塔らしすぎる会話だった。

　無意味かもしれないものに、膨大なコストをかける。

　将来の競争相手を、ひょっとしたら妨害できるかもしれないというだけで。

　しかし、確かにあのロンドンの魔窟は、そのような指針で運営されているのであった。

「大体、君だって最初はそれを予期していたんじゃないかい？」

（……あ、最初って）

　そうだ。

　そのことも、ライネスは言っていた。




　──『ははは、ラティオに連れられて私がやってきたとき、ロード・メルアステアはいい顔したぞ！　一体どこで嗅ぎつけたんですか、なんて叫んだものさ。いやあ、他人の絶望や悲嘆は美容にいい！』




　まさしく、当時のカルマグリフの懸念は的中していたのだ。

　確かに合同発掘調査団についてはライネスや師匠も知らなかった。しかし、ロード・メルアステアの挙動については察知していて、その急所と言える裏コードを確保していたのである。

　たまたま、互いの考えている部分がズレていただけ。

「とはいえ、アトラス院の裏コードなんて、時計塔の魔術師である私には使いようがなくてね。今回外周部でふたりだけにしてもらったのは、そこのあたりを、腹を割って話す必要があったからさ」

「…………！」

　今度は、つい師匠を振り返ってしまった。

「……君に言わなかったのはすまなく思ってる、レディ」

　ぎこちない顔で、師匠が視線を落とす。

「とはいえ、君はこの手の隠し事には向いてないだろう。今話したように班わけについては複数の意味があったんだが、説明するのは片方だけにさせてもらった」

　あの時、師匠は班わけについて、犯人の炙り出しや牽制のためと話していた。

　しかし、本当はもうひとつの意味があったのだ。

　ライネスとログをふたりきりにして、他の合同発掘調査団メンバーから隠れたまま、サイファの裏コードについて協力を仰ぐという意味が。

「ログさんの説得にはちょっと時間がかかってね。まあ、こちらも万が一ログさんが犯人だったらという可能性を除外しきれなかったんで、あれこれ迂遠に、複数の角度から話すことになった。いや、君らの探索が急展開なものだから、これじゃあ間に合わないんじゃないかって結構焦ることになったよ」

「つまり、エルメロイⅡ世と通信をしていたんですか？」

「うん。禁書庫内でも、その裏コードを使って通信が行えることは想定できていた。元々最深部にあったファラオの棺とも正規に通信していたわけだからね。ログさんの協力さえ得られれば、一気に情報面で優位に立てるだろうと思ってた」

　人差し指を振って、ライネスがウィンクする。

「今回の場合、先行している兄上から、アレクサンドリア大図書館の地図情報も逐一もらえたからね。それはまあスイスイと来られるわけさ。幸い番人たちもみんな停止していたしね」

　あっけらかん、と彼女が答える。

　これではむしろ自分たちの方が、犯人のようなものではないか。

　もちろん合同発掘調査団のメンバーたちは、それぞれが己の利益を達成すべく働きかけていたわけだが、こと悪巧みしている割合については、師匠とライネスの方がほかを上回ってしまう。

　少なくとも、探偵などとはとても言えない。

　そんな風に呼ぶには、性タ質チが悪すぎ、アンフェアにもほどがある。

「師匠もライネスさんも、拙を騙してたんですか」

「今度、埋め合わせはするよ」

　殊勝な表情で頭を下げても、もう騙されないぞ、と言っておきたい。

　対して、カルマグリフは、ゆっくりと彼女に向き直った。

「では、その裏コードで駆けつけて、一体ライネスさんは何をしにきたんですか」

「このタイミングで駆けつける人間のやることなんか決まってるさ。重要な証言を届けに来たんだ」

「証言？」

　今度は、ライネスの隣の錬金術師が、前に出た。

　合同発掘調査団の長であるログが、こんなことを口にしたのである。

「私が合同発掘調査団を集めた理由は、ただ発掘を進めるためだけではなく、三年前のサイファ殺しの容疑者を探すためでもあった、という話だ」

「……おっと、穏やかじゃないですね」

　カルマグリフだけでなく、ジョゼッペとクォートも息を詰めた。

　このふたりは、三年前にサイファが殺される前からの知人──つまり容疑者となりえるからだろう。

「とはいえ、もう意味がなくなりました。謎は解けたところです。サイファさんが死んだのは、二千三百年前の仕掛けに巻き込まれてのことですよ」

「うん。兄上の通信からその推理も届いていた」

　ライネスが言う。

「だけど、まだ証拠がないんだろう？」

「まあ確かに」

　カルマグリフも認める。

「ですから、エルゴさんにファラオの棺に接触してもらおうと考えていたんですが。管理部と接続できれば、データから証拠も得られるでしょう。……でも、エルメロイⅡ世には異論があるようですね。三人の魔術師も一枚岩でなかったとしたら、と仰ってましたが」

「言ったとも」

　師匠が、自分の言葉を確認する。

「ファラオ・プトレマイオス」

　と、そのまま師匠は機械仕掛けの鳥を見やった。

「生前からの指示で、エルゴを攫った、と言いましたね」

「……その通りだ」

「だが、それが別の目的に利用されているとしたら？」

「何？」

　訊き返した機械仕掛けの鳥に、師匠が続ける。

「クルドリスに利用されていたとしたら？」

「……それは……どういうことだ……！」

「以前から、奇妙に思っていました」

　師匠が、かすかに目を細めた。

「彷徨海のジズと山嶺法廷のムシキは、実験当初から現代まで生き続けるつもりだった」

　三人の魔術師のうちの、ふたり。

　実際に、シンガポールと日本で対峙したふたりでもあった。

　二千三百年前の実験から現代まで生き残ったという、信じ難い存在。

「しかし、クルドリスは生き残ってはいない。そのわりに子孫にきちんとした情報を残してもいない。己がエルゴに喰わせた神がん體たいの詳細すら末裔に残してはいなかった。もちろん、アトラス院の『自己の研究を自己以外に公開してはならない』という掟は障害となったろうが、それにしてもあまりに杜ず撰さんだ」

「…………」

　自分も、少し不思議に思ってはいた。

　その上であまり引きずらなかったのは、アトラス院とはそんなものかもしれない、と勝手に思い込んでいたからだ。

　魔術師にはすぐさま理解しがたいルールがいくつも存在している。

　アトラス院の錬金術師も同様であるならば、考え過ぎたところで意味はないかもしれない、と棚上げしていたのだ。

　師匠の言葉は、それをひっくり返すものだった。

「ならば、逆だったんじゃないか。クルドリスは二千三百年前からとっくに先手を打っていたのでは？」

「どういうことです？」

　カルマグリフの問いかけに、師匠の白い人差し指が、横に流れた。

「あの棺に眠っているのが、ファラオでないとしたら？」

「馬鹿な！」

　機械仕掛けの鳥が叫んだ。

「いくらなんでも、吾あが間違えるはずがなかろう！」

「情報を偽装することはできるでしょう。アレクサンドリア大図書館をここまで突破するためにも、同じ手を使ったはずだ」

「……ええ」

　シオンが、肯定する。

　この最深部に至るために、彼女はエルゴのデータを偽装した。自分と同じ座標にエルゴがいるという生体データを送り込むことで、このアレクサンドリア大図書館のセキュリティを無効化したのである。

　しかし、それは必ずしもエーテライトの専売特許ではあるまい。

　同じことは、優れたアトラス院の錬金術師ならできるだろう。

　まして、エルゴの実験にも参加したほどの、クルドリスの錬金術師ならば。

「このアレクサンドリア大図書館に限り、三人の魔術師の中で、クルドリスの錬金術師だけは特別なのです」

　師匠が言う。

「生前のプトレマイオスが仕掛けた罠に対して、三人の魔術師の中で、クルドリスの錬金術師だけは気づく余地があります。それはアレクサンドリア大図書館を作り上げたアトラス院の分派と、同じ技術を使っているからです。

　そして、プトレマイオスの心臓が盗まれたというのがアトラス院本部向けの虚言だとしたら、そこにつけこむことはなおさら簡単でしょう。なぜなら、こういう虚言を設定する以上、正規動作ほどのセキュリティは達成されません。このことは番人たちが暴走したことからも窺える。クルドリスの錬金術師は、生前のあなたが仕掛けた罠をわざと見過ごして、別の何かを潜ませていたんじゃないでしょうか」

「…………」

　裏の裏。

　罠の中の罠。

　陰謀の中の陰謀。

　長すぎる時間と、その内側に隠された攻防を思うと、息が苦しくなるほどだ。

「……つまり、師匠はあの棺は密室じゃなくて」

「そう。むしろ、びっくり箱ジャック・イン・ザ・ボックスじゃないか、と言ってるんだ」

　再びの反転であった。

　二重の密室から無意味な虚言に、そして無意味な虚言からびっくり箱ジャック・イン・ザ・ボックスに。

　部屋の奥に渦巻く紫電の嵐も、その嵐に透けた棺も変わらないのに、その正体がどんどん変わっていく。

　まるで、箱の内側の猫が死んだり蘇ったりしているようだ。

　カルマグリフが、わずかに目を細めた。

「……それはただの憶測ですよね、エルメロイⅡ世。いくらなんでも仮説を重ねすぎじゃないか、と思いますが」

「その通りだ。ロード・メルアステアの先ほどの推理と同じく」

「おっと意趣返しとは」

　考古学科の君主が、困ったように微笑する。

　気にせず、師匠は口を開いた。

「だから、あなたの言ったように、棺を開ければ分かる」

「どうやって？　罠の可能性があると言ったのはあなたですが、やはりエルゴさんにやらせるんですか？　それともシオンさんですか？　ここまで来たのは多分エルゴさんの生体データを使ってのことですよね」

　カルマグリフの言葉に、シオンが数秒考えてからかぶりを振る。

「いいえ、生体データによるハッキングでは難しいですね。この棺のセキュリティは他よりも強固です。エルゴさんもおそらく幻手を使って接触しようとしたでしょう。私たちが来たときの最初の閉鎖状態もそうでしたが、あの幻手については私のエーテライトでも再現できません」

「だから、私が来たんだよ」

　と、ライネスが言う。

「サイファが残した裏コードを、アトラス院の上級教官でありクルドリスの末裔でもあるログさんが使うのなら、ファラオの棺に対しても干渉できるはずだ。これなら、エルゴが直接触れる危険を冒さずに、棺を開放できる。ついでに、ファラオ・プトレマイオスの心臓──セキュリティキーが本当に残っているかも判別できるから、一石二鳥だ」

「そうなりますかね」

　カルマグリフが、肩をすくめる。

　それから、ライネスが周囲を見回した。

　文句のあるやつはいないだろうな、という確認だ。

　無論、合同発掘調査団のメンバーに否と唱えるものがいようはずはない。彼らにしてみれば、この発掘の目標地点こそがここだったのだから。

「かまいませんわ」

「棺ってのは物騒だけど、ここまで来て宝箱開けないってのもないものね」

　ルヴィアと凛も、それぞれに言う。

「私も不服はありません。アトラス院の掟を破った者がいるかどうかを知るためには、最後まで見る必要がありそうですので」

　シオンも、少しばかり考えてから答えた。

　そういえば、彼女はアトラス院の掟を遵守させるためにこの場へ来たのだった、と今更ながらに思い出す。

　最後に、

「お願いします、先生」

　と、エルゴが真っ直ぐに申し込んだ。

　事態の焦点となっている赤毛の若者は、旅の始まった頃とは見違えるように、己の意志を示していた。

「では」

　と、師匠がログに会釈する。

「……分かった。やろう」

　ログが、手を持ち上げた。

　その肌が内側から破けて、骨が露わとなる。

　白い骨が、実験室でラティオが形成したのと同じ、ピアノのような鍵盤を形成した。

　エグゾフォルム──モード・アコースティック。

　クルドリスにとって、その鍵盤はコード解読のための形態なのだろう。

「っ……」

「動かないで、ファラオ・プトレマイオス」

　機械仕掛けの鳥が、かすかに身じろぎしたのに対して、師匠が釘を刺す。

　骨でできた鍵盤から、やがて美しい音が流れ出す。

　ラティオの調べが繊細で緻密なら、ログのそれは荘厳というべきであった。

　岩石を想起させる重々しい調べが部屋に満ちていくと、奥で激しく荒れ狂っていた紫電の嵐が、ゆっくり凪ぎ始めた。

　応じて、内側のファラオの棺が、ぼんやりと姿を現していく。

「……ファラオの棺……」

　凛が、小さく漏らした。

　一体、これで誰の目論みが達成されるのか。

　二千三百年の闇に隠されてきた棺の正体は、一体何だというのか。

　紫電の嵐のほとんどが消え失せ、棺の表面が露わとなる。

　古代エジプトの慣習か、独特に戯画化された人間が表面には描かれている。

「開くぞ……」

　骨の鍵盤を奏でながら、ログが呟く。

　ギギギ、と擦れるような音が響いた。

　誰の手も触れていないのに、棺の蓋がひとりでに開いていく。

　ゆっくりと、ゆっくりと、その内側が空気に曝されていく。

　刹那、自分の背後で、影が動いた。

　驚くべき速度であった。

　いや、速度というよりも、タイミングだったろうか。

　ほんの一瞬、全員の呼吸が吐ききられ、重なったその時を見抜き、影は疾駆したのだ。

　解析に集中していたログの背中へと、一閃が走る。

　いかに速くとも、もはや防ぎようのない完璧なる奇襲。

　硬い音が響いた。

　完全な不意打ちを、銀色に光る何かが阻んだ音であった。

　水銀である。

「まさかだね、これは」

　呟いたライネスの影から、水銀の盾が張り出していた。

　月霊髄液ヴォールメン・ハイドラグラムこと水銀メイド・トリムマウは、形状を変化させて、主人の影に隠れ潜んでいたのだ。

　そしてログへの致命的な一撃が繰り出された瞬間、盾となって彼を守ったのであった。

「……いや」

　と、その防御を影は否定した。

「それじゃ、足りない」

　反対方向から生まれた暴威が、新たにログへ襲いかかったのだ。

「ッ──！」

　咄嗟に骨の鍵盤で受け止めたが、その圧倒的な威力を殺しきれず、粉々に砕けた。

　壮漢の錬金術師の体が軽々と吹き飛び、水晶の壁に激突する。

「ログさん！」

　しかし、驚くべきはそのことではない。

　奇襲を仕掛けた相手こそ……

「……アンタ」

　壁に激突したログに駆け寄り、凛が視線を上げた。

「どうして、アンタが……！」

　骨剣を繰り出した体勢のまま、ラティオがそっと笑った。

　これまでに見たこともないような、凄まじい微笑であった。








２









　旋律が途絶えた。

　ファラオの棺は開放の途中で停止した。

　そして、ラティオは、紫電の嵐の消えた棺のすぐそばで、骨の剣を構えている。

「おいおいおいおい！　どういうこったよ！」

「何をしてる、ラティオ！」

　ジョゼッペとクォートが、口々に言う。

　同じアトラス院の錬金術師であるふたりにしてからが、彼女の突然の凶行を理解しかねたのである。

　ラティオは微笑んでいるだけだった。

　そして彼女の隣には、骨の巨人が並び立った。

　先ほどログを吹き飛ばした凄まじい暴力は、巨人のなせる業であった。

「タンゲレさんまで！」

　ラティオの使い魔たる巨人は、こちらの手首ほどもありそうな指で、コリコリとこめかみのあたりを搔いた。
















「悪いな、ラティオお嬢さんの指令でね」

　巨大な頭蓋骨は、困った表情を浮かべているように見えた。

　壁に激突したログは、どうやら即死は免れたらしく、細く息をしているのが『強化』された聴覚に届いた。

　しかし、放置していれば危険なのは間違いなかった。

「これは何のつもりだ、クルドリスの末裔──！」

「待っていただきたい、ファラオ・プトレマイオス」

　敵意を漲らせて機械仕掛けの鳥が呼びかけたところで、師匠が前に出る。

「彼女は、私たちの知っているラティオとは違うはずだ」

　すると、初めてラティオも口を開いたのだ。

「エルメロイⅡ世。あなたには、見当がついていたと？　今の水銀礼装の反応の数値からすると、確かに準備していた気配はあったが」

「可能性を考慮していただけだ。残念ながら足りなかったらしいが」

　ラティオに、師匠が返す。

　懐から、その指が葉巻を取り出した。

　もはや戦闘状態となったこの場面で、悠然と先端に火をつけて、その葉巻を咥えたのである。

　海底の水晶図書館に、独特の甘い香りが流れていく。

「…………」

　さりげなく後ろ手になるまで、その指先が震えているのを隠し通せていたのは、師匠の演技も随分上手くなった、ということだろう。

「兄上、説明してもらえるか」

　ライネスが促す。

　葉巻の煙に目を細め、師匠はうなずいた。

「アトラス院の錬金術師は、基本性能デフォルトとして高速思考と分割思考を持つ。高速思考とは常人を遥かに超えた思考速度そのものであり、分割思考とは己の思考を複数に分割して、それぞれで討議するための機能である。ミス・シオン・エルトナム、間違いないね？」

「……ええ」

　と、シオンが肯定した。

　それを確認してから、師匠は言葉を続ける。

「アトラス院がそれぞれ個人で研究を進めてこられたのも、この基本性能のゆえだろう。高速思考によって増幅された己が複数いるならば、他人と議論を戦わせる必要性は薄い。知識も価値観も共有した己同士が、すべてを賄まかなってくれる。──だが」

「だが、だって？　エルメロイⅡ世」

　師匠の言葉に、ジョゼッペが眉を寄せる。

　ふくよかな顔に対して、短い眉がひょこひょこと動くところは、こんな状況においてですらなんとも言えぬユーモラスさがあった。

「以前から、私は疑問に思っていたんだ。この話は、いくつかの前提を省いているんじゃないか、とね。だって、完全に同じ自分を複数つくったところで、何の意味もないだろう」

「そんなことはないのでは？　誰だって、自分がもうひとりいたら、と思うことはあるでしょう？」

　これは珍しく、カルマグリフの助手であるティカの言葉であった。

　君主ロードの助手として、手がいくらあっても追いつかないという状況に、彼女も慣れてしまっているのかもしれなかった。

「……ふむ、分かりにくかったか。確かに、複数ある仕事を分け合うのならば、完全に同じ自分にも意味がある。だけど、研究においてはどうだね」

　その言葉で、ラティオが軽く眉を動かしたのだ。

　気づいてか気づかずか、師匠はそのまま話を続ける。

「もう少し、条件を増やしてみよう。アトラス院には唯一絶対の戒律──自己の研究成果は自己にのみ公開する、というものがある。このため、アトラス院は研究する際に、他者の協力を仰ぎにくいわけだが、分割思考によって生まれる自分が完全に同じ自分だとしたら、この戒律によるデメリットを覆せるかね？」

「……それはつまり、他者の価値観や視点による、アイディアの発露ですか」

　カルマグリフが尋ね、

「そうだ」

　と、師匠がうなずく。

「私たちは、他人の価値観を定期的に受け入れることによって、アイディアを飛躍させることができる。人類において、多様性は大いなる罠でもあるが、大いなる武器でもある。大抵の多神教神話で似た寓話が見つかるように、我々は異なる視点を持つからこそ、己だけでは届かない領域に迫れるからだ。ならば、仮にもアトラス院が、これを考慮しないことがあり得るだろうか」

　師匠の発言は、自分がずっと疑問に思っていたことを突いていた。

　時計塔にも似たところはあるが、アトラス院は遥かに厳重に、研究者を孤立させてしまっている。ここまで孤立すると、研究の発展も阻害してしまうのではないか。それだと、いくらなんでも本末転倒ではないか……と考えていたのだ。

「だから、アトラス院において高速思考と分割思考の双方が、基本デフォルトとなった。高速思考は単純に人間の数倍の処理能力を意味する。対して、分割思考は、数倍の処理能力を持つ自分を、さらに複製する」

「孤独の弱点を補うために、高速思考と分割思考が必要になった、ということですか？」

「そうだ、グレイ。アトラス院で必須とされるのは、確か最低三つの分割思考だが、これは単なる足し算ではないらしい。タイムラグがほぼゼロであらゆる思考を共有し、あらゆる問題を可能な限りの側面から検討できる以上、足し算どころか掛け算ですらない効果を発揮する。以前見た試算では、三つの分割思考ならば三の三乗で二十七、四つの分割思考ができるということは四の四乗で二百五十六の思考を持てるそうだ」

「な……っ！」

　そこまでの数値は、全く想像外だった。

　しかし、自分やエルゴ以外にとっては、常識的なことだったらしい。

　アトラス院のシオンやラティオ、ジョゼッペ、クォートはもちろん、凛やルヴィアもさして驚いた風ではない。

　師匠は、さらに言う。

「だったら、こんな仮定も成り立つ。……分割思考は、本体とは相当異なる自分も許容するんじゃないか」

（……違う、自分？）

　ふと、想像してしまった。

　もしも、アーサー王に似ない自分が許されたなら、どんなだったろうと。

　しかし、改めて師匠が問うたのは、まるで違う事柄だった。

「ラティオ。三年前、君が罪を犯したのは、そこまで異なってしまったからか？」

　師匠が言おうとしている意味に、ゾッと背筋が冷たくなった。

「……師匠、それは、まさか」

「三年前、錬金術師のサイファを殺したのは今の君だろう、ラティオ」

　その指摘に、アレクサンドリア大図書館の管理部の空気が、ざわりとうごめいた。

　一瞬だけ、後ろ手にした師匠の指が動く。

　分かってますから、と言いたげに、凛の宝石が魔力を放つ。

　治療魔術で、ログの傷を癒しているのだ。最低限の応急処置を終わらせるための、時間稼ぎを兼ねた推理だった。

　それに気づいてるのかどうか、ラティオは師匠に視線を据えたまま問うた。

「いつからラティオを疑っていた？」

　その声だけが、いつもと変わらない。

　最初に海賊島であった頃の、無機質なラティオのままだ。

「エルゴに神を喰らわせた、あの区画──実験室のときだ」

「記憶にはある。しかし、そんなデータは残ってなかったはずだが」

「君は私の助言で能力を向上させた」

　師匠の言葉に、あのときの光景を思い出した。

　実験室から神喰らいのデータを引きずり出そうとして、ラティオは大きくダメージを受けていた。アレクサンドリア大図書館のセキュリティはあまりに堅固で、それに触れようとした彼女は、血の涙を流すほどに持ちうる演算能力を振り絞り、ついには倒れそうになっていた。

　そのラティオが師匠の言葉によって持ち直して、あのアレクサンドロス四世の幻像を再生せしめたのだ。

　少なくとも、自分にはそのように見えた。

「しかし、あのときの私の助言はあくまで初歩的な──アトラス院の錬金術師ならば、最初に自己チェックしてしかるべきことだった」

　師匠が続ける。

「もちろん、そういう助言を口にしたのは、あのときの君の様子から初歩的な部分が欠けている、と感じたからだ。だが、これでは矛盾している。そんなミスを君が犯すわけがないのに、私の助言で君は本当に持ち直してしまった。だから、私はあのときから君に違和感を持っていたんだ」

「師匠……」

　確かに、不合理かもしれない。

　理屈では分かる。

　しかし、指導した相手の成果にまでそんな違和感を持つのは、いっそ神経症的とすら言えないだろうか。

「だから……？」

　と、ラティオが尋ね返す。

「だから、君にも気づかないような形で、君の内側に何かが起きていると考えた。たとえば、コンピュータで同時に大型のプログラムを走らせれば当然性能が低下する。似たような何かが、君の中に仕込まれていると考えていた」

「…………」

「アトラス院の錬金術師の場合、分割思考ならば、今のプログラムの条件にあてはまるんじゃないかと」

　師匠の言葉に、ラティオ以外の誰もが息を止めた。

　確かに、その情報は以前から知らされていた。海賊島の事件でも、高速思考と分割思考による未来視が、極めて重要な要素であった。

　だけど、このタイミングで事件の真相に関係してくるなんて、想像もしなかった。

「ははは、やはりエルメロイⅡ世だ」

　カルマグリフが拍手する。

　ひどく虚しい音が、管理部にこだました。

　純粋な賞賛であればこそ、この場合は得体の知れない不気味さを伴っていた。

「じゃあ師匠、ラティオさんの分割思考が……本人を乗っ取ったんですか……？」

「……それは誤解だグレイ。私が言っているのはそういうことじゃない。便宜上分割思考と言ったが、そちらでは話が通らない。サブフレームであるならば、メインフレームに気づかれず、動作を続けるのは難しいだろう」

　と、師匠がかぶりを振った。

「今のラティオこそが、メインのラティオだ」

「認めよう」

　と、ラティオもうなずいた。

　人工物を思わせる蒼い髪が、隣に立つタンゲレの装甲をくすぐった。

「あなた方と出会う前から、ラティオはずっと自分の思考と行動を分割思考の二番に預けていた。自分自身は分割思考の二番だと偽装して、二番の思考の裏に留まっていた」

「…………」

　信じられない。

　だったら、自分たちは──

「今まで、拙たちは、本当のラティオさんに会ったこともなかった……？」

「いいや、今の彼女はメインフレームではあるのだろうが、本当のラティオ、というのも少し違う。むしろ、彼女の言う分割思考の二番──私たちが触れてきたラティオの性質こそが、元来の彼女に近いんじゃないか」

　師匠が、こちらの思い込みをすっと訂正する。

　葉巻の煙が、眉間の深い皺のあたりを流れていった。

「先ほど、本人が神代から生き続ける彷徨海や山嶺法廷に比べて、クルドリスだけがそうした方策をとっていないのが妙だと言った。だが、アトラス院ではエルトナムのエーテライトの例からも分かるように、記憶や人格情報そのものを扱うことが可能だ。だったら、エルゴの実験が完成しかけたタイミングで、クルドリスの遺志が最新の後継者に伝わるようにしていた、というのはありえることだろう。なぜなら、アトラス院では『自己の研究は自己以外に公開してはならない』わけだから、家伝にするわけにはいかない。掟を無視するとしても、せめて流出の可能性を最低限にするよう、その時の後継者にだけ伝わるようにするのはありえる線だろう」

「必要な人間にだけ伝わるように、というのは時計塔の魔術師もよくやるやつだものね。なんなら自分の子どもにだって、この問題が解けないようなら我が秘伝は授けない、ぐらいのことはやるわ」

　凛が、かすかに顔をしかめる。

　心当たりがあったのかもしれない。

　師匠は、ラティオへとさらに言う。

「三年前、サイファさんがこのアレクサンドリア大図書館に向かったとき、あなたはすでに協力していたんだろう。そして、あの実験室のデータに触れたとき、後継者にクルドリスの意志が伝わった。おそらくコードを解読していたのはサイファだが、その中身を受け取ったのはあなただったんじゃないか」

「…………」

　ラティオは答えない。

　かまわず、師匠の言葉が彼女を刺す。

「過去のクルドリスに触れた際、現在のラティオは変質したはずだ。ロード・メルアステアの言葉を思い出すといい。シオンに対して何を言っていたか。過剰な記憶を注ぎ込まれればどうなるか」




　──『たとえ記憶が欠落しても同一性を保持することはできますが、過剰な記憶を注ぎ込まれて同一性を保持するのはほぼ不可能だ』




「あ……！　あれは」

「あれは単にシオンを挑発していたんじゃない。そういうふりをしつつ、今のことを確認していたんだ。シオン・エルトナムのような性質を持たない場合、たとえアトラス院の錬金術師ですら、過剰な記憶の注入によって人間性が変質してしまうことを」

　互いの言葉の裏に、いくつもの意味が折りたたまれている。

　一体どこまでが、互いの駆け引きだったのか。

「だから、分割思考が性質の異なる自分を許す、というのは、この場合メインの変質に引きずられないという意味だ。元々のラティオの性質には、私たちが会ってきたラティオの方が近いんだろう。これまで分割思考側に自分の体を委ねていたのも、そうした自分を見破られないためだったんじゃないか。行動パターンの変わってしまった自分では父であるログや、以前からのアトラス院の知人に気づかれていただろう。もちろん、このアレクサンドリア大図書館に我々を誘導するように、密かな働きかけはしていたろうが」

「近い。遠い。今更それに何の意味もないな」

　ラティオが笑う。

　その紫の瞳が揺れて、

「エルゴ」

　と、赤毛の若者を見やった。

「いいやアレクサンドロス四世だったもの、と呼ぼうか」

　ここに来て、ラティオは若者の正体を口にした。

　アレクサンドロス四世だったもの。

　紫電の嵐のおさまった内側、ファラオの棺へと触れて、彼女は若者へと宣言する。

「この中身は、お前に喰わせるものだ」

「僕……に……？」

　眉を寄せたエルゴが、その目を見開いた。

　棺の内側から突然飛び出した黒い瘴気が、若者に殺到したのだ。

「若君！」

　悲痛な声を、機械仕掛けの鳥があげた。

「さあ実験を再開しよう。二千三百年、成功例の到着を待っていたクルドリスの実験を」

　エルゴを覆った黒い瘴気に対して、ラティオが棺を作動させようとする。

　きら、と周囲の空気が光った。

　細い糸が、彼女を取り巻いていた。

　それを操るのは、紫の髪を翻す幼い少女であった。

「シオンか！」

「ラティオ・クルドリス・ハイラム──いいや、お前こそ、ラティオだったものだ！」

　冷たい声で、錬金術師の神童は宣告した。

「アトラス院の掟に則り、私はあなたを拘束する！」

　少女が腕を引っ張る。

　そのエーテライトが脳神経にまで達すれば、いかなラティオとて逆らいようはなかっただろう。主人さえ束縛してしまえば、使い魔であるタンゲレも自動的に屈服させられたはずだ。彼女の判断はまさしく最適かつ最速だった。

　しかし、寸前に、再び異変が起こった。

　エルトナムの家伝特質たるミクロンレベルの糸が、ことごとく凍りついていたのだ。
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　エーテライトを凍りつかせたものを、自分は知った。

　水晶の床に、短い矢が突き立っていたからだ。

　その周囲もまた『変化』して、凍りついている。ある種の高等魔術だということは、一応とはいえ時計塔の授業に出ている自分には分かった。

　上質のスーツの袖から、折り畳まれた弓が飛び出し、その矢を放ったのだ。

「双銀瞬弧シュート・ザ・ムーン……」

　師匠が呟いたのは、その礼装の名前だったろう。

　そして、礼装の主も明らかであった。

　短弓を携えた魔術師は、鋭い気配を漂わせながら、その目元を髪で隠している。

「カルマグリフさん！」

　思わず、自分は叫んでいた。

「どうして──！」

「いや、だって、この方が価値があるでしょ」

　さも当然のように、カルマグリフが言った。

「考古学の君主ロードとして、僕は古きものに最大の価値を与えることを存在意義としている。うん、僕がエルゴくんの情報を時計塔に流さなかったのは、神代の魔術に疎い時計塔ではエルゴくんのことを活かしきれないからだ。だったら、ここでクルドリスの計画に身を委ねるのも当然じゃないかな？　だって、エルメロイⅡ世でも活かしきれないエルゴの価値を、古代のクルドリスなら輝かせられるはずだ」

　カルマグリフの笑みは、いっそ無邪気なぐらいだった。

　笑ったまま、指が動いた。

　まるで一流の楽師が曲を奏でるかのように。

　美しい旋律の代わりに、数十という矢が乱れ飛ぶ。

　その一矢ごとが紛れもない必殺。

　死神の鎌グリム・リーパーで受けても、その刃が凍りついた。いいや一矢は凍り、一矢は燃え上がり、一矢は雷撃となって自分の腕までも痺れさせた。

「つつつ冷た熱つつつ痺れるううううう！」

　アッドが悲鳴をあげる。

　武装化したアッドの強度を、なおも凌ぐ魔矢の連打。

　現代の魔術師が呪文もなしの一工程シングルアクションで成しているとは、到底考えがたい威力であった。

（君主ロード……！）

　その意味を、まざまざと思い知らされる。

　師匠とともに数々の事件を体験してきたが、時計塔の正式な君主ロードと正面から戦い合うことになったのはこれが初めてであった。

　多分、カルマグリフは戦闘向きの魔術師というわけではあるまい。

　その能力だって、あくまで護身用の域を超えないはずだ。

　なのに、この威力。

　全力で回避しても、一瞬で軌道を変えて、自己誘導ホーミングしてくる。

　ジグザグに軌跡を変え続ける矢に、美しい曲線を描く糸が挑んだ。

「グレイさん！」

　シオンのエーテライトが、再び振るわれたのだ。

　凍り付いた糸を破棄して、新たなエーテライトを取り出したようだったが、指まで苛んだ冷気によるものか、最初ほどの冴えは失われていた。

　それでもこちらを狙った矢を打ち落とし、カルマグリフへ突進しようとする。

　しかし、先に別のものが発動した。

　背後の壁で、新たな魔力が噴き上がった。

　自分たちが回避したはずの矢が、別のカタチを描いていた。

　魔術による炎と氷が、幾何学的な紋様を組み合わせ、魔力を通わせているのだった。

「な──！」

「なかなか器用でしょう、僕」

　カルマグリフの唇が、薄くほころびる。

　君主ロードの放った矢は、それ自体が新しい魔法円を刻んでいたのである。

　死角になっていたそれらの魔法円から、一斉に魔弾が解き放たれる。

　自分でも、シオンでもない。

　気づいたときには、もう遅かった。

「師匠！」

　無防備なスーツの背中へ、魔弾の群れが牙を剝く。

　そのことごとくが、黒呪ガンドの弾丸によって撃ち抜かれるとは。

「ちょっと先生、ぼうっとしないでいただけますか」

「この状況で、生徒に負担をかけるとかありえません。ご自分の役目と戦場をきちんとわきまえていただきたいですわね」

「……いや、これは申し訳ない」

　生徒たちの糾弾に、師匠が素直に頭を下げた。

　ふたりであった。

　揃えたわけでもなかろうに、踏み出す足取りまで一緒だった。

　片方は黒い髪をかきあげて、片方は長い金髪を白い指で梳くしけずって、考古学科の君主ロードの前に進み出た。

「おっと、おふたりはそちら側ですか。一応兼任してる鉱石科キシュアの生徒でもあるんだから、僕の味方をしてくれるんじゃないか……せめて公平にどちらにも味方しないままでいてくれるんじゃないか、と甘い期待をしていたんですが。これだから僕は人望が足りない」

「というか、カルマグリフ様、さすがにこのトラブルは給料の外だと思うのですが」

「いやいやティカ、時間外手当で勘弁してくれないかな」

　嘯くカルマグリフに、のんびり歩み寄った助手のティカが、アタッシェケースを抱きしめたまま、隣に並んだ。

　そして、

「グレイとシオンは、エルゴをお願い」

「カルマグリフ先生に、こんなところで指導していただくとは思いませんでしたわ」

　ふたりの淑女は、漲る闘志も露わに、拳を鳴らした。

　遠坂凛とルヴィア・エーデルフェルトが、カルマグリフとティカのふたりに対峙していたのである。
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　管理部の空間は、さほど大きいとは言えない。

　天井こそ高く、まるで星座のように赤い篝火が灯っているが、せいぜいそこらのプラネタリウム施設ぐらいの広さだろうか。

　その中で、今、いくつもの運命が交錯していた。

　ラティオは用心深く棺を離れぬままで、骨の巨人タンゲレもまた、そんな彼女のそばに付き従っていた。

「大丈夫かい、グレイ」

　ライネスが、声をかけてくれた。

　突然の衝撃を、その響きが和らげてくれるような気がした。

「大丈夫です。師匠は？」

「こちらは問題ない。向こうは任せておくしかなかろうな」

　苦笑交じりに、師匠は凛たちを見やった。

　凛とルヴィアとカルマグリフは、ちょうど部屋の入り口あたりに陣取っていた。

　ラティオに味方することを決めたカルマグリフが、合同発掘調査団のメンバーを逃がさないように、そちらへ誘導したのだろう。

　巧みな戦術ではあった。

　対して、こちらは部屋の奥に安置されたファラオの棺へと、向かい合うことになった。

「エルゴさんを、放してください」

　棺から溢れた黒い瘴気は、赤毛の若者を捕らえたままだった。

　異様に密度の濃い靄で、内側は見えない。

　とはいえ、すぐに大きな変化が起こることもなさそうだった。

　おそらくは、瘴気とエルゴが拮抗し合っているということだろうか。

　シオンはその瘴気の近くにしゃがみこんでいる。何らかの工作をはかっているようだったが、現時点では成果は出ていないらしい。

「悪いが、その頼みは聞いてやれない」

　棺のすぐ近くで、ラティオが言った。

　彼女もまた、黒い瘴気を吐き出させている状態では、ファラオの棺から離れるわけにはいかないようだった。

　だからこそ、一時であっても戦いが止まっていたのだろう。

　彼女にしても、なるべく周辺の破壊は避けたいはずだ。

「エルゴとその棺を接続することが、お前の目的だったからか？」

　師匠が問う。

　ちら、と蒼い髪の錬金術師は師匠を見つめた。

「ラティオクルドリスの成そうとしてることも分かるのか」

「なめるな、神代の錬金術師」

　師匠が、鋭く返す。

「この事件で、最も簡単な謎がそれだ。まともに考えるまでもない。いくら変質しようが、ラティオという錬金術師の本質は、アトラス院として極めて生真面目だった。そんなラティオが親族の血を流しても追い求めるようなクルドリスのホワイダニットなど、ひとつしかない。──世界の滅びを回避する手段のため、だ」

　アトラス院の錬金術師たちの、誰もが追い求めるという果て。

　初代院長が証明してしまったという滅亡を、なんとか回避しようとして、誰もが絶望の末に膝を折った。

　確かにそれが得られるならば、究極だろう。

「でも、師匠、それは」

　いかに意味がないか、カルマグリフも話していたことではないか。

「世界の滅びを回避する手段は、簡単に世界の滅びを招く手段に変えられてしまうから、だったな。ああ、その通りだろう。ロード・メルアステアの指摘は正しい。だが、それは同等レベルの知性を持つものから見ればだ」

「……え？」

「惑星の激突を回避する手段は、惑星を地球に激突させる手段にも転用できる。それ自体は合っているとも。ただし、転用する相手は、元の惑星の激突を回避する手段について、理解できなければならない。当然のことだろう」

「……それは、はい、そうなります」

　うなずいた自分に、即座に師匠がこう言った。

「だったら、誰にも転用不可能なほど隔絶した知性に、世界の滅びを回避する手段を作らせればいい」

　その意味を、自分はすぐには理解できなかった。

　代わりに、シオンが反応したのだ。

「エルメロイⅡ世！　それはつまり、神を喰らったエルゴを演算機として使用するということか！」

「そうだ。神とは未だ人類が拮抗せざるレベルの知性だ。ならば、その権能によって演算すれば、アトラス院の錬金術師程度では転用不能な手段が作成できるだろう」

「な……」

　隣で聞いていたクォートが絶句する。

　ジョゼッペも鳩が豆鉄砲でも食らったような顔をしてから、やっとのことで返したのだ。

「おいおい、エルメロイⅡ世。いくらなんでも無茶だ。いくら有能な演算機だろうと、解くべき問題がない。世界の滅びなんて曖昧な問題じゃあ答えはでねえよ！」

「ここは、もうひとつのアレクサンドリア大図書館だ」

　指摘を、師匠が一蹴する。

「当時のアトラス院の研究を網羅した、もうひとつのアレクサンドリア大図書館なんだ。つまり大図書館とエルゴを接続すれば、当時の錬金術師たちが登録した研究について、まとめて滅びを回避する手段を演算できる。この行為にはおそらくエルゴの生身は耐えられないが、それも含めてクルドリスの望みだろう。なぜなら、一度でエルゴを使い切ってしまえば、滅びを回避する手段を転用することも不可能になるのだから」

「あ……！」

　神を、一度で使い切る。

　そこまで含めて、クルドリスの目的ホワイダニットだったのか。

　衝撃を受けたのは、自分だけではなかった。

　めまぐるしく変わる状況についていけず、ジョゼッペとクォートもまた沈黙するしかなかった。

　そして、機械仕掛けの鳥も低く呻いた。

「吾あが、若君を棺に連れてきたのは、クルドリスに利用されていたからだと言っていたナ」

「はい」

「……つまり、二千三百年前から、吾あは出し抜かれていたと？」

　無残とも思える問いに、師匠は一呼吸だけ黙った。

「正確には少し違います。あなたと神代のクルドリスはそれぞれに騙し合った。結果として、三年前にはエルゴはラティオの手中に落ちず、海中を漂流することとなったんです。同時に、神代のクルドリスは、いずれエルゴがこのアレクサンドリア大図書館にやってくるとも考えていた。その際、ミスがあっても挽回できるようにはしていたでしょう」

　ひとつ、思い出した。

　再現体のプトレマイオスを起動したのは、ラティオであったのだ。

　王の再現体を利用することで、大図書館の中心部に近づける──あわよくば、己が直接手を下さずとも、管理部とエルゴを接続できるという考えは、当時からあったろう。

「そういうことだな、ラティオ？」

　ラティオを見遣り、師匠が問う。

　棺を撫でて、彼女はひっそりと答えた。

「ラティオクルドリスの記録でもそのようになっている。ああ、そこまで解体したのなら、エルメロイⅡ世にも抵抗の無意味さが理解できるのでは」

「無意味さ？」

「ラティオクルドリスが望みを遂げることは、同じ魔術協会として時計塔にとっても正しいはず。新設の現代魔術科であろうと、君主ロードであるあなたが抵抗する意味など、どこにもないはずだ」

　実際、カルマグリフは同じ思考から敵に回ったのかもしれない。

　価値がある、と彼は口にした。

　魔術師にとって、錬金術師にとって、間違いなく価値がある。

　実際に、ジョゼッペとクォートも抵抗の意思は削がれたようだった。

　カルマグリフのように、あっさりとこちらを攻撃するとはいかずとも、もはやラティオを妨害するまでは期待できそうもない。

　ならば、師匠は。

「……以前、分割思考の君にも似たことを言ったがね」

　と、師匠は呟いた。

　葉巻を挟んだ指が、ゆっくりと持ち上がった。

　紫煙が螺旋状に揺蕩い、その指先が真っ直ぐラティオへと突きつけられる。

「その程度のことが、どうして私の生徒を諦める理由になる？」

　瞳の底に、炎が燃えていた。

　臆病であっても、卑屈であっても、自虐的であっても、決して失われない熱であった。

「よく言った、エルメロイⅡ世！」

　吼えたのは、骨の巨人だった。

　タンゲレが、装甲を纏う。

　もともと強固な外骨格の上に、さらに分厚い骨を鎧う。

　まるで、現代の複合装甲のようだった。

　複数の性質を持つ装甲を重ねることで、より多くの攻撃に対処できるという現代の智慧を、アトラス院は独自の方法でより高めていたものか。

「タンゲレ」

「ダメだぜ、ラティオお嬢さん」

　制止しようとしたラティオに、タンゲレが言い放つ。

「この先生は絶対に折れない。ここでキッチリ始末しちまうべきだ」

　ぐい、と巨体が前傾する。

　巨大な砲身に、装塡されるようにも見えた。

　ならば、その解放こそは砲弾か。

　衝撃波ソニックブームさえ撒き散らす突撃チャージを前に、自分の体は勝手に動いた。

　タンゲレの肩から掬い上げるように手を差し込むと、骨の巨人は突撃の勢いそのままに、ほんの少しだけ逸れた。

　番人を投げ飛ばした際に真似た凛の武術を、再び使ったのだ。

　しかし、番人のときのように、壁に激突させるわけにもいかなかった。

　ぐるりと身を返した骨の巨人は、その足から水晶の壁に着地したのである。

　ばかりか、重力が反転したかのごとく、百数十キロを軽く超えるだろう巨体は壁に張り付いたままであった。

　ゴキリ、とタンゲレが首を鳴らした。

「そんなのもできたのか、灰色の嬢ちゃん」

「できるように、なったんです」

　そう。

　なったのだ。

　ほんの数週間前、自分とエルゴは、ラティオとタンゲレのペアに敗北した。

　今ならば、どうか。

　自分の技術と肉体は、アトラス院の技術の粋たるこの巨人を相手に、どこまで食い下がれるだろうか。

「いいなあ。灰色の嬢ちゃん」

　なぜか、巨人の声はひどく切なく響いた。

「羨ましいよ。お前も、エルゴも」

「タンゲレさん」

　たまらなくなって、名前を呼んでしまった。

　そして、師匠がラティオへと向き直った。

「聞くべきことはまだあるぞ、ラティオ」

「ほう」

「アレクサンドリア大図書館をフル稼働させるエネルギーはどこから取る気だ」

「エネルギー？」

「魔術は物理法則をものともしない神秘だが、無から有を創り出すわけじゃない。どんなに誤魔化したところで、等価交換が限界。むしろ、たった一粒の金を生み出すために、その万倍の資金を必要とする浪費の極地こそが、魔術の本質と言ってもいい」

　師匠の言ってる意味は、自分にも理解できる。

　ある意味、自分は例外なのだが……それにだって理由はある。

　たとえば、日本において、エルゴや白若瓏バイ・ルォロンが強大な権能を使い放題に使ったのは、あの土地に強大な霊脈が流れていたからでもあった。

「他の魔術組織なら、霊脈などを使うだろう。だが、アトラス院はほとんど魔力に頼らない。たとえ神代からのものだろうと、この原則は同じはずだ。

　もちろん、現代科学よりずっと効率の良いエネルギー変換技術はあるから、図書館や番人の維持は問題あるまい。だが、二千年の時を経て、蓄積された錬金術師たちの研究のすべてに結論を出そうとするのなら、話は別だ。大規模かつ恒常的なエネルギー源はどうしても必須になる。ほぼ間違いなく、このアレクサンドリア大図書館とつながっている資源リソースがあるはずだ」

「なるほど、そんなものに心当たりがあると」

「……ある」

　と、師匠の眼差しが、その色を濃くした。

「……海底火山だ」

　突然、奇妙な単語が出てきて、面食らった。

「師匠、それは……」

「地中海にはいくつもの知られざる海底火山がある。これから、ラティオはその火山のエネルギーをもって、アレクサンドリア大図書館最後の演算を成すつもりじゃないのか」

「悪いが、勘違いだ」

　と、ラティオが強くかぶりを振った。

　数秒遅れて、アレクサンドリア大図書館の床が、小さく震えたのだ。

　小さくとも長く続く、不気味な震動だった。

「今のは──」

「これからじゃない。すでにその命令は下した。今から二十七分五十六秒後に、アレクサンドリア海底の火山が噴火する」

　まるで数式の結論を告げるように、ラティオは口にしたのであった。
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　アレクサンドリアの海底で、遺跡は二千年以上変わらぬままだった。

　神代のアトラス院の技術がそれだけ優れていたと言える。

　地上の王朝が何度変わっても、かつて首都として栄華を誇ったアレクサンドリアの大部分が海に没しても、すでに海底にある遺跡は何ひとつ移ろうことがなかった。

　時の流れから忘れられたごとく、もうひとつのアレクサンドリア大図書館は、光も射さぬ暗黒で微睡まどろんでいた。

　今は、違った。

　最初の異変は、極めて小さかった。

　泡である。

　ひとつ。

　ふたつ。

　泡が、浮かんでいく。

　ひとつ。

　ふたつ。

　みっつ。

　やがて、数を増していく。

　十、二十、百、二百。

　数え切れないほどの泡が、遺跡を満たしていく。

　それに少し遅れて、震動が起こった。

　小さくとも長く続く、不気味な震動であった。

　まるで、遺跡の形をした怪物が、二千年の時を経て目覚めたかのようだった。
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　黒い瘴気の中にあって、エルゴは冷静だった。

　若者の視覚をもってしても、靄の内部は何も見えなかった。

　幻手を伸ばしても、靄の外側には届かない。

　瘴気に襲われたときのことからすれば、半径二メートルにもならないはずなのだが、おそらく瘴気の内と外は空間ごと断絶しているのだろう。

　どうやら時空泡と似た性質らしい、とそんな風に推測していた。

　だけど。

　なお繫がっているものが、あった。

　その繫がりを頼りに、若者は心で呼びかけた。

（シオンさん）

『はい、聞こえてます』

　不思議な気がした。

　元は、若者を拘束し、拷問にかけるためのエーテライトだった。

　それが、今はこんなにも心強い。

　こんな状況にあってすら、たった一本の糸が、己を鼓舞してくれる。

　深い迷宮から、英雄テセウスを救出したというアリアドネの糸のようだった。

『エルメロイⅡ世と、ラティオの話は伝わりましたか』

（はい）

　と、肯定を返す。

　シオンのエーテライトが、外界の状況も逐次送ってくれていた。

　ラティオの豹変。その真実。

　エルゴにファラオの棺を開かせようとした意味を、今の若者は知っていた。

『その瘴気が、あなたを隔絶しているのと同時に、アレクサンドリア大図書館とあなたを接続しているようです』

　シオンの思念が、解析した状況を報告する。

　エルゴの感覚でも、同様だった。

『システムに干渉して接続を断てればいいんですが……これは、すぐには難しそうです』

（いいえ）

　と、エルゴは否定した。

（さっきの海底火山の話からして、ここで僕が単に接続を切るのは得策じゃありません。僕とシオンさんがやるべきは、きっと逆です）

『逆？』

　シオンの思念が聞き返し、そのときには答えも伝わっていた。

　以心伝心、とはまさに今だった。

『分かりました。サポートします』

　一瞬も躊躇わず、シオンが決断する。

（シオン）

『なんですか。しばらく分割思考のふたつを解析に回しますから、大した雑談はできませんよ。あなたも高速思考についてきてるようですが、外界の十分の一ぐらいの時間は消費しますからね』

　やや苛立たしげな思念に、エルゴはつい微笑してしまった。

（ありがとう）

『な、なんですそれ』

　当惑したシオンが、やはりすぐに若者の意図を知る。

　伝わっているという信頼感とともに、エルゴは呟く。

（僕は、多分自分が誰かの蘇りなんだろう、とは思ってたんです）

　ヨモツヘグイの話を、最初にエルメロイⅡ世からされた。

　黄泉の国にのみ存在する食物ヨモツヘグイ。

　口にすれば冥界の住人になってしまうというそれと、神の欠片とは似たようなものではないかと、初手からⅡ世は辿り着いていた。

　結果として、蘇る前の人物は想定外だったが、エルゴにとってみれば誰であろうと大差はなかったのだ。

　いや、ないつもりだった、が正しいか。

（アレクサンドロス四世、か）

　おかしくなってしまう。

　それでいて、妙な納得感もあった。

　この体の名前。

　この貌や指の名前。

　あれほどにエルメロイⅡ世が追い求めた、イスカンダルに連なる名前が出てくるとは想像もしなかったが、不思議とエルゴは受け容れてしまっていたのである。




　──『僕は、誰なんですか』




　あのとき、エルメロイⅡ世にエルゴは尋ねた。

　そして、先ほどのラティオは、ついに答えを口にした。




　──『アレクサンドロス四世だったもの、と呼ぼうか』




　だったもの。

　そこまで含めての答えが、エルゴの底に、すとんと居場所を見つけてしまっていた。

（君がいて良かった）

　素直に口にする。

　シオンの返答は少し遅れた。

『今度はどういう意味ですか？』

（だって、どうしても隠せないから）

　エルゴの返答に、シオンの思念は呆れと悲しみを半分ずつないまぜにしたような色合いを滲ませた。

『……たとえば、グレイさんを食べたいこととかですか』

（うん）

　と、若者は首肯した。

　喰神衝動。

『前よりも隠すのが上手くなっただけで、むしろ衝動自体は強まってますね』

　シオンの指摘は、若者の内側に起きている変化についてだった。

　日本では、白若瓏バイ・ルォロンも同じことを言っていた。

　さらに、彼女はエルゴが隠してきたもうひとつの事実も指摘する。

『それに、そろそろ、目覚めてからの記憶にも欠けが生じてるでしょう』

（やっぱり、分かってる）

　つい、エルゴは苦笑してしまった。

（古いところから欠けていってるみたいで、そうすると、海賊島にいた頃のことからになるんですよね。おかげで、姉さんや先生にはバレずに済んでます。……先生は気づいてるかもですけど）

『だから、手帳に絵を描いてたんですね』

（忘れても、思い出せるから）

　アレクサンドリアに来る車中、エルゴが描いていた絵のことだった。

　まだ、旅に出てからの記憶については失っていない。

　しかし、それも時間の問題だろう。

　もう、遅からず、若者は旅の記憶も失っていってしまう。記憶飽和は、この痛くて苦しくてそれでも楽しかった旅に、追いついてしまう。

　だから、その前に──

『私は、もっとひどいです』

（え？）

『ロード・メルアステアの指摘はその通りです。完全に正しいのです。私は他人の記憶を搾取する透明体で、その醜悪さに気づくこともできず、搾取し続ける衝動に逆らうこともできず、ここまで来てしまいました』

　きっと、エーテライトの逆流だろう。

　あの言葉が、どれだけ彼女の根幹を打ち砕いていたか、若者は知った。

　こんな風に助けてくれるのが、どれだけ限界以上の気力を振り絞ってのことなのか、嫌というほどに悟ってしまった。

（……でも、シオンは強いよ）

　気の利いたことは、言えなかった。

　それでも、きっと伝わるだろうと思った。君が搾取し続ける透明体だというのなら、きっとこの鼓動の数だって間違えないだろうから。

『強い？』

（だって、間違っていても、ここまで走ってきたんだ）

『それは、今言ったように、自分の醜悪さにも気づかなかったからで』

（きっかけが何であっても、歩んできた道のりには、きっと意味があるんだよ）

　噓はつかない。

　噓をつけない。

　だから、シオンも黙って聞いていてくれた。

（あんなに真っ白だった僕はもういないけれど、得てきたものも代わりにはならないけれど、きっとこの旅に僕は胸を張るべきなんだ）

　出会ってきた人々が、戦ってきた相手が、この心に宿っている。

　それだって、いつか忘れてしまうとしても。

（だってそうじゃないと、救われない。僕は他の誰に負けてもいいけれど、ここで胸を張れないような、弱い僕だけはまっぴらなんだ）

　泣き出しそうな恥ずかしさだって、曝け出そう。

　立ち直れなそうな惨めさだって、隠すのはやめよう。

（僕は、シオンのように、それでも走っていられる自分でいたい）

『……あなたは』

　それ以上、思念のやりとりはなかった。

　ただ、穏やかな温かさだけが、底に残っているような気がした。

（…………）

　意識を、潜らせていく。

　シオンの糸を精神で感じながら、瘴気の向こう側へと潜行する。

　ファラオの棺に潜っているものを、摑み取ろうとする。

　その時、

「ぐ……！」

　エルゴの背中から、三対六本の幻手が引っ張り出された。

　若者の意思ではない。

　瘴気の底に眠るモノが、若者の幻手を──その内側に眠る権能チカラを、無理やりに揺り起こしたのだ。

（これは……）

『エルゴ……！』

　繫がっていたはずの少女が、遠ざかるのを感じた。

（シオン！）

　幻手を伸ばしても、もはや届かない。

　代わりに、肉が剝がれた。

　ぼろりと、骨から刮こそぎ落とされたのだ。

（が……ッ！）

　声はでない。

　それがこれほどに苦しいことだとは。

　アレクサンドリア大図書館最後の司書のひとりだったヒュパティアは、牡蠣の貝殻によって生きたまま肉を少しずつ骨から刮ぎ取られたというが、それに匹敵する苦痛が、若者を苛んでいた。

　滅びを回避するための演算が、始まったのだ。
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　激闘が繰り広げられる中、ふたりの錬金術師は動けぬままだった。

　ジョゼッペと、クォートである。

「……こいつは」

「……私たち、は」

　それぞれに呻き、床に這いつくばっている。

　どちらに味方することもできなかった。

　ラティオ──今となってはラティオだったモノの主張は、極めて正しいのだ。

　少なくとも、アレクサンドリア大図書館に記録された限りの、錬金術師たちの苦悩は救われる。

　海底火山という荒唐無稽な話すらも、もはや疑う余地はなかった。

　かすかに伝わる振動の、Ｐ波の波形からしても、すぐ近くの海底火山が蠢動を始めている。この急激な変化が、まともな自然現象であるはずもない。

　だというのに、ふたりともろくな思考すらできなかった。

　アトラス院の錬金術師は、本領たる思考すら奪われ、ただうずくまるしかなかった。
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「どういうつもりですか、カルマグリフ先生！」

　走りながら、凛の指が立て続けにガンドを撃つ。

　嵐のごとき連射だった。

　マシンガンさながらのガンドとともに、凛の拳は大粒の紅玉ルビーを握りしめる。

「今のラティオの話も聞こえてましたよね！　海底火山が噴火するなんて、考古学科メルアステアの君主ロードが見過ごしていいんですか！」

「というか、この遺跡にいる私わたくしたちだって無事ではいられませんわよ！　どういうお考えですの！」

　さらに、相手を挟んで、ルヴィアも片手に宝石を摑みあげていた。

　ひとつではない。

　彼女の指に挟まれた宝石は七つ。

　さらにジャンプスーツのポシェットから、複数の宝石が浮かび上がった。

「Call!目覚めよ」

　彼女の詠唱ひとつで、それらの宝石のすべてが一度に覚醒する。

「Call grace for your queen!恩恵よ、目覚めよ。汝の女王がため」

　地雷のごとく撒き散らされたルヴィアの宝石がカルマグリフの進行ルートを塞ぎ、追い詰めた先へ向かって、詠唱していた凛の魔術が完成したのだ。

「Anfang!セット」

　紅玉ルビーを投げ放つ。

　さらに、充塡していた宝石を追加でふたつ取り出す。

「Vierzehn十四番、, neun九番、, acht八番。. DreiSchwerter三連の剣、, Synergie,相乗、 eineMulde抉れ!」

　禁呪の領域にまで至る相乗の炎剣が、大図書館の水晶の床を抉った。

　まるで双子のような息の合い方だった。

　決して凛とルヴィアの戦い方が似ているわけではない。

　むしろ、同じガンドと宝石魔術を使いながら、その一撃ずつに創意工夫を凝らし渾身の力を込める凛と、膨大な数の宝石を使い潰して圧倒しようとするルヴィアは、ほとんど対極に位置するといっていい。

　対極でありながら相似する、それもまた魔術のような在り方だった。

　だが。

　なお、カルマグリフは健在。

　回避ルートを塞がれ、炎の相乗呪文を放たれた瞬間、カルマグリフは双銀瞬弧シュート・ザ・ムーンに指を滑らせるや、細い紐の繫がった矢を射出したのだ。

　その紐にぶらさがり、大きく弧を描いて、カルマグリフの身体は中空を舞った。

　舞いながら、その口に小ぶりな石が咥えられている。

　宝石だった。

　赤い篝火の灯る天井へと逃げた君主ロードを、当然のように凛とルヴィアの宝石魔術が追尾して──しかし、口元の宝石が煌めくや、彼に届く寸前でことごとく消滅したのである。

（あれが、空の属性を利用した宝石魔術ってワケ?!）

　密かに、凛が歯嚙みする。

　時計塔の魔術において、おおよそ魔術師の基本的な属性は五つに分かれるが、この五つで最も稀なのが空だった。

　すなわち、天体を構築する元素であり、魔術においては要となる第五架空要素エーテル自体を操作しうる。高位の魔術師の手にかかれば、今のように他人の魔術そのものを解体しうるのであった。

　無論、五大元素使いアベレージワンである凛も、空の属性を扱える。

　だが、カルマグリフのように、他人の魔術へ直接干渉する領域には至っていない。五大元素において空の属性の熟達は最も困難とされている上、宝石魔術との連携はなおさらに難しい。

　色を持たない空の属性は、本質的に、宝石への染色を拒むのだ。

　だからこそ、そうした拒絶をものともせず、いともたやすく染色と解体を成し遂げてしまうカルマグリフの異常性に、ふたりの魔術師の背中は粟立った。

　同じ宝石魔術師として、師がどれほどの高みにあるか、自然と悟ったのだ。

「まず、ミス遠坂は魔術師にとっての考古学を理解しきってないですね」

　悠然と着地して、カルマグリフは述べた。

　まるで講義の最中であるかのように、君主ロードは息を切らしてすらいない。

「なぜなら、僕らにとって考古学はただ単に蒐集するだけのものじゃない。もちろん手段として蒐集し続けるし、可能な限り未来にも送る。だけど、それは未来の魔術師の方がより価値を発揮できると信じてのことだ。そうじゃないと確信できるなら、保存や蒐集自体にはこだわらなくていい」

　まともな学者が聞けば、卒倒してもおかしくない。

　考古学とはいっても、それは間違いなく魔術師の理屈であった。いかなる研究にせよ学問にせよ、あくまで基準は魔術側にある。魔術の理念と運用に役立たないのならば、一切の価値を認めない傲慢さが根底にある。

　そして、カルマグリフ個人においては──

（──その価値を自ら定めるからこその君主ロードってワケね）

　と、凛は考える。

　文字通り、ひとつの派閥の頂点に立つゆえの理屈。

　カルマグリフ・メルアステア・ドリュークは、そういう価値観の権化であった。

「ミス・エーデルフェルトについては、ごもっとも。なので見届けるだけ見届けたら、先生は逃げる気満々ですよ」

「えーっとカルマグリフ様、私はそろそろ退勤したいんですけどー」

　少し離れたところから、助手のティカが訴える。

　彼女だけは戦闘に加わっていなかった。

　アタッシェケースを確保して、部屋の入り口付近で、様子を見守っている。

　この凄まじい戦闘の最中、ひとり興味を持たず、ある意味で治外法権の趣すらあった。

「悪い。もうちょっと待ってほしい。なにしろ優秀な生徒なのでね？」

　苦笑したカルマグリフが、流れるように右手を払った。

　双銀瞬弧シュート・ザ・ムーンから放たれる、幾多の銀光。

　すでに凛とルヴィアが放っていたガンドと魔術を、その銀光は飢えた獣さながらに食い破り、あまつさえ彼女たちの防御をジワジワと削っていく。

　凛もルヴィアも、宝石魔術によって十分以上の防護を固めているのに、君主ロードの射出する矢は、確実にその防護魔術の弱点を射貫いてくるのだった。

「……さっすがカルマグリフ先生。地力じゃどうしようもないわね、これ」

「いやいや十分ですよ？　正直僕も厳しいので」

「そんなこと言っておいて、こっちの論文にひたすら細かく要修正リビジョンをつけてくるのは、いつもカルマグリフ先生が査読のときですよね。──でも、その礼装も十分見させていただきました」

　言って、凛は体内の魔術回路を回す。

　出し惜しみはなし。

　手持ちのすべてをぶつけたところで、正面からじゃ敵わない相手であることは、最初から分かっている。

「Anfang!セット」

　再び、叫んだ。

　今度は、彼女の周囲に五つの宝石が煌めいた。

　本物の宝石ではなく、魔力によってつくられた疑似宝石。

　蒼、赤、黄、翠、純白。

　回る。

　回る。

　メリーゴーラウンドのごとく、万華鏡カレイドスコープのごとく、疑似宝石ひかりが回る。

「Pseudo-Edelsteine.疑似宝石Fünf Sterne im Umlauf!巡る五つの星」

　高らかに、凛は己の魔術の名を呼ばわった。
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「エルメロイⅡ世──！」

　タンゲレの形状がみるみる変化していった。

　彼の外骨格は筋肉と同じような機能を果たしているようだが、適切な変形によってその機能を数倍に高められるらしかった。

　たとえばチーターの速度と、グリズリーの剛力を合わせ持つ怪物。

　いや、動物など比較にもならぬ速度で、師匠に突進する。

「近づかないで！」

　割り込むように、自分は死神の鎌グリム・リーパーを振るった。

　片手で、タンゲレが払う。

　恐るべきことに、十全に『強化』した自分の肉体と死神の鎌グリム・リーパーですら、巨人の腕にかすり傷を作ることしかできなかったのだ。

「ぐ……ッ！」

「おおおおっ！」

　鎌を引っ掛けたまま、体が持っていかれる。

　一直線に師匠の方向へと。

「トリムマウ！」

　その頭上から、ライネスの指示で、月霊髄液ヴォールメン・ハイドラグラムが飛びかかったのだ。

　水銀メイドの姿で、拳を鉄槌に作り替え、タンゲレの頭部へと振り落とす。

　それで、ようやく止まった。

　決して痛み分けではない。

　向こうはほぼ無傷の状態だが、こちらは一歩間違えれば致命傷。ふたりで綱渡りを繰り返して、やっと行動を制限できている程度だ。

　迂闊に動けばかえって邪魔になると見たのか、師匠は微動だにしない。

　腕を組んだまま、視線を床に落としていた。

　自分は、慎重に鎌を握り直して、問う。

「どうして、師匠にこだわるんですか」

「おいおい、そんなの決まってるだろう」

　太い人差し指を、タンゲレが持ち上げた。

「そいつが、お前らの要だからだ」

「ッ──」

「魔術が使えなかろうが、戦力にならなかろうが、そんなことは何ひとつ関係ないね。ラティオお嬢さんにとって、一番の障害になるのはそいつだ」

　恐ろしい。

　心底、恐ろしいと思った。

　この使い魔の言葉は、まったくもってその通りなのだ。

　そして、新たなる声が、事態のさらなる急変を宣言した。

「……終わった」

　呟きとともに、横合いから骨剣が差し込まれたのだ。

　一房、髪を持っていかれた。

　気づくのがコンマ二秒も遅れれば、動脈を切断されていただろう。

「ラティオ！」

　ライネスの叫びとともに、思考を共有しているトリムマウが、打ちかかった。

　しかし、最初から知っていたかのように、ラティオの骨剣が弧を描くと、トリムマウの体は搦め捕られ、バランスを崩して床に転がされた。

　高速思考。

　海賊島の戦いで、何度となく苦しめられた未来視による超越剣技。

「すでに、幾多の滅びを回避する演算は始まった。もうラティオがすべきことはない。そしてラティオも、最大の脅威はエルメロイⅡ世と考える」

　タンゲレひとりでも押さえきれないところを、ふたり！

「兄上、これは……」

　最も状況を理解するライネスの口から、小さく絶望の響きがこぼれた。

　それに誘われるように、師匠の視線が上がったのだ。

「三分、もたせてくれ。グレイ。ライネス」

　決して、自信に満ちていたりはしない声音だった。

　だけど、十分だった。

　この人から頼まれたなら、何だってやれると思った。

「分かりました！」

「こいつは後で恩に着せるぞ、兄上」

　ライネスが、唇を歪めて囁く。

　このアレクサンドリア大図書館で、最も長い三分間が始まった。
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　弟子たちと義妹に守られながら、エルメロイⅡ世はかたく拳を握りしめた。

　激しい屈辱が、身を焼いていた。

　一度として、この感覚に慣れたことはない。

　守るものと守られるものが逆転してしまっている。いかに魔術師が常識的な倫理からはかけ離れたものだとはいえ、これが屈辱でなければなんなのか。

　だが、結局は受け容れるしかないのだ。

　持っている手札でしか戦えないことを、誰よりもエルメロイⅡ世は知っている。いかに悔しかろうが、苦しかろうが、己の姿を正面から見据えないことで、どれだけのものが犠牲になってしまうか、彼は誰より理解してしまっている。

　最初に歩み寄ったのは、うずくまっている錬金術師たちだった。

「ジョゼッペさん、クォートさん」

「はは、ははは、なんです、君主ロード」

「……お前」

　それぞれの反応を、錬金術師たちが返す。

　突然、天からの才能を根こそぎ奪われた芸術家のようだった。

「お悩みと思います。どうすればいいのかも分からないままでしょう。私に、あなた方を説得するような術すべはありません。しかし……」

　続く囁きに、錬金術師ふたりの瞳が、ほんのわずか輝きを取り戻した。

　次に、Ⅱ世はもうひとりの幼い錬金術師へ声をかける。

「シオン。まだエルゴとのエーテライトは繫がっているか」

「繫がっています。こちらの声も聞こえると思いますが、もう私が管理部に干渉するのは難しそうです。これからもう一度挑戦を……」

「いや、それはいい」

　と、Ⅱ世はかぶりを振った。

「代わりに、もうひとつ頼まれてほしいんだ。私の記憶から、とある術式を抜いてくれないか」

　シオンの片眉が上がった。

「かまわないんですか。先ほどのエーテライトの時とは違って、一方通行じゃないなら、あなたの記憶からもっと余計なものも奪うかもしれませんが」

「君を信じるしかないだろう」

　Ⅱ世は、苦く笑った。

　それから、最後の相手は決まっていた。

「……ファラオ・プトレマイオス」

　機械仕掛けの鳥は、ずっと動かなかった。

　突然、短絡ショートでも起こして、機能停止してしまったようにも見えた。

「あなたに協力してもらう必要があります」

「今更何ができるという。君主ロード」

「何だってできると、あいつなら言うでしょう」

　愕然と、鳥は君主ロードを振り仰いだ。

　嗄れた声で、まるで泣き笑いのように返したのだ。

「……そうだナ。あいつならそう言うだろうサ」

　小さく、Ⅱ世はうなずいた。

　それだけは、確かなことであった。

「記憶が欠けている痛みについて、私も少しは分かるつもりです。アレクサンドロス四世をなぜ自分が蘇らせようとしたのか、それすら思い出せぬことは辛いでしょう。ですが、今なら取り返せるかもしれません。──あなたのホワイダニットを」

「お前……」

　一瞬、機械仕掛けの鳥は言葉を淀ませた。

「ひょっとして、吾あの動機も、見当がついているのか」

「想像だけです。あなたが納得するには足りないでしょう。多分あなたにお願いすることはそのための行為となります」

「いいだろう。何をすればいい」

「シオンに聞いてください。私がこの旅でできることはひとつだけですから」

　歩いていく。

　今度は、ひとりだけで。

　管理部全体が震えるような激しい戦闘の最中だったが、それとは別の、地の底から──海の底から響いてくる振動を、Ⅱ世の感覚は把握していた。

　海底火山。

　黒い瘴気に向かって、声を張る。

「聞いているな、エルゴ！」

　なんて、情けないのか。

　ひとりでは何もできない君主ロードなど、意味があるのか。

　あそこで戦っている君主ロードは、自慢の弟子ふたりを相手に一歩も退かないのに。

　血が滲むぐらいに、拳を握りしめる。

　それでも、この旅でできることは、たったひとつだけなのだ。

「──これより、私は、神を問う！」
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　エルゴは、暗闇の中をずっと落下していた。

　落下は、すなわち身体中の肉を引きちぎられる工程であった。

　顔に当たる烈しい風が、手足に当たる厳しい圧が、若者の肉を少しずつ骨から剝がしていくのだった。

　その度に、鮮血が重し吹ぶき、神経が泣き叫び、内側の骨すらも削れていく。

　いや。

　剝がれているのが、己の内側の別のものであることも、エルゴは認識していた。

　たとえば、魂などと名付けられた何か。

　その都度、別のものが注ぎ込まれてくるのだ。

　唯一、いや三対六本だけ無事な、エルゴの幻手から。

　以前エルメロイⅡ世は、エルゴの幻手の特徴はそれ自体が膨大な情報量を受け止めることのできるセンサーであることだ、と喝破した。

　今起きているのは、まさしく同じ現象だった。

　幻手を通して、無数の計算と無限の数式が、流れ込んでくるのだ。

　ひとつずつを、エルゴは意識していない。

　ただ、途轍もない量の研究が押し寄せてくる。

　アレクサンドリア大図書館という叡智の結晶が、それでも解決できなかった嘆きと怒りを、エルゴに捧げてくる。

　そのすべてが、人類の滅びに直結する研究だった。

　地表が、氷河に沈む未来があった。

　地表が、温暖化で燃え尽きる未来があった。

　連鎖的な火山の噴火によって、双方が起きる未来があった。

　巨大な隕石の激突によって、恐竜の二の舞となる未来があった。

　致死性の疫病の流行によって、誰も彼もが命を奪われてしまう未来があった。

　環境汚染によって、あらゆる生物が蝕まれ、ついに人類も後を追う未来があった。

　核兵器や生物兵器の濫用で自滅する未来も、人工知能やナノテクノロジーの暴走で滅びる未来も、地球外生命体によって殺戮される未来も、天の川銀河のガンマ線バーストによって電子機器のインフラと遺伝子に致命的な欠損を及ぼされる未来もあった。

　何の原因もないのに、ただ人類が退化していくだけの未来もあった。

　今のエルゴには理解さえ及ばぬ、数限りない滅びがあった。

（こんな滅びのすべてを、回避する方法……？）

　本当に、そんなものがあるのか。

　考えるうちにも、エルゴは解体されていく。

　神の肉体を何分割にも引きちぎり、別のものを構築する作業。

　たった一度きりの、最終演算機。

　そんなモノに、エルゴを再構築してしまう。

（……くそっ）

　抵抗するべきだ。

　そう思う。

　まだ、エルゴは納得していない。

　神を喰らったことにも、神の飢えを宿すようになったことにも。

　納得していないことを自覚できるだけの心を、ようやく得たのに。

　自分は、あの姉とあの先生が好きで、食べたりなんかしたくないんだって、やっと分かるようになったのに。

　そのとき、聞こえた。

　自分と同じだけ苦しそうな、同じだけ悔しそうな声が。

「──これより、私は、神を問う！」
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（前、よりも──！）

「どうした、灰色の嬢ちゃん！」

　タンゲレの拳の乱打は、もはや砲弾の乱打にも等しかった。

　一撃一撃に乗っているのは、必殺以上の重み。

「アッド！」

「あいよお！」

　耐えきれず、握っていた死神の鎌グリム・リーパーを、破城槌バトリング・ラムへと変形させる。

　応じて、タンゲレの装甲も組み変わった。

　その都度、最適な形態を常に模索し続けるエグゾフォルムの本領であったか。

　こちらが両手槌を握りしめた瞬間、タンゲレの両手は砦を想起させる四重の複合装甲を励起させた。

　轟音が、響き渡った。

　かすり傷だけを残して、こちらの一撃が弾き返された音だった。

　十全に『強化』された自分の肉体と破城槌バトリング・ラムをもってすら歯の立たぬほど、タンゲレの装甲は圧倒的であった。

（そんな──！）

「終われ、グレイ」

　体勢が崩れるのまで予期していたラティオの骨剣が、こちらの頭部へと迫る。

　もはや身動きの取れぬ自分の背後で、刹那、何かが動いた。

　骨剣の切っ先が、水晶の床を抉る。

　煌きら煌きらしく水晶の破片が撒き散らされる中、鮮やかな銀色の流体が素早く自分を確保して、床を滑った。

「ライネス」

「兄上が傷つくのはいいが、君はいけない」

　見下ろしたライネスが、黄金の花のように笑う。

　今の脱出は、もちろん彼女の操ったトリムマウの仕業だった。

「海賊島で戦ったときより、ラティオもタンゲレも性能を向上させているようです」

「今がラティオのメインフレームだという以上、当然サブフレームよりも性能は向上するだろうね。使い魔も同様だ」

　ラティオたちを睨みつけながら、体勢を立て直す。

　冷ややかな瞳は、何手先で自分たちを仕留めると、予測しているのか。

　三分という時間を、このままで切り抜けられるのか。

　首を真綿で絞められるような心地に耐える中、背中から、朗々たる声が響いた。

「まず、今回の神は君に喰われた神ではない」

　師匠の、神を問う言葉であった。

「ファラオの棺の内側にあり、君を最終演算機と成すために、ずっとその内側に秘されてきた神體がんたいだ。この瘴気も含めて、眠れる神の権能チカラであることは疑いようがない。そして、その神は君に喰われた三柱の神の内、二柱目の神に深く紐付いていることは明らかだった。かの砂柩戦神もアトラス院──古代の実験に立ち会ったクルドリスの錬金術師によって供出されたのだから」

「っ……」

　ラティオの表情に、一瞬揺らぎが生じた。

「何をするつもりだ、エルメロイⅡ世」

「ダメですよ。絶対に師匠には通しません」

　破城槌に魔力を通しながら、自分は宣言する。

　不思議だった。

　前にラティオと師匠の神問いを聞いたときには、一緒にムシキと戦っていたのだ。

　彼女の未来視によって、仙人の暴力をかろうじて凌いでいた。あの災害の化身のような女から、ラティオの演算だけが自分の身を救ってくれた。

　今は、逆。

　ラティオの未来視に、自分たちこそが耐え忍ばねばならない。

「以前の情報によれば、クルドリスの錬金術師が供出した神體がんたいは、複数の側面を持っていて、どの因子が発現するかまでは知り得なかったという。だが、これは逆に言えば、どれでも良かったんだ。なぜならば、最終的にこの棺に到達すれば、都合の良い部分だけを切り取れる。そのような神をこのファラオの棺に埋め込んでいたからだ」

「それ以上は！」

　タンゲレの体当たりに合わせて、ラティオの骨剣がぐいと伸びた。

　十メートル近くを、まるで蛇のようにうねくって、師匠の首元へと走る。

　自分は破城槌でその剣身を搦め捕り、タンゲレの体当たりに備えて、踏み込んだ。

　合わせて、叫ぶ。

「ライネス、お願いします！」

「ああ、もちろん。私の月霊髄液ドレスを纏いたまえ。その資格があるのは、私と君だけなんだから」

　しゅるるると音を立てて、彼女の足元で月霊髄液ヴォールメン・ハイドラグラムがほどけた。

　自分の体にそれらの水銀が絡みつき、新しい騎士鎧となる。

　視界のすべてが、クリアになる。

　この鎧は単なる装甲ではない。

　自分の魔術回路の効率も、この水銀は増幅する。

　つまりは五感や筋力、敏捷力を底上げする『強化』の出力も、一気に膨れ上がる。

　凄まじい衝撃が、肩から脊髄、脊髄から腰骨、足の裏までを突き抜けた。

　巨人タンゲレの体当たりを、自分の肩が食い止めていたのだった。

「へえ」

　と、タンゲレがその意味を悟って、ライネスを見やる。

「それは聞いてなかったな。あんた、お飾りってわけじゃねえのか」

「ああ、うん。言いたいことは分かるよ。私は本来、君主ロードの器じゃない。兄上よりはいささかマシだがその程度だ」

　特に悪びれもせず、ライネスが言う。

「だけど、この数年で研鑽したことはある。決めたことがある」

　くすくすと、肩が震えた。

「本来は君主ロードの器じゃない、と言ったが、そんな本来ごときはこの手で塗りつぶさせていただこうとね！」

　夜の獣のように、その瞳が焰色に染まったのだ。

　魔眼。

「Fervor,mei sanguis沸き立て、我が血潮」

　詠唱の瞬間、ラティオが蛇腹状の骨剣を巻き取り、逆の手を前へと出した。

　手の平の皮膚を突き破り、ライネスに殺到した骨弾は優に三百発を超えた。ライネスだけでなく、その一部は師匠も狙っており、人間の肉体ごときはたやすく挽肉に変えるだけのベクトル量を保持していた。

　銀色の壁が、そのすべてを阻んでいなければ。

「グレイに着せたドレスは半分。もう半分はこちらだ」

　水銀の表面は、ざわざわと波立っている。

　先ほどまでメイドの姿をしていたトリムマウの半分は自分の鎧となり、半分は彼女の命令に従う水銀塊に戻っている。

　だが、先ほどまでとは違う。

　今、骨弾のすべてを食い止めた張力と剛性も、瞬時に張り巡らされた反射速度も、まるで別物だ。

「私の魔眼、残念ながら大したものではなくてね。性質は単に魔力を視覚化するというだけのよくある代物。ノウブルカラーなんてとてもとても。でも、眼内魔術回路についてはなかなかのものだったのさ。おかげで暴走するたびに目薬で抑えなきゃならない程度には痛んだんだが」

　そうだった。

　昔のライネスは、魔力の濃い場所に来る度に目薬を使っていた。

「何を言ってる？」

「アトラス院は詳しくないだろう。魔眼ってのは単にその性質だけが売りじゃない。本人の魔術回路に、魔眼の魔術回路を上乗せできたりもする。そして、そういうのは私の得意技なんだよ。ほんの数分なら、先代ロード・エルメロイ──ケイネス・エルメロイ・アーチボルトと同様に、月霊髄液ヴォールメン・ハイドラグラムを扱って見せよう！」

　宣言とともに、ライネスは右手を振った。

「Scalp!斬」

　水銀塊の一部がくびれて細長い帯状に伸び上がり、鞭のように唸りをあげてタンゲレへと叩きつけられた。

　最初は片手で受け止めようとしたタンゲレが、次の瞬間、全力で回避したのだ。

　ごとり、と切断された装甲の一部が落下した。

　死神の鎌グリム・リーパーですら、かすり傷しか与えられなかった装甲だった。

　衝撃の寸前、水銀の鞭は厚さ数ミクロンの薄板状に折りたたまれ、超高圧水流カッター同然の切れ味を達成したのである。

　これこそ先代ロード・エルメロイの残した本来の戦闘法。かつてエルメロイ派が持ち合わせた数多の礼装の中でなお最強と呼ばれた、至上礼装・月霊髄液ヴォールメン・ハイドラグラムの真価であったか。

「私だってエルメロイ教室最古参のひとりなんでね。さあ、ワルツは得意かな？　アトラス院の錬金術師！」

　挑むように、ライネスの魔眼が輝きを宿した。
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　カルマグリフは、決して生徒たちを侮っていなかった。

　凛もルヴィアも、その資質だけならば時計塔でもトップクラスに入ると、身にしみて知っていたからだ。

　だが、一瞬だけその注意が逸れた。

「つまり、ファラオの棺に眠る神には、ふたつの権能が必要だ」

　エルメロイⅡ世の声が聞こえたのだ。

「ひとつは神を切開するための機能。もうひとつは最終演算機としての機能。ひとつずつならばともかく、このふたつを同時に有する神はさほど多くはない。二柱目の神と縁深いものならばなおさらだ」

「ちょっ、この状況で、審さ神に者わを務めるって──」

　動揺はほんの刹那。

　言葉面こそふざけていても、完璧な構築とともに、宝石を指に滑らせる。

　カルマグリフの属性は地と空。

　空が第五架空要素であれば、地は宝石そのものだ。

　融通無碍、必要な属性を宝石から即座に汲み出し、魔術に適用できる。カルマグリフは君主ロードの中では戦闘力に劣る部類だが、彼を鉱石科キシュアの学科長にせしめたこの技術を用いれば、いかようにも対応できると考えていた。

「Number 22!」

　一小節の詠唱とともに、とりわけ力強い氷の矢が放たれる。

　周囲の水分も凍り付かせ、それは空中で七本に分裂し、バラバラの軌跡を描いて凛へと襲いかかった。たとえ凛がとっておきの宝石を使ったところで、相殺しきれない階位の魔術であった。

　魔術の完成も、明らかに凛の方が遅れた。

　なのに──結果は逆転した。

　氷の矢のことごとくが、凛の魔法円から発した魔力によって相殺されたのだ。

　いや、凛の魔力だけがそのまま突き抜けた。

「な……！」

　今放ったばかりの氷の要素エレメントの残滓を使い、床を滑走する。

　それでも間に合わず、氷の矢を食い破った魔弾は炎の刃となってカルマグリフを直撃し、咄嗟に展開した防御魔術を大いに削ったのだ。

「Die Instrumente wurden gestimmt.調律開示Rote Nummer vier.紅の四番 Flammen brechen das Eis!氷砕きの炎剣」

「今のは?!」

　ルヴィアが目を見張る。

　彼女にしてからが、詠唱より早く完成する魔術など知らなかったからだ。

　破れたスーツを擦って、カルマグリフが苦笑を滲ませる。

「エルメロイⅡ世、とんでもないものを教えましたね」

「というか、初見で大半を防がれるとは思ってなかったんですけれど」

　凛の面持ちは、優位に立つ者のそれではなかった。

　むしろ、追い詰められた表情に近い。

　まだ隠し球はあるが、カルマグリフに対して最も効果的と考えたのが、今の巡る五つ星だったからだ。最大の効果を望める初撃を軽傷で凌がれてしまえば──

「演算といえば、エジプトでは智恵の神トートが筆頭に立つ。もしくは彼の妻であり、測量や書記を司ったセシャトも条件を満たすだろう。しかし、いずれも神の機能を切開する神とは言いがたい。それはミイラに近しい権能だからだ。古代エジプトではミイラを作るために死体を切り刻んだ。彼らにとって死体とは次の生のために切り開くものだったからだ。ああ、これは君の『手』と似つかわしい。医者が人体を切るのはナイフを持った手であり、幼子が計算するときにも指を折るのだから……」

　エルメロイⅡ世の講義が響き渡る。

　だが、それとは別の理由で、猛然と凛は振り返った。

　呪文であった。

「閉みじたよせ」

　彼女にとって忘れがたい呪文が、管理部にこだましたのである。
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　ジョゼッペとクォートが、床に手をついていた。

　そこから水晶が変質していた。

　あるいは熱で、あるいは溶解で、変質したところから彼らの皮膚を新たに注ぎ込まれ、まったく新しいものに変わっていってしまう。

　皮膚こそが、彼らの演算機だった。

　平面型のコンピュータのようなものである。

　彼らが触れたものはたちまち演算機へと変わってしまう。

　そして、今つくられた図形の中心には、機械仕掛けの鳥が鎮座していた。

「……いいぞ」

　鳥がうなずくと、そのすぐそばで、シオンがこう囁いた。

「閉みじたよせ。閉みじたよせ。閉みじたよせ。閉みじたよせ。閉みじたよせ。繰り返すつどに五度。ただ、満たされる刻を破却する」

　光が奔はしる。

　天井の赤い篝火を圧して、閃光の旋か風ぜが吹き荒ぶ。

　ライネスの月霊髄液ヴォールメン・ハイドラグラムと戦っているラティオが、大きく目を見開いた。

「シオン・エルトナム、それは！」

「エルメロイⅡ世から術式をお借りしました」

　それは、アトラス院の技術ではない。

　本来、錬金術師であるシオンに扱えるものではない。

　しかし、この術式は必要なだけの魔力さえ誘導できれば、彼女にも扱えるものだった。

　何しろ、まともな暗示すら使えなかった頃のエルメロイⅡ世──第四次聖杯戦争のウェイバー・ベルベットですら使えた術式なのだ。

「このアレクサンドリア大図書館が神を喚ばうことのかなう場だというのなら、類似した術式が成立するのは当たり前でしょう。あなたが海底火山を励起したことで、霊脈もまたこれ以上ないレベルで励起している。しかも、これ以上ない触媒までふたつも用意されているのです。術式自体が即興でも、これほどの条件が揃えば成立します」

　ふたつの触媒。

　ひとつは、アレクサンドリア大図書館。

　もうひとつは、ああ、これは間違いなく──機械仕掛けの鳥プトレマイオスの再現体が。

「だが、第三魔法を利用した大聖杯の模倣だけは不可能……」

　言いかけて、ラティオははっと息を止めた。

「そうか！　お前たち、最終演算機を使ったな！」
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　暗闇の中に、新たな光が生まれるのをエルゴは見た。

　おびただしい光の粒が集まり、まるで星雲のような形状をしていた。

　光の粒のひとつずつが、知識であり、数式であった。

　しかし、これまで若者を食らい尽くそうとしていた無数の数式とは違っていた。

（……そうか、これはシオンの）

　シオンの送ったデータから、アレクサンドリア大図書館が検索した結果だった。

　光のひとつずつから、小さな芽が出始め、すぐに大樹へと成長する。

　瑞々しい枝の間に、黄金の杯が挟み込まれていた。

（……ああ、これは）

　一時的なものだと、エルゴには分かる。

　極東で起こった聖杯戦争の物語は、若者も何度も聞かされた。

　あの戦争で召喚されたサーヴァントは、極めて特異な存在である。例外中の例外である神秘──第三魔法の奇跡によってしか成立しない。

　しかし、アレクサンドリア大図書館と、神の権能による演算をもってすれば、ごく一時的な模倣は可能となるのだ。

　むしろ、それは原型となった決戦術式により近しい……

（……これも、アレクサンドリア大図書館の叡智？）

　エルゴには分からない。

　本人の記憶と、図書館の叡智とは、もはや区別がつかなくなっている。

　そして、暗闇にエルメロイⅡ世の言葉が響く。

「この神は戦神セトと対になる神であり、彼に殺された神だ。過去の王であり、現在はセトによって王権を奪われるもの、そして未来には最後の王神であるホルスへと受け渡すもの。過去現在未来の三つの側面を持つものとして、この三柱は魔術の神であるヘカテとも似た関係だ。あるいは東洋の阿修羅や、後に一神教の解釈として用いられた三位一体の原型と言ってもいい」

　今の心に、その言葉のひとつずつが、浸透してくる。

「そして、生と死の神だ。植物の神でありながら、弟に殺されたことで神をも無に帰する冥界の神となった。同時にナイルの水を司り、飢えに苦しんでいた人々を、トートの智慧を授けることで救った生命の神でもある。クルドリスが世界の滅びを回避するための演算機として考えたのも適切だろう。さらに言えば、この神は最初にミイラとなった神でもある。ファラオの棺に偽装して眠らせたのもまた、適切な措置と言える」

　アレクサンドリア大図書館において、書庫が樹木の形を取っていたのは、この神の影響もあったのかもしれない、とぼんやり若者は思った。

　新しい演算が、成立していく。

　エルゴの肉体が、修復されていく。

　若者の手に、大きな杯が握られていた。

「審さ神に者わとして、エルメロイⅡ世が神の名を審らかにする」

　若者にも、もう分かっていた。

　その名前は、戦神セトを自覚したときには知っていた。

「エルゴ、君が接続した神の名は──」
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「やめろ！　タンゲレ、あれを止めろ！」

　叫びながら、ラティオが動いた。

　限界まで効率化された動作は、武術の縮地に酷似する。

「Fervor,mei sanguis!滾れ、我が血潮」

　対して、ライネスが口にした月霊髄液ヴォールメン・ハイドラグラムの起動と同じ呪文は、しかし結末を意味する呪文であった。

　移植された魔術刻印が極限まで経パ路スを循環させるのを、自分も感じた。

　ライネスの魔眼が燃え上がり、本来ならば不足する魔力を供給する。普段ならば絶対に行使しない魔力量に、華奢な身体が痙攣した。

　床から天井に向かって、水銀がおびただしい数の逆棘を林立させたのだ。

　いかにラティオが素早くても、これだけの棘を切り崩し、師匠に向かう術はない。

　同時に、タンゲレは右手に能あたう限りの骨を集めた。

「どけ、灰色の嬢ちゃん！」

　ただでさえ巨大な手がもはやこちらの身体よりも膨れ上がり、そのまま振り落とされる骨塊は、彗星に紛った。

　正面からの防御は不可能。

　回避も不能。

「アッド！」

　だから、こちらが選んだ形態は破城槌バトリング・ラム。

　ライネスから預かった水銀の鎧を信じて、ただ全力で撃ち抜くのみ──！
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「告げる」

　と、シオンは口にした。

「告げる。

　汝の身は我が下に、我が命運は汝の剣に。

　聖杯の寄るべに従い、この意、この理に従うならば応えよ」

　膨大な魔力が、供給されている。

　絶大な演算が、後押ししている。

　本来、数十年に一回、極東のとある大儀式でしか成立しない超抜級の術式が、今このときだけアレクサンドリア大図書館に現出する。

「誓いを此処に。

　我は常世総ての善と成る者、

　我は常世総ての悪を敷く者」

　そこまで詠唱した時に、シオンの目が動いた。

　近づかれぬようエーテライトの結界を張っていたのに、誰かがそれを搔い潜ったのだ。

「申し訳ないが、そこまでで」

　カルマグリフが、短弓を引き絞っていた。

　恐るべきは君主ロードの慧眼。一瞬で凛の魔術の性質を見極め、カウンターを取られぬよう、ここまで接近したのであった。

　しかも、巡る五つ星の発動しようもない、超至近距離での魔術射撃。

「いいえ、先生」

　だが、もうひとり立ちはだかった。

　ルヴィアもまた、回り込んでいたのだ。

　巡る五つ星の維持のために、咄嗟に動けなかった凛に代わり、彼女は師へと追随して、左手でふたつの宝石を握り込んでいた。

「Call grace!恩恵よ、目覚めよ」

　宝石を点火。

「Call grace!恩恵よ、目覚めよ Squared!相乗」

　さらに宝石を点火。

　禁呪とされる相乗で、『強化』をさらにブースト。

「な……っ！」

　さしものカルマグリフも、息を詰めた。

　超至近距離の魔術射撃に対するは、超至近距離の魔術打撃。

　限界を超えた速度で、交差法気味に、ジャンプスーツを纏った身体が宙を舞う。魔術の矢に金髪の幾筋かを持って行かれながら、鮮烈すぎるフライングニールキックがカルマグリフの喉元へ炸裂した。

「汝三大の言霊を纏う七天」

　そして、シオンもまた、最後の呪文を叫んだ。

「抑止の輪より来たれ、天秤の守り手よ──！」
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　若者の前に、それは立っていた。

　確かに、見覚えがあった。

　砂嵐の中で出会った神と、似通った相貌をしていたからだ。

　砂柩戦神たるセトに殺された中で、最も有名な兄弟神。

　太陽神ラーの王権を引き継ぎ、長くエジプト神話において主神の座に在ったモノ。

「オシリス……！」

　冥界の神。

　今までとは違う。

　この神はエルゴが喰らった神ではなく、今繫がっているだけの神だ。

　己の内側で脈付いている神と違って、話しかけたりはできない。あくまで、そこにまだ存在するだけの機能の残骸である。エルゴを最終演算機にするためだけに残された、権能のカケラにすぎない。

（多分……これだけだと）

　残ったカケラだけでは、エルゴの喰らった神の三柱すべてを還すには至るまい。クルドリスにとって必要だったのは、あくまで最終演算機として若者を調整する機能だけだったからだ。

　それでも。

　演算機としての機能を、利用することはできる。

　繫がっている以上は誘導することはできる。

　シオンを通じて流れ込んできている数式を、かの神へと導いていく。

「誓いを此処に。

　我は常世総ての善と成る者、

　我は常世総ての悪を敷く者」

　エルゴもまた、その呪文を唱える。

　魔力を回す。

　手にある杯へと、すべての魔力を注ぎ込んでいく。

「汝三大の言霊を纏う七天」

　そして、エルゴもまた、最後の呪文を叫んだ。

「抑止の輪より来たれ、天秤の守り手よ──！」

　暗闇を、光が払った。
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　強烈な閃光が、迸った。

　物理的なそれではなく、霊的に感覚そのものを灼く膨大な魔力ひかりであった。

　魔力はそのまま編み上げられ、ヒトガタのカタチをつくりあげる。

「境界記録帯ゴーストライナー……」

　囁いたのは、ジョゼッペだった。

　彼とクォートがつくりあげた魔法円の内側に、新たな人影が生まれていたのだ。

　筋骨逞しい、白髪に見事な白髭をたくわえた老人であった。

　老いによって衰えるどころか、一日ずつにその経験を肉体に刻んできたようだった。

　瞼を閉じ、黒い外套を纏っていた。星のような意匠が施され、その外套に身を包んだ姿は、まるで夜空を衣服に映し込んだかのようにも見えた。

　肩には、機械仕掛けの鳥を載せている。

　皺だらけの手が、すうと持ち上がった。

　残存していた黒い瘴気がそれだけで吹き払われ、赤毛の若者が現れたのである。

「エルゴ！」

　シオンが駆け寄った。

「ただいま……シオン」

　弱々しく、エルゴが笑う。

　今の膨大な魔力を霊脈から誘導してのけたためだろう。神の権能チカラを振るったとき以上に、若者は衰弱していた。
















　そして、そのふたりに対して、

「お前たちが、吾あのマスターか」

　老人が囁いた。

　ゆっくりと、琥珀色の目が開いた。

「吾あの名は、プトレマイオスである……！」
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　誰もが、動きを止めていた。

　戦っていたラティオもタンゲレも、凛もルヴィアも、シオンもジョゼッペもクォートも、自分たちもその光景を見守ることしかできなかった。

「師匠……」

「どうやら、うまくいったらしい」

　かぶりを振って、師匠がため息をつく。

「やめろ」

　乾いた声で、ラティオが言った。

　かすかに、震えていた。

「エルゴを、棺に戻せ。そうすればまだ演算は続けられる」

「いいえ、チェックメイトです」

　と言ったのは、床に転がったカルマグリフだった。

　ルヴィアの最後の一撃がよほど痛烈だったのか、立ち上がるのも億劫といった感じで、片手をひらひらと上げる。

「これはもうダメです。終わったんですよ、クルドリス。このアレクサンドリア大図書館のセキュリティキーが何だったか忘れたんですか」

　いつのまにか、プトレマイオスの手が一冊の本を持っていた。

　そのページの文字は定まっていない。

　人間の動体視力ではまったく読めない速度で移り変わっていく。まるでコンピュータの画面のようだった。

「今、吾あは、このアレクサンドリア大図書館とひとつになっている」

　厳かな声で、プトレマイオスが言った。

「そのように、座に刻まれたらしい。なんとも不思議な気持ちだな」

　今度は、肩に載った機械仕掛けの鳥のものだった。

　ふたりのプトレマイオスは、今同期しているらしかった。

　これもまた、アトラス院の分割思考と似た在り方であった。

　ぱたりと本を閉じる。

　管理部に、瑞々しい光が灯った。

　透明になった天蓋から、海底の景色が見えたのだった。

　大量の泡が海中を上っていき、しかし、その数はみるみる減っていった。

「海底火山には休眠するよう干渉し直した。この段階ならまず間に合うはずだ。その分吾あの維持時間も削られるが、かまわんだろう」

　それから、蒼い海底を仰いだ。

「そうか……吾あの動機は……そんなことだったか……」

「プトレマイオスさん……」

　こちらの声も聞こえぬように、天井を見つめたまま、呟く。

「エルメロイⅡ世の言った通りだった。こんな馬鹿げた動機、己の記憶を取り戻さなければ納得すまい」

「師匠は、なんて」

「決まってるさ」

　なぜか、そのときの師匠の声音はひどく優しかった。

　まるで、ずっと昔に別れた誰かに、今なら少しだけ褒めてもらえるだろうとか──そんなことを確信しているかのようだった。

「アレクサンドロス四世は本から遠ざけられた。しかし、驚くほどに語学の才能に長けていた」

　悲しく歴史の陰に消えていった王子の、誰にも知られなかった才。

「……だったら、あなたは、そんなアレクサンドロス四世がいくら読んでも足りないほどの図書館を用意したかった。それだけだったのでは？」

「ぁ……」

　しゃがみ込んでいたエルゴの口から、呻きが漏れた。

　師匠の看破したホワイダニット。

　それはなんと馬鹿げた動機だったろう。

　馬鹿げているけれど……

「あなたは私たち以上に残酷な時代を生きていた。いいや私たちの時代にだって残酷なことはいくらもあるが、あなたの時代は残酷がもっと当たり前だった。しかし、だからこそ日の目を見るべき才能が発露されなかったことには、より強い哀しみを覚えてしまうでしょう。……イスカンダルの届くべきだった果てを想像して、多くの詩人や作家がアレクサンドロス・ロマンスを語ってしまったように」

　アレクサンドロス・ロマンス。

　ここに来る前に、師匠とカルマグリフが話していたのを、思い出した。

　実際の歴史とはかけ離れてしまうほど、愛された英雄の物語。

　プトレマイオスが、もう一度エルゴを見下ろした。

「あなたの才を惜しんだ。吾あはこの世界に比類ないほどの書き手と記録を蒐あつめたが、ついにその読み手を得ることがかなわなかった」

（……ああ）

　それは、きっとプトレマイオスだからこその苦悩だったろう。

　そして、己のせいで、そうした才を摘んでしまったとなれば、それは比類なきアレクサンドリア大図書館をつくったからこその苦しみとなるだろう。

　エルゴが、視線をあげた。

「じゃあ、僕はアレクサンドロス四世なんですか」

「いいや。死せる若君に、吾あと三人の魔術師は神を喰らわせた。だが、記憶飽和にともなって、その自意識が神ともかつての若君とも別に──言うなれば生まれ直した状態になるだろうことは把握できていた。今のあなたは誰でもあり、誰でもないだろう」

「誰でもあり、誰でもない……」

　鸚鵡返しに言って、エルゴはくしゃりと顔を歪めた。

「じゃあ、エルゴって名前は」

「それは人の名前ではない。実験の名だ。召喚で与えられた現代の知識に則って言うならば、プロジェクト・エルゴとでも呼ぶべきか」

　プロジェクト・エルゴ。

　初めて聞いた名前なのに、その名は妙に耳に馴染んだ。

　それから、

「エルメロイⅡ世」

　師匠の方へ、プトレマイオスが振り返る。

　隆々とした老人を見上げて、師匠もたまらない顔になった。

「あなたの最盛期なら、普通はこの時でしょうね」

「サーヴァントの吾あを見たことがあるのか」

「遠目に、一度だけ。もっと若いあなたを」

　まるで青春を思い出すように、師匠は目を細めていた。

　征服王イスカンダルとともに駆けた、第四次聖杯戦争のときのことだろうか。

「なるほど、あの小僧めとの話をしていたな」

　愉快そうに、プトレマイオスが笑った。

「吾あの人生には、二度も輝ける時があった」

　しみじみと、老人は口にした。

　蒼い海の底から、思い出という泡を吐き出すように。

「だから、この未練は終わろう」

　もう一度、プトレマイオスが本を開く。

「これより、アレクサンドリア大図書館を閉館する」

「やめろ！」

　ラティオが突っ掛けたのだ。

　その両手が合わさり、手の平から突き出た骨が絡み合って、巨大な骨の剣と化した。

　剣というよりも、出鱈目な骨のオブジェのように見えた。禍々しく、ありとあらゆる部位の骨が組み合わされた異形の大槌矛ハルバード。

　おそらく、彼女にとって最大の攻撃だったろう。

　しかし、対する老人の逞しい手は、肘のあたりから鏡面に変じていったのだ。

　周囲の水晶を映す、鮮やかに磨き抜かれた鏡面。

　その鏡面から、マグマも凌ぐほどの熱線が放たれた。

「────ッ！」

　その威力たるや、ラティオの振るった大槌矛が、一瞬で溶け落ちるほどであった。

　サーヴァントとして、アレクサンドリア大図書館と己はひとつになっていると、プトレマイオスは口にした。今放たれた光の図抜けた威力は、海底火山をも励起するこの大図書館に支えられたものだったろうか。

　ならば、いかに神代の錬金術師の智慧を得ようと、ラティオに防ぐ術はない。

　鏡の腕に、光が収束する。

　この大図書館を形成する水晶に蓄えられた情報ひかりが、このサーヴァントに扱われるとき、凄絶なる攻撃手段へと変じる。

「古き同胞はらからを継ぎし者よ、吾あが宝具の一端なりと知って逝くことを許す」

　老王が言った。

「開け、叡智の門」

　もはや、老王を直視することも難しい。

　まるで、古き神明裁判の結果を告げるように、その声だけが響いた。

「〈王の書庫ビブリオテーケ・バシレイオー〉」

　轟雷の唸りが、走った。

　奔騰する魔力が、一気に解き放たれる。

　自分が借り受ける聖槍にも匹敵するほどの、圧倒的な破壊の奔流。それでいてプトレマイオスの操る光は、老王が狙った範囲の外にはほとんどの被害をもたらさぬほどに、緻密な制御をも為されていた。

　ようやく網膜に影が映ったとき、自分は信じられない光景を見た。

　骨の巨人であった。

　蒼い髪の錬金術師を、タンゲレが庇っていた。

　あれほどの強度を誇った外骨格は、無残に崩壊していた。

　片腕は完全に焼け落ちており、跡形すらない。うずくまったままで、太ももも肩も脇腹も、大きく欠損していた。

　背中から胸にかけての半分以上が、向こう側まで見える大きな穴を開けており、焼け焦げた部分からぶすぶすと煙を上げていた。

「悪い。エルメロイⅡ世」

　背中越しに、巨人が囁いた。

「勝手ばっかり言うがさ。ラティオお嬢さんを許してやってくれないか」

「タン……ゲレ……」

　庇われた錬金術師だけは無傷だった。

　咄嗟に展開できる装甲のすべてを、彼女を守るために使ったことは間違いなかった。

　師匠が、沈痛たる面持ちで口を開く。

「ひょっとして、あなたは、サイファとしての記憶を持っていたのでは」

「どうだかなあ」

「タンゲレ……」

　ラティオの手が震えた。

　その白い指が、タンゲレの頰のあたりに触れた。そこも熱を帯びたままで、じゅうと音を立てて指先に火傷をつくったが、今のラティオにはもはや気にするだけの機能も失われているようだった。

「タン……ゲレ……！」

「そんな顔すんなよ……使い魔がひとつ消えるだけだろが……」

　巨人が、笑った。

　笑ったように、自分には見えた。

「おやすみ……姉さん……父さんによろしく……」

　胸元から何かがこぼれて、水晶の床に転がった。

　タンゲレの核となった……サイファの頭蓋骨だった。








４









　凄絶なる戦いの終わりだった。

　動かなくなったラティオは、ずっと頭蓋骨を抱きしめていた。

「エルメロイⅡ世。ラティオは、滅びを回避できるなら、何だってしようと思っていた。弟が死ぬのを黙って見ていても、何ら後悔はなかった」

　小さな呟きだけが、水晶の床を這った。

「なのに、どうしてラティオはこんなに……心臓まで破けそうなんだ」

「君の本質はラティオだ」

　と、師匠が言った。

「クルドリスの知識によって変質はしても、本質までも変わってしまうわけじゃない。クルドリスの指し向そ性うはあくまで主義や理念。君という人間の本質は、弟の喪失を嘆き悲しんで当然だろう」

　ラティオという人間の、本質。

　しばし、その様子を見つめてから、プトレマイオスが口を開いた。

「行くといい。閉館が始まった以上、ここは長くもたない」

　先ほどまでと違った震動が、アレクサンドリア大図書館を揺らした。

　まるで、長い夢から醒めるような震動であった。

「この遺跡はなくなってしまうんですか」

「あくまで、しばしの閉館だ」

　と、老王は言った。

「いつかまた、ふさわしい人間が来たときに開くだろう。それがいつになるかは分からんし、それこそ滅びの方が先に来るかもしれないが」

　ずっと海底で眠っていたような大図書館が、また眠るだけのこと。

「若君」

　と、プトレマイオスが振り返った。

「ひとつだけ問いたい。……本はお好きですか？」

「…………」

　少しだけ間をおいてから、エルゴが口を開いた。

「日本で、とある女の子に絵本を読み聞かせしてもらいました」

　老人の表情から、ほんの少しだけ皺が薄らいだように思えた。

「絵本、ですか」

「はい」

　と、エルゴがうなずく。

　赤毛の若者は、かすかに目を細めて続けた。

「多分全然珍しくない本です。たくさんの本屋で売っていて、たくさんの人々が読んで、たくさんの心の底に蔵しまわれて、やがてほとんどが忘れられていく、そんな絵本です」

　日本で誘われた事務所を思い出した。

　あの不思議な少女──両儀未那とエルゴの間に、そんな交流があったのか。

「僕は、きっとそれで十分なんです」

「……ああ、よかった」

　老王は、まるで子どものように、ひどく無邪気に笑った。

「さあ、帰り道を用意しよう」

　風に煽られたように、外套が揺れる。

　老人の白い手が露わとなる。

　ファラオの棺のすぐそばから、虹色の泡が生まれた。

　時空泡であった。

　いくつも群れ集った泡が、ここに来た時と同様の新たなる『門』を作るのを見ながら、師匠がふと尋ねた。

「そういえば、結局、本物のファラオの棺はどこだったんです」

「これのことかな」

　プトレマイオスが白い髭を触ると、棺のすぐそばの床が開いた。

　そこから、もうひとつ、全く同じ形の棺が姿を現したのだ。

「これは……」

「最初の棺は、ロード・メルアステアとあなたが看破したように、アトラス院本部に対する言い訳のためのダミーだ。まあ、こういうものを用意していたから、クルドリスがオシリスの神體がんたいを仕込んで、つけ込む隙があったわけだが」

「なるほど」

　と、師匠がうなじを搔いた。

　旅の最後に、なんだか思いがけず愉快なものに出会ってしまった、とでも言いたげな表情であった。

　やがて、時空泡からまったく別の空間が開いた。

　アレクサンドリア大図書館外周部に待つ、潜航艇への道が作られたのだ。

「若君について問いたいことはいくらもあるだろうが、吾あに言えることは少ない。それでも最低限のことはこれに記しておいた。若君であれば読めるはずだが、あなたに渡しておこう」

　水晶を、老王は師匠に握らせた。

　内側に、紫の光が明滅する水晶であった。

　その水晶をハンカチで綺麗に包んで、懐に仕舞ってから、師匠はこちらに向き直った。「じゃあ、シオンにラティオを拘束してもらって、ログたちは……」

　そう言い切らぬうちに、異変が生じたのだ。

「うわああああああ！」

　突然、うずくまっていたラティオの背中が、音を立てて破れた。

　アトラス院の制服も滑らかな肌も一瞬で凄惨な血まみれとなり、そこからハリネズミのごとき骨棘の剣山が、全方位に向けて突き立ったのである。

「師匠！」

　咄嗟に大盾に変えたアッドで、師匠を庇う。

　力任せに鐘を打つような衝撃が、何度となく大盾を叩いた。

　しかも、骨棘の発生は一度では止まず、フラクタル状に新たな棘から棘を生んで、管理部を一気に侵食していく。

「おおおおおっ?!　なんだこりゃあ！」

「記憶飽和だ！」

　アッドの悲鳴に、師匠が叫び返す。

「サブフレームに己を委ねることで、かろうじて均衡を保っていた人格が、メインフレームに移行し、戦闘状況やほかのストレスを浴びたことで暴走してる……！」

　つまり、エルゴの暴走と同じものだった。

「だったら僕が！」

　骨棘の侵食を、エルゴの幻手が迎え撃つ。

　六本の幻手は襲いくる骨棘を次々に叩き折ったが、それもすぐ不安定になり、若者が膝を屈した。

　プトレマイオスを召喚した際の絶大な疲労が、エルゴを苛んでいるのだった。

　ほかの人間も、状況は変わらなかった。凛にしろルヴィアにしろライネスにしろ、骨棘を阻むことはできているが、それ以上の行動は取れないままだ。

（……いいえ）

　大盾を打ち続ける衝撃の中、違うと否定する。

　ラティオを殺す思い切りができれば、すぐに終わるのだ。

　だが、まだ誰もそこまで踏み切れない。

　いよいよ命の危機となれば、瞬時に切り替えるだろうが……。

「ならば、吾あが葬ってやろう」

「……いいえ、それは待ってください。プトレマイオス」

　師匠が制止して、振り返った。

「ロード・メルアステア！　こうなるのは分かっていただろう！　ティカさんを戦闘に参加させなかったのは、対策を取って、否ジ定ェ無ミ二ニを用意させていたからじゃないのか！」

　すると、あれほどの一撃を受けて倒れていたはずのカルマグリフが、ひょっこり立ち上がったのである。

「おや、バレましたか」

「否ジ定ェ無ミ二ニ？」

　聞き慣れない名に尋ねると、師匠がひとつうなずいた。

「メルアステアの至上礼装だ。同等以上の材料と引き換えに、信じられないレベルで神秘に関わる物品でも模造してみせる。ただし、使い手の相当量の血液を必要とする。いささか精彩に欠けていたのは、ずいぶん大量に使ったからだろう」

「まあ、必要があると思ったもので」

　凛とルヴィアのふたりを相手取って、五分以上に戦っていたというのに、あれでも本調子ではなかったというのか。

　ゆるりと立ち上がり、接近する骨の嵐をひょいひょいと避けながら、言う。

「ティカ、スタンバイ」

「まあ、カルマグリフ様がいいんでしたらー」

　助手のティカが、トランクに指をかける。

　バチン、バチンと音を立てて、施錠が解かれていくのを見ながら、カルマグリフは言葉を続けた。

「否ジ定ェ無ミ二ニは模造したものをすぐ生成しなきゃいけないわけじゃなくて。上限はありますが、何体かは生成せずにとっておけるんですよ。ただ、モノによっては素材を入れてから生成までに時間がかかるので、ティカさんにはずっとそれをやってもらってました」

「Avra kedabra」

　最後の呪文によって、トランクの蓋が開かれる。

　その内側から現れたのは、人体だった。

　ただし、骨になった腕だけの。

「な、に……」

　師匠が呻く。

　その正体を、シオンが喝破した。

「まさか、それはクルドリスの」

「はい、サイファ・クルドリス・ハイラムが残した渾身のエグゾフォルム！　もちろん自動発動、自動判断機能つきのね！」

　腕の骨から、先ほどのラティオの再現のように、おびただしい棘が生まれた。

　ラティオの暴走する骨を、腕から生まれた骨棘が迎撃していく。

　無数の骨棘が、あるいは激突し、あるいは絡み合って、いっそ前衛芸術的なカタチをつくっていく。

「どうやって、こんなものを。……いや、そうか、元々サイファの友人だったからか！」

　その可能性は、以前の師匠も指摘していた。




　──『サイファさんとカルマグリフさんが知り合いだったってことですか』

　──『時計塔の魔術師というのは、基本的にみんな噓つきだからな』




　あのときの会話が、よもや真実であったとは。

「組織を越えて、それなりの交流があったんですよ。こちらもこっそり後援する代わりに、サイファさんからいくつか発掘の出土品や、本人の術式を供出してもらってました。この腕もその一環でして」

「じゃあ、サイファの裏コードを闇オークションに売ったのは……」

「もちろん僕です。あのときはお金に困ってたんで、コピーさせてもらってたのをあれこれ売ったんですよ。買った相手が誰か、ちゃんと調べるはずだったんですがねえ」

　苦笑したカルマグリフも、むべなるかな。

　カルマグリフがオークションの売り手として注目されていたことで、結果として師匠やライネスを引き寄せ、闇コードを買われることとなったのだから。

　ふたつの起点を持った骨の放出は、無限に続くとも思われた。

　しかし、やがて片方に天秤は傾いた。

　全身を捧げたラティオと、もはや腕だけになったサイファとの違いだったか。明らかにサイファの骨棘が支配している空間の方が、小さくなっていく。

「先生、これでダメなら──」

　凛が、宝石を握りしめていた。

　彼女の宝石魔術ならば、骨棘の中心で苦しんでいるラティオにとどめを刺すことは造作もないだろう。

（でも、それは……）

　アッドの変じた大盾の持ち手を、強く握りしめる。

　その時、もうひとつの地点から飛び出したものが、ラティオの骨棘に挑んだ。

　三度、それは骨であった。

　壮漢の腕の皮膚を破って、無数の骨棘が生じていたのであった。

「……ログさん」

「おちおち、寝てもいられんな」

　アトラス院の上級教官が、いつのまにか立ち上がっていた。

　凛の治癒呪文があったとはいえ、かろうじて止血に成功した程度だ。自身の骨を武器とするクルドリスの家伝特質を十全に使える体調ではあるまい。

　それでも、ログは躊躇しなかった。

「ラティオ……」

　ゆっくりと、近づいていく。

　他の誰も動けぬ中──サーヴァント・プトレマイオスの見守る中、一歩ずつ、確かに、歩いていく。

「……ラティオ」

　娘の名前を、守りの呪文のように唱えながら、骨の嵐に近づいていく。

　すべては防ぎきれず、頰や脇腹、太ももが引き裂けて、赤い血を迸らせた。

「このログは、ずっとお前を無視していたな」

　ログの体の半分ほどで、皮膚のすぐ下に生成した骨が剝き出しになっていた。

　骨と骨の打ち合う音が、鋼が泣き叫ぶようだった。

「サイファがいなくなってから、アレクサンドリア大図書館以外のすべてを、このログは忘れきった」

　もう、ログの手は骨棘を作っていない。

　最低限急所を保護したエグゾフォルムだけが、彼を守るすべて。

「お前がクルドリスの名を背負って、神喰らいを探すと言った意味も顧みなかった」

　けたたましく、火花が散る。

　まるで、命のように散っていく。

「お前と話そうとすることもなかった。他の誰かに突き動かされているなど、考えることもなかった。常人の何千倍、何万倍の思考を持って、許されぬほどに怠惰なままだった」

「ああああああああっ！」

　ラティオの全身から、一際強く、もはや抗しきれぬ数の骨棘が生まれる。

「ログさん！」

　叫びは、別の音に搔き消された。

　壮漢の身体を貫く寸前で、骨棘が断ち切られたのだ。

「……シオン」

　エルゴが呟く。

　彼女の操るエーテライトが、すんでで致命的な骨棘だけを切り裂いたのを、若者だけは見極めていたのだろう。

　娘を抱いたまま、血まみれの壮漢は動かなかった。

　ラティオもまた、それ以上の骨棘を生み出すことはなかった。

「……父さん」

　彼女の頰を、涙が滑っていった。

　骨棘を生み出した頰は、父親と同じく血まみれで、その涙が血を拭っていった。

「父さん……父さん……！」

　子どものように泣きじゃくる彼女を、自分たちはただ見守っていた。

















終章









　アレクサンドリアのマスル駅で、自分たちは改札近くに佇んでいた。

　かすかな砂っぽさが、午前の空気に混じっている。

　この駅に着いたときは、砂漠の気配の少なさに感動したものだが、人間とは勝手なもので、しばらくいるとやはり砂漠の国なのだ……と感得するのだった。

　金属のベンチに座って、エルゴは手帳に鉛筆を走らせていた。

「また、絵を描いてるんですか」

「忘れないうちに描いちゃうのが大事かな、と思って」

　エルゴは、少しだけ寂しそうに笑った。

　最近の若者は、こんな表情をするようになった。

　海賊島の頃とも、シンガポールの時とも、日本にいた時とも、また違う顔。

　出会って一ヶ月もしないのに、あまりに早く変化し続けている。若者の正体に近づいたから、こちらの見る目が変わったというのもあるだろうが、決してそれだけではあるまい。

「師匠は、もう体は大丈夫なんですか？」

「できたら、一週間はこの街でのんびり過ごしていたいところだがね」

　目の下に、薄くくまを貼りつけて、師匠がぼやく。

　あの海底図書館から脱出して、二日が経っていた。

　自分たちは疲労を癒すためにひたすらホテルの部屋で倒れていたのだが、師匠とライネスはその間も手続きやら根回しやらで、てんてこまいだったらしい。

　最終的に手打ちの形になったとはいえ、アトラス院の遺跡で君主ロード同士が、殺し合いましたなどと言うわけに行くまいから、およそ考えつく限りの交渉や妥協や談合が帰還後になされたのだろう。

　もっとも、師匠と対照的に、一緒に帰ってきたライネスの方はやたら上機嫌で、肌をツヤツヤさせていたのだけど。

　まだ昼前のためか、改札にもホームにも人の影は少ない。

　どこかしら、駅もぼんやりと寝ぼけているかのようだ。

　やがて、ホームからシオンが戻ってきた。

　カツカツ、と規則正しい足音を鳴らしながら、自分たちの前で視線を上げる。

「ラティオとログのふたりを列車に乗せてきました。エーテライトに繫いだままですので、事実上の拘束状態になりますが」

　幼い少女の口ぶりは、疲れなど微塵も感じさせなかった。

　こんな十歳足らずの相手が、海底のアレクサンドリア大図書館に潜って、あれほどの戦いを繰り広げたことが、いまだに信じられない。

　自分だって、この世界では幼い方だろうが、ちょっと比較にならないだろう。

　隣から、エルゴが口を開いた。

「エーテライトに繫いだってことは、シオンも一緒に？」

「もちろん。まずはふたりを連れて、アトラス院本部への報告ですね。先にジョゼッペとクォートに向かってもらってますが、頑固な教官どもに説明をすると思うと、ひたすら億劫です。事件なんかよりもアレクサンドリア大図書館が閉館した、という方が彼らにはショックでしょうしね」

　ふん、と少女が鼻を鳴らす。

　そういう仕草が、不思議と可愛く映った。

　潜航艇が上昇してすぐ、アレクサンドリア大図書館は見えなくなったのだが、シオンによればそれこそが閉館なのだという。あの大図書館が本気で姿を隠したなら、今のアトラス院が百年がかりでも見つからないだろうとも。

　海底の闇から現れた大図書館は、再び闇に消えたのだった。

「ラティオに残存するクルドリスの知識については、可能な限り抽出しておきます。あの記憶飽和の後となると、かなり断片化が起きてるでしょうから、時間はかかると思いますけれど」

「それは助かる」

　師匠が、素直に頭を下げる。

「礼を言われることじゃありません。単に放置しておく方が面倒になりそうだと判断しただけです。私はここまでにせよ、あなた方の旅路は魔術世界に及ぼす影響が大きくなりそうですし」

「そうかもしれないな」

　シオンの指摘に、師匠が微苦笑する。

　それから、こう尋ねた。

「ラティオはかなり消耗していたようだったが、本復は望めそうなのか？」

「どうでしょうね。ただ、ログは十分に献身的でしたし、ログのいる限りにおいては落ち着いていましたから、望みはあるんじゃないでしょうか。どこかの演劇狂にも見習ってほしいぐらいです」

　誰のことだろう。

　なんとなく知っている相手な気もするが、この少女と親子らしい付き合いをしている光景が、どうしても思いつかなかった。

「いずれにせよ、これでさよならです。もう会うことはないでしょうが、お元気で」

「シオンさん」

　踵を返そうとした少女の肩に、声がかかった。

　エルゴが、手を差し出していたのだ。

「きっと、また会いましょう」

　しばらく手を見てから、幼い少女は怪訝そうに返した。

「そんな約束、どうして保証できるんですか？　よりにもよって、私やあなたのような身の上の人間が？」

「いや、それは……」

　口ごもった若者に、シオンが表情を変える。

　まだ慣れない──しかし、輝くような笑顔に。

「でも、約束しましょう。私は絶対に忘れませんから、きっと、また」

　そう言って、若者の手を、強く握り返したのだ。
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　波打ち際に、何隻も船が停まっていた。

　遠く、近く、潮騒が聞こえる。

　寄せては返し、返しては寄せる、波のリズム。

　地中海の眩い風に、直立したマストが揺れている。

　そんなアレクサンドリアの港の一隅で、凛とルヴィアは、白いスーツの男に向かい合っていた。

「まさか、君らに見送られるとは」

「カルマグリフ先生については、ギリギリまで監視している必要があると思いますから」

「わ、信用がないなあ僕」

「どうやったら、そんなものがあると考えられますの」

　呆れた風に言って、ルヴィアが己の金髪に触れる。

「おっと誰かのニールキックにやられた喉が焼け付くようだ」

　わざとらしく、カルマグリフが喉元を撫でた。

　それから、

「まあ、とりあえずは大人しくしてるつもりですよ。見るものは見たし、やることはやったからね」

　と、軽く伸びをしながら、口にする。

　そんな講師に、凛が尋ねた。

「サイファさんの無念を晴らしたい、とか思ってたんですか」

「いいや、ちっとも」

「そうですよね」

　凛が片目をつむる。

　どちらも命を懸けてやり合ったはずなのだが、そんな雰囲気は微塵もなかった。

　魔術師の流儀というよりは、個人の特性によるものだろう。師弟としては、意外といい組み合わせかもしれなかった。

「でもまあ、僕は彼が好きだったよ。なにしろ夢があった。海底の大図書館！　もうひとつのアレクサンドリア大図書館！　僕の生きているうちにもう一度拝む機会があるかはともかく、これほどの夢が見られたのは素晴らしい！」

「夢、ですか」

「そう。僕ら考古学科においては、それこそが唯一無二の価値だ」

　晴れ晴れと、カルマグリフは語った。

（……多分、そこが違うのね）

　ふと、凛は思った。

　大意において、似たことをⅡ世も言うことはある。君主ロードとして、エルメロイⅡ世もまた魔術師の価値観に殉じる者だ。

　だけど、そこに含まれているのは肯定と自虐の入り混じった、複雑な感情である。

　魔術師について、だけではない。

　エルメロイⅡ世の視線は、ほとんどの価値観に対して、どこかそういうよそよそしさを持っている。明朗に己の価値観を誇るカルマグリフに対して、Ⅱ世のそれは己にも他者にも、敵にも味方にも、何歩かの距離をおいたものだ。

　カルマグリフとも、凛とも異なる価値観。

　ある意味、公正と言えるかもしれない。

　そのおっかなびっくりで、どっちつかずな在り方が案外嫌いではないらしいと、不意にそんなことを考えたのだった。

「ルヴィアくんも、宝石魔術の相乗による『強化』なんて無茶な真似したんだから、ちゃんと体は労っておくように。そこは魔術師の基礎だからね。夏休みサマーホリデー明けの授業までに治ってないようなら減点するよ？」

「もちろんですわ。お気遣いなく。体調管理は当然の義務ですので」

　すっと、ドレスのスカートをつまんで、うなずいて見せる。

　遺跡のときと違って、彼女が身に纏っているのは、海の蒼色を映したかのような鮮やかなドレスであった。

　そこで、船のタラップから、分厚い眼鏡の女性が降りてきた。

「カルマグリフ様ー、ぼちぼち出航ですがー」

　助手のティカが、太陽に手をかざしながら、やってきたのである。

「はいはい。じゃあ、お別れかな」

「カルマグリフ先生」

　凛が、もう一度念を押すように、名前を呼んだ。

「最後に確認しておきたいんですが、エルゴのこと、時計塔では触れないということでかまいませんか」

　その問いに、考古学科の君主ロードは薄く笑った。

　目元を隠している髪の間から、何か途轍もないものが覗いたような気が、凛にはした。

「今は、大丈夫だよ、ミス遠坂」

　ひどく優しい声で、魔術師は告げたのであった。
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　シオンを見送った後、自分たちは駅の待合室に戻っていた。

「笑ってましたね、シオンさん」

「……はい」

　嬉しそうに、エルゴは何度か手を握ったり開いたりした。

　そんな若者をしばらく見下ろしてから、

「君の正体は分かったが、その、昔の記憶が取り戻せたわけではないな」

　こほん、と師匠が咳払いする。

　エルゴは視線だけ向けて尋ねた。

「アレクサンドロス四世としての、ですか」

「……ん、まあ、そうだ」

　なんとも煮えきらない顔で、師匠がシャツの首元をいじる。

　少しだけ、その様子が生徒たちの様子とかぶった。社交的な仮面を作り上げてしまう前の、まだ無防備な素顔。

「……先生」

　と、エルゴが呼びかけた。

「今度、先生が会った父さんの話を、してもらえますか」

　その言葉に、たっぷり三秒も黙り込んでから、師匠は顔を片手で覆ったのだ。

「長くなるぞ。しかもつまらん」

「父さんがですか？」

「そんなわけないだろう！」

　一瞬で表情を変えて、言い切った。

　言い切ってから、喉を詰まらせるあたりもこの人らしかった。

　これから、エルゴがアレクサンドロス四世としての自分を、どう受け止めるかは分からない。本質的な意味で、死者蘇生は神秘においてもありえないのだという。実際、プトレマイオスも今のエルゴの自意識は、誰でもあって誰でもないのだと話していた。

　それでも、一歩ずつ折り合いをつけていけるはずだと、そう思った。

　問題は、そのための時間がどれだけ残されているのかで……。

　ふと、エルゴが尋ねた。

「どうして、ラティオさんは、タンゲレさんをつくりあげるのに、サイファさんの頭蓋骨を使ったんでしょうか」

「ひとつは、証拠隠滅だろうな」

　待合室のベンチの、汚れた背もたれを、師匠が手で拭う。

「クルドリスの家伝特質からして、骨にはさまざまな情報が蓄えられてしまう。使い魔にしてしまうという言い訳を使えば、自分が弟を殺した──もしくは見殺しにしたという情報を探られずにすむだろう」

　もしも、アトラス院に警察機構が発達していれば、使えない手だったろう。

　しかし、シオンのような人間がほぼ独自で乗り出すことからしても、アトラス院の運営は独立独歩の気風が強い。事件のことを忘れないために、使い魔にしたという建前は十分に通用したのであった。

　もしくは、二番の分割思考──自分たちの知っているラティオを騙すための方策だったのかもしれない。

「もうひとつは、言葉にするほどのことじゃないが、あれの名前が表しているんじゃないか。なにしろ、触れてほしいタンゲレ、なんて名前なんだから」

「触れてほしい……」

　いつから、師匠はその名前の意味に、気づいていたのだろう。

　三日目に蘇った救世主は、「私に触れるなノリ・メ・タンゲレ」と、すがってくる者に言ったという。使い魔の名前はその逆。

　いつか、誰かに触れてほしい、と彼女は思っていたのだろうか。

　そこで、影が差した。

「やっと見つかったぞ」

「ライネスさん」

　駅の入り口から、金髪も麗しいエルメロイの姫が現れたのだ。

　こちらの頭から爪先まで見つめて、ニッコリと笑った。

「うん、グレイもこの二日で休めたようで何より！　美容には睡眠が大事だからね。お茶の相手は一番のグレイじゃないと物足りない」

「その、えっと」

「もちろん、君とのお茶会ならいつだって歓迎だけどね？　ふむ、私も肌に磨きをかけておく必要があるかな？」

　真面目に考え出すそぶりをするから、こっちの鼓動までおかしくなってしまう。

「あ、あんまり揶揄からかわないでください！」

「はは、ごめんごめん」

　笑ったライネスを、精一杯に睨みつける。

　どうしても、愉しそうな彼女を本気で止められる気はしないのだけど。

　間をあけて、師匠が口を開く。

「で、もう根回しは終わったのか、ライネス」

「まあ、なんとか。メルアステアと口裏合わせる必要があったのが面倒だったけど、幸いアトラス院は事を荒立てるつもりがないようでね。凛とルヴィアもそろそろ戻ってくる頃だろうが、兄上は一旦カイロに戻るつもりなんだっけ」

「ああ。エジプトの首都に戻るのが、どこに行くにしてもいいだろうからな。場所を確保した上で、こいつもエルゴに読んでもらわんとならん」

　と、師匠が呟いた。

　手元に、小さな水晶が転がっている。

　プトレマイオスが、師匠に渡した手がかりだった。

　一瞥してから、ライネスが口を開いた。

「この水晶がアトラスの書物というわけか。夏休みサマーホリデー明けには授業を再開できそうなのかい？」

「……善処はする」

　渋い顔になった師匠に、自分はつい安心してしまった。

　こんなとんでもない環境にありながら、時計塔での授業が変わらずこの人の中心にあるということに、なんだかほっとしてしまったのだ。

「いずれにせよ、大きな前進だ。今回のオシリスの神がん體たいはエルゴを最終演算機にすることのみに調整されていたが、神を切除する機能があったのは間違いない。この水晶とシオンが抽出するデータによっては、応用も考えられるだろう。エルゴから神を切除することも可能かもしれない」

　強く、師匠が言う。

　半ばは、己に言い聞かせるように。

　それから、

「後、もうひとつ、気になってることがある」

　と、付け加えた。

　同じことを気にしていたのか、エルゴが尋ねる。

「彷徨海の、ジズのことですか」

「肥沃なる三日月で会おう、なんて言っていたのは、てっきりアレクサンドリアのことだと思ったんだがね。エジプトからチグリス・ユーフラテスに至る肥沃なる三日月地帯のことなら平ひょう仄そくが合うから。……いや、実際このアレクサンドリア大図書館で手がかりを得たわけだから、そういう誘導だったのかもしれないが」

　あの魔術師ならありそうなことだった。

　以前も、シンガポールから海賊島へ誘導する際、ずいぶんと迂遠な方法を使っていた。

「若瓏ルォロンのことも、ですね」

　エルゴの声が、駅の床に落ちた。

　師匠も、うなずく。

「記憶を失う前の親友だ、とか言っていたな。そのまま取れば、あの白若瓏バイ・ルォロンはアレクサンドロス四世の時代の人間となるが、どうだろうな」

　本当に、そういう意味なのか。

　それとも、もっと別の理由があるのだろうか。

「まあ、考えすぎても仕方あるまい。現時点で材料が揃っているとも思えない。まずはひとつずつ地道に潰していくさ」

　そこまで言ったところで、ふと師匠がジャケットの内側に手をやった。

　懐から、電話を取り出したのだ。

　通話状態にすると、

『教授ー！』

　と、離れてても聞こえる大声がこだました。

「フラット……？」

　エルメロイ教室でも、最古参の学生だった。

　通常エルメロイ教室では、卒業にせよ中退および他教室の紹介にせよ、四年ほどでゴールさせられるのだが、彼だけは単位が足りないのと他の学科が敬遠していることから、いまだ師匠の預かりになっているのだった。

　ある意味、最も特別扱いされている生徒は、彼かもしれない。

「なんだ、お前。今はモナコだとかライネスから聞いていたが」

『そうそう、地元の船宴カーサで、ルヴィアちゃんのところの執事くんと落ち合うはずだったんですけどね！　今回サブクエストばっかり多くて、メインクエストに辿り着かないというか、初版特典と豪華版特典と通販特典で、もう本棚がいっぱいというか！』

　そういえば、モナコはアレクサンドリアと同じく地中海の都市だった。

　このアレクサンドリアと、海を隔てて、ずっと向こう側。さっき話していた肥沃なる三日月地帯とは異なるが、この海の向こう側にフラットがいるのだと思うと、なんだか不思議で楽しい気持ちになった。

　しかし。

　ひどく気軽に、いかにも浮かれた声音で、フラットはこう続ける。

『それで今お茶を飲んでるんです！　彷徨海のジズさんと！』

　途端、師匠の目が、大きく引き剝かれたのであった。








〈了〉









あとがき




　お待たせしました。『ロード・エルメロイⅡ世の冒険』五巻『錬金術師の遺産（下）』をお送りします。




　前巻のラストでは、シリーズ当初から伏せられていた謎の一部が明らかとなり、ヤキモキしていた方もいるかと思います。期待に応えられるようにと、僕も自然と執筆に力がこもりました。

　魔術師のホワイダニットに焦点の当たることの多いエルメロイⅡ世のシリーズですが、その中でも今回は異端となるエピソードでしょう。

　なぜなら、今回の主題となる魔術協会はアトラス院。

　魔術協会と言いながら、その技術は（時計塔を主体とする）魔術よりもむしろ科学に近い代物です。当然、ホワイダニットにつながるロジックや倫理観も、これまでに登場してきた魔術師とは大きく異なります。

　魔術師たちがある意味非道なほどに根源を求めたように、彼らは人類の滅びの回避を求め、それでいて魔術師たちと同様、現代社会からは決定的に乖離してしまっている──似て非なる生物なのです。

　そうしたアトラス院の錬金術師たちに加えて、時計塔の魔術師であるロード・メルアステアや、二千年以上前からのファラオや神代の魔術師たちの思惑が海底のアレクサンドリア大図書館でもつれあったとき、事件はいかなる様相を見せるのか。

　そして、変転し続ける事件の真実と、エルゴの正体はどのように関係しあってるのか。

　今回は、そういうお話です。




　もしも、読み終えたあなたが、海底に眠る遺跡のほのかな寒さと、その影に隠された数々の歴史と、複雑に絡み合った彼らの動機ホワイダニットについて少しでも思いを巡らせてくださったなら……作者として、これ以上の幸せはありません。
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　余談となりますが、シオン・エルトナム・アトラシア（このときはアトラシアだったのですね！）が初登場した旧版『メルティブラッド』が、僕はとても好きだったのです。

　新作でも健在のフランスパンさんによる精緻で大胆なアクションはもちろんのこと、戦いと選択肢によって分岐していく夏の一夜の物語が、TYPE-MOONさんの諸作品の中でも、強く印象に残っています。

　幻夢とでもいうべき蠱惑の手触りが、あのゲームにはあったのです。

　そのため、前作の『事件簿』でズェピア・エルトナムを出した時には少なからぬ感慨を覚えていたのですが、今回もシオンをお預かりさせていただき、幼いシオンと凛とルヴィアとエルゴのカルテットを書いていくのはとても嬉しい作業でした。

　TYPE-MOON作品においても、昔と今をつなぐような、風変わりでしかし芯のあるチームになったように思います。





＊






　最後になりましたが、今回も流麗なイラストを描いてくださった坂本みねぢさん（幼いシオンがとりわけお気に入りです）、プトレマイオスやアレクサンドリアに加えてエジプトの海底遺跡の考証を担当してくださった三輪清宗さん（この作品の執筆中にもエジプトの海底遺跡のニュースが舞い込んだのは大きな驚きでした）、『Fate/strange Fake』の執筆最中に原稿を読んでくださった成田良悟さん、今回から編集者として新たに加わってくださったＦさん、あれこれ設定的に大胆な踏み込みもあったかと思いますが二つ返事でＯＫをくださった奈須きのこさんやTYPE-MOONの皆さんに感謝を。

　そして、もちろん、この本を手に取ってくださったあなたにも。

　次は、また夏の頃にお会いできるかと思います。





二○二二年十一月







『ゴッド・オブ・ウォー　ラグナロク』を遊びながら
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